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第一章…新しい家族と新たな依頼







　麗うららかな日差しが降ふり注ぐ朝。

　家の居間に立ったカイト＝ウリオスは、ただひたすらに、呆ぼう然ぜんとしていた。

「あ、おはようございます」

　テーブルの上を布ふ巾きんで拭ふいていた人物が、こちらを向いて頭を下げる。いささか痩やせすぎともいえる体つきをした、大人しそうな少年だ。

　先日からカイト達たちのエメルタ【約束の灯ともし火び】が使っている拠点ホームで、一いつ緒しよに暮らすようになったイオナだった。

　しかしカイトは言葉を返さず、イオナの体を見つめる。

　正確には――そこにくっついている、あるものを。

「ああ。あの、これは、ですね……」

　こちらの反応に気づいて、イオナは困ったように微び苦く笑しようを洩もらした。

　彼かれにしがみついているのは、そっくりな顔をした二人の女の子だ。ミミとネネ。イオナと同じく、ここで生活している子ども達である。彼かの女じよ達たちもまた、安らかな寝ね息いきを立てていた。

「今日、起きてみたらこんな風になっていて。どうしようかと思ったんですが、無む理り矢や理りに引ひき離はなすのもかわいそうかなと思って、このままにしているんです」

　そこへ、扉とびらが開いて、別の人物が顔を出す。黄こ金がね色いろの髪かみと、猫ねこを思わせるような耳を持つ少女。ラミネだった。

「あら、カイトが自力で起きてくるなんて、急いで洗せん濯たく物ものを取り込こまなきゃいけないわね」

「どういう意味ですか？」

　イオナが不思議そうな顔をする。

「ありえないから、何か良くないことが始まる前まえ触ぶれかもってことよ。豪ごう雨うになるかも」

「そこまでですか……」

「家が洪こう水ずいで流される可能性もあるわね」

「そんなにもですか……」

　イオナがなんとも複雑な表情でこちらを見つめてくる。が、カイトにとってはそれどころではなかった。

「ラ、ラミネ……」

　絞しぼり出すような、震ふるえる声が出た。視界が滲にじみ、頬ほおを熱い感かん触しよくが伝う。次から次へと溢あふれる涙なみだは、滂ぼう沱だとなって、床ゆかへと流れ落ちた。

「……なにを朝から引くくらいの勢いで泣いてるのよ。恐こわい夢でも見たの？」

　ラミネが訝いぶかしげな顔をする。

「ち、違ちがうよ……そんなことじゃない。見てよ、ほら、イオナの体にミミとネネが」

　目元を押おさえながら、カイトは指差した。

「ミミとネネが、くっついているんだよ……！」

「……そうね。まただわ。困ったものだけど、それが？」

「それが？　それがだって!?　ラミネ、正気なの!?」

「どちらかと言えば、あなたの方に投げかけたい疑問ではあるけれど。なんなのよ、一体」

「分からないの!?　今までオレにしか抱だきついてこなかった、ミミとネネが！　あの、ミミとネネが！　イオナに！　ついに、イオナに！　密着してるんだよ！」

「いや色々感動してるみたいだけどさっぱり伝わってこないわよ。なんなのよ!?」

「つまり、これは！　これは……イオナがミミ達に、『家族』として認にん識しきされたってことじゃないか――ッ！」

　窓も割れよとばかりに、絶ぜつ叫きようするカイト。

「ぎゃー！　朝からうるさいわよっ！」

「こんなに嬉うれしいことがあるかい!?　ないだろう！　いや、ない！　あってもオレが認めない！　ああ、なんて素す晴ばらしい！　なんて素晴らしい日なんだ！　イオナ！　良かった！　本当に良かったよ！」

　カイトは近付くと、イオナの体を抱きしめた。

「は、はあ……良かったんですか？」

「そうだよ！　もちろん、うちの子達は君に懐なついていた。だけど、真に心を許すのはとても難しいことなんだ。それが！　今日！　果たされたんだ！　やったじゃないかああああああああ！」

　更さらに強く、強く、カイトは抱き締しめ続ける。

「そ、そうですか、あの、うれしいです。けど、カイトさん、ちょっと、苦しい……」

　この上なく喜びを表現するこちらに対して、なぜか、イオナは戸と惑まどっているような様子を示した。

「はいはい。分かったから、とりあえずそろそろやめなさい。後、ティアを起こしてきてくれる？　朝ごはんの用意するから」

　かと思えば、ラミネによって首根っこを掴つかまれ、カイトは無理矢理に引き剥はがされてしまう。

「そ、そうだ！　ティアにもこのことを伝えないと！　ティアー！」

「あ、ちょっと！　面めん倒どうになる予感がひしひしとするからよしなさい！　こら！」

　背後から制止の声が飛んでくるも、気にしてなどいられない。カイトは飛ぶように女じよ性せい陣じんの部屋の前までいき、扉を叩たたいた。

「ティアー！　朗報だよ！　記念日だよ！　起きて、ティアー！」

　どんどんと音を響ひびかせるが、反応がない。仕方なく、扉を開けて中に足を踏ふみ入いれた。

　中では、このエメルタの長おさ、ティアが枕まくらとは逆さまになった状態で、足を大きく上げながら寝ねていた。どういう過程を踏めばこういう姿勢になるのだろうか。

「ティア！　イオナが！　イオナがついにやったんだよ！」

　肩かたを揺ゆらして呼びかけた。

「イオナが、ミミとネネにくっつかれたんだよ！」

「にゃんですと！」

　普ふ段だんならどれだけ声をかけても、たとえひっくり返されても中々目覚めないティアが、即そく座ざに覚かく醒せいする。がばりと体を起こして、きらきらと目を輝かがやかせた。

「それは祝うしかないよ、カイト！　祭りだよ！」

「そう、祭りだよ！　イオナ祭りだ！」

「イオナ祭り！　ひゃっほー！」

「ひゃっほおおおおお！」

「よっしゃあああああ！」

　手を取り合うと、カイトは、ティアと一緒に部屋の中でぐるぐる回った。

「うるさいわよ！　ご近所迷めい惑わくでしょ！　こういう時に限って全力で朝から元気を出すんじゃないの！」

　が、すぐにラミネに怒おこられて、二人揃そろってしょんぼりとする。

「ど、どうしたの？　なにかあったの……？」

　部屋の外で小さな声がした。ナナルのものだ。

「ああ！　ナナル！　ナナル、聞いてー！」

　すぐさま取って返して報告しようとしたカイトだったが、

「カイト兄にい、静かにして下さい。お説教しますよ」

　一緒に居間へと入ってきたサアラが、眼鏡めがねの蔓つるを押し上げながら鋭するどい目つきで睨にらんできたので、

「……はい。すみませんでした」

　すぐに動きを止めて、項うな垂だれたのだった。

「どっちが子どもなのよ、まったく……ほら、席ついて。ご飯にするから」

　ため息交じりにラミネから指示されて、カイトとティアはテーブルに備え付けられた椅い子すに腰こしをかける。

　その後、リキやミミ、ネネもようやく目を覚ましたので、朝食の時間となった。

「リキ、ミミ、ネネ、今日はなにするの？」

　ラミネがサラダを取り分けながら話しかけると、ベーコンと格かく闘とうしていたミミが顔をあげる。

「えっとね、ミミね、おままごとするの」「ネネも、ネネも！」

　間かん髪はつ容いれず、いつもの如ごとくネネが姉に追つい随ずいするのに、カイトは微笑ほほえんだ。

「ミミがね、お母さんで、ネネが赤ちゃんなの。イオナは守る人なの」

「……守る人？」

　しかし、突とつ如じよとして謎なぞの単語が出現したので、少し眉まゆを顰ひそめた。

「守る人ってなに……？　兵士かな？」

　そんな言葉と共にナナルが首を傾かしげるが、ミミはスープで口の周りを白く染めながら、「んーん」と否定する。

「求索士トレイズのことではないんですか。ある意味、街の守護者とも言えますから」

　落ち着いた仕草でパンを千切っていたサアラが推測を述べるも、ミミはまたもや「んーん」と返事をした。どうやら違うようだ。

「あのね。守る人はね、ずっと部屋に居るの。じっとしてて、なにかあったら守ってくれるの。いい人なの！　でも、誰だれにも見えないの」

「……あの。ミミ？　その人は、ミミが考えたのよね？」

　ラミネが口元を引きつらせながら尋たずねた。

「んー？　んー、んー？　ベーコンおいしいね！」

　ミミは全く答えになっていない答えを返す。

「いやそれはありがとうだけど！　ありがとうだけどあたしが訊ききたいのはそういうことじゃなくて！　守る人ってなに!?　ミミが考えた架か空くうの存在なのよね!?　そうと言ってくれない!?」

「ミミ、服にキャベツついてるぞ」

「あ、ほんとだー」「ネネもネネも！」

「ミミ！　リキと和なごやかな会話してないで！　お願いだから教えて！」

「ねえねえ、ラミネ。わたし思ったんだけど」ティアがジャムをたっぷり塗ぬったパンを片手に、「ミミが言ってるのってひょっとしてうちにお化けがいるって――」

「わあああああああああ！　はいはいはい！　ない！　そういうのない！　ないから！」

　両手をぶんぶんと振ふって、ティアの話を遮さえぎるラミネ。

「まあまあ。子どもって空想の友達を作って遊ぶっていうから。そういうことじゃないかな」

　そろそろナナルの顔も青ざめてきたので、カイトは適当なところで上手うまく解かい釈しやくをつけた。

「そ、そうですよ。気にしない方がいいです。でも、ミミ、僕ぼくもおままごとするの？」

　イオナが振り向くと、ミミは笑え顔がおになって頷うなずく。

「え、ダメだぞ、イオナ兄ちゃんは、おれと剣けんで対決するんだ」

　だがリキが主張したので、ミミは頬を膨ふくらませた。

「だめー。ミミとおままごとするの！　リキは昨日もイオナと遊んだでしょ！」

「昨日は昨日、今日は今日だろ！　ちゃんと修しゆ行ぎようしないと、求索士になれないんだ！」

「ミミがイオナと遊ぶの！　ミミのなの！」「ネネもネネも！」

「おれ！　おれとやるの！　イオナ兄ちゃんはおれのなの！」

　ふとしたことをきっかけに、言い合いが始まってしまって、イオナはおろおろと子ども達を見比べる。そこで、

「だめだよー、リキもミミもネネも。喧けん嘩かしないで、ちゃんと順番決めなきゃ。そうじゃないと、わたしがイオナと遊んじゃうよ」

　見み兼かねてティアが口を挟はさむと、三人は揃って目を見開いた。

「そうだよ。オレも遊んじゃうよ。イオナとおままごとするよ」

　カイトもすかさず参加すると、ラミネが呆あきれたような素そ振ぶりを見せる。

「どっちがお母さん役なのよ」

「……オレ？」

「お兄ちゃんなんだ……」

　視線を上げながら沈ちん黙もくするナナル。カイトが台所でエプロンをつけ、イオナを出で迎むかえている姿を想像しているのかもしれなかった。

「……ふっ」

　不意にサアラが顔を背そむけ、口元を押さえる。肩が小刻みに震えていた。

「サアラ、なんで笑ってるの？」

　ティアがきょとんとする。

「……笑ってません」

　と返すサアラだったが、依い然ぜんとして同じ姿勢を保っていた。もしかしたら、ナナルと同じものを思おもい浮うかべてしまったのかもしれない。

「やるからにはオレ、全力でやるよ。貞てい淑しゆくな妻として最大限振ふる舞まうよ。内うち股またで小走りに駆かけながら、『あなた、おかえりなさい。ご飯にする？　湯ゆ浴あみにする？　それとも、わ・た・し？』って頬を染めながら上うわ目め遣づかいで尋ねるよ」

　カイトはフォークを握にぎり締めながら、真ま面じ目めに言った。

「細かく設定するのやめなさいよ。頭の中で生々しく描えがかれるでしょ」

　ラミネが半眼になると、ティアは深々と頷く。

「麗うるわしい夫ふう婦ふ愛あいだね！」

「ぷふっ」

　限界を迎むかえたようだった。サアラは体を屈かがめながら、しばらく動かなくなる。

「や、やめようよ、皆みんな……」

　ナナルがサアラのことを心配してか、おろおろとし始めた。

「……まあ、そうだね。そろそろ、おままごとは置いておこうか。ミミ、ネネ、リキ、ごめん。イオナにはオレが用事あるんだ」

「えー。じゃあ、ミミも一緒にいく！」「ネネもネネも！」

「おれもいくぞ！」

　カイトの言葉に、子ども達は声を上げたものの、

「いや、本当にごめん。ちょっと二人だけでやりたいんだ」

　断わりを入れると、それぞれ『えー』と少し不満そうな態度をとったものの、やがては了りよう承しようしてくれた。

「僕に、ですか。どんな用でしょう？」

　予想外の出来事だったのか、イオナは目を丸くする。

「うん。君がミミ達と本当の意味で打ち解ける、この日を待ってたんだ。教えたいことがあるから、朝ごはんを食べたら、少し出ようか」

　カイトはそれだけを伝えて、残った芋いもとベーコンの炒いため物を、口に入れた。




　カイトがイオナと共にやってきたのは、拠点から少し離れたところにある、人ひと気けのない場所だった。

　大きな岩が幾いくつも転がっていて、整備するのに手間がかかる上、土が悪く作物が育ちにくいということで、半ば放置されている土地である。

「さて……イオナ、君を連れて来たのは、あることを教える為ためなんだ」

「……あること、ですか？」

　カイトは、振り返かえってイオナに向き直ると、再び口を開いた。

「うん。君が持つ、『力』についてだ」

　短い言葉ではあったものの、こちらが何を伝えようとしているのか、イオナは察したようだ。表情を引き締め、声を洩らす。

「……【霊素改造人間マーシアス】のことですか」

　カイトは、軽く頷いた。

「そう。イオナ、君は望まずして莫ばく大だいな力――【霊素マリアス】を得ることになった」

　イオナだけではない。カイトもまた、その一人である。

　今自分達が住んでいる皇国レギオス。その属国フェンケアンにかつて存在していた組織【竜を喰らう者デイオ・マギス】によって施ほどこされたものだった。

「それは扱あつかい方かたを間ま違ちがうと大変なことになる場合もあるんだ。だから、今の内に知っておかなければならないことがある」

　イオナが神しん妙みような顔つきになった。が、カイトはわざと笑ってみせる。

「ま、でも、難しいことじゃない。要は持ってる武器の本質を知っておこうってこと。時に、イオナ、君は霊素と呼ばれるものが、そもそもなんであるか知ってるかい？」

「人体に宿る不思議な力で、人によって持てる量が違い、大小によって様々な使い方が出来る……ということくらいでしょうか」

「うん。大体そういう感じだ。だけど、霊素を使うとどうして色んな効果が発揮できるんだろう？」

「え……？　あ、ええと、そうですね」

　思ってもみない質問だったようで、イオナは途と端たんに慌あわてだした。

「ああ、いいよ。分からないよね。大だい丈じよう夫ぶ、説明するから。……研究している人によって色んな解釈があるわけだけど、一いつ般ぱん的てきには世界の理ことわりを操作できるからと言われてるんだ」

「ことわり、ですか」

「うん。まあ、分かり易やすく噛かみ砕くだいて言うと、火を起こすのには本来、火種と木みたいに燃えるものと燃やすものがいるよね。走るのには、鍛きたえ上げられた体がいる。傷を治すには薬だ。つまり現象には常に原因と結果が伴ともなう。原因がなければ結果が存在しない。木がなければ、あるいは油がなければ、火が点つかないんだ。だけど、霊素があればそれが必要ない。原因を省いて結果だけを起こすことが出来るんだ」

　あたかも、世界の仕組みに直接働きかけているかのように。

「で、その量が多ければ多いほど、出来ることが多くなる。派手なことが実現できるんだ。だけど現状、通常の人間がもてる霊素量には限りがある。だから、全すべてにおいてある一定のもの以上のことは出来ない」

「肉体を強化したり、火や風を呼び出したり、【幻げん獣じゆう】と契けい約やくしたり、ということですか」

「そういうことだね。だけど、その限界をもし超こえることが出来たら、どうだろうか」

　カイトは拳こぶしを握りしめた。同時に、淡あわい燐りん光こう――霊素が漂ただよい始め、徐じよ々じよに大きさを増していく。

「人じん智ちを超えた技わざが、可能になる」

　やがて、膨ぼう大だいな量となった力が、天を焦こがさんばかりに立ち昇のぼった。

「――たとえば、こんな風にね」

　無造作に、横へと手を振り払はらう。同時に、耳をつんざくような轟ごう音おんが鳴なり響いた。

　嵐あらしでも訪おとずれたかのような暴風が吹ふき荒あれ、周囲の枯かれた木々を容た易やすく薙なぎ倒たおしていく。

　気が付いた時、そこにあったのは、見るも凄せい惨さんな光景だった。

　先さき程ほどまであった岩々は微み塵じんと化し、地面の一部が無残に抉えぐれている。

「今のは単純に『破は壊かい』の『結果』を呼び起こしただけだけど、工く夫ふう次し第だいではもっと様々なことが簡単に操あやつれるようになる。それこそ、普ふ通つうの求索士では考えられないような芸当も出来るだろうね」

「……すごいですね」

「そう、すごい。だからこそ、気を付けなきゃいけない。自分が何の為にこの力を使うのか。それを念頭に置いておかなきゃ、振り回されるだけになってしまう」

　イオナが俯うつむき、考え深げな様子で、静まり返った。

「後、色々試ためした結果だけど、どうもこの力は手加減がしづらいんだ。オレと同じ研究の流れを汲くんでるから、多分、イオナもそうだと思う」

「手加減、ですか」

「普通に発揮したら最後、どうしても今くらいの規模になってしまうってこと。上に限りはない代わりに、最低量が高くなってるんじゃないかな」

「なら、下手へたに力を使えませんね……」

「だね。……とは言え、重く考える必要は全くない。使えるものはどんどん使えばいいし、遠えん慮りよはいらない。出所がなんであろうと、それは君の、君だけが持つ力に違いはないんだからね」

　深刻になっているイオナの気持ちを晴らすように、カイトはあえて明るく告げる。

「自分の中にある、力を使う意味を間違えなければいいんだ。芯しんになるものを持つこと。例えばオレの場合は、ティア達家族だ。イオナにとってそれが何なのかは、これからゆっくり決めればいい」

「……なるほど。分かりました」

　カイトの言葉を聞いて、イオナの表情が、少しだけ和やわらいだ。

「まあ、普段は抑おさえ込んだ分から漏もれ出でる霊素だけで充じゆう分ぶん戦えるからいいんだけど。――という感じかな。どう。自分がどういう力を持ってるか、少しは分かったかい？」

　しばらくの間が漂う。だがやがて、イオナはゆっくりと顔を上げた。真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてくる。

「はい。僕はカイトさんに比べると未熟ですけど、努力して自分の力の使い方を習得していきたいと思います」

「いい返事だね。これなら大だい丈じよう夫ぶそうだ」

　カイトは歩み寄ると、イオナの肩に手を置いた。

「オレやティア達は仕事の関係上、どうしても拠点を空けることが多くなる。今までは子ども達のことが心配だったけど、今は安心して任せられる。――新しい家族は、とても頼たよりになりそうだからね」

　口元を緩ゆるめ、語りかけると、イオナは驚おどろいたように目を見開く。

　なぜこの話を今日したのか。その理由が分かったのだろう。

　ほどなく――彼もまた、笑顔になった。

「――ええ。任せて下さい！」

「よし！……でも、イオナはちょっと喋しやべり方かたがぎこちないんだよねえ。せっかく家族になったのに」

「そ、そうですか？　どうすればいいんでしょう」

「うーん。そうだな……あ、いいこと思いついたよ」

　カイトは軽く手を打った。

「オレのことを――これから、カイトお兄ちゃんと呼んでみよう！」

「ええ!?」

「兄さんでもいいよ？　いっそお兄とか。にいにいとかでもいいな。いや、にいやんも捨て難がたい……」

　腕うでを組み、カイトは悩なやみ始める。

「い、いや、あの、カイトさんはカイトさんですし……」

「ダメだよ！　だって、そんな、なんだか、よそよそしい……寂さびしいじゃないか！」

「寂しいんですか!?」

「寂しいよ！　最近オレは、『ああ、イオナはいつになったらオレをお兄ちゃんと呼んでくれるのだろう。明後日。いや、明日。いっそ、一秒後でいい。寝ね言ごとでもいいから言ってくれないだろうか』と毎夜、君の寝ね顔がおを見ながら懊おう悩のうする日々を送ってるよ！」

「僕の寝顔を見ながらそんなことを考えてたんですか!?　というか僕、毎夜、カイトさんに見つめられてたんですか!?」

「うん、大体一刻くらい」

「思ってたより長い!?」

「さあ、兄と呼んでみるといいよ！」

「で、でも、いきなり、そんな……」

「さあ、さあ、さあさあさあ！」

　ずいずいとイオナににじり寄るカイト。

　醸かもし出す迫はく力りよくに押されたのか、当とう惑わくしていたイオナだったが、やがて観念したように呟つぶやいた。

「に……にい、さん……」

　物もの凄すごく、照れくさそうに。

「やったあああああああ！」

　カイトは悲願の達成に、至福の笑えみを浮かべた。

　と――そこへ。

「ずるいよ！　カイトばっかり！　わたしもお姉ねえちゃんって呼んで欲ほしい！」

　なぜか、背後にあった岩の陰かげから、ティアが飛び出して来た。

「うわあ!?　ティアさん、なぜそこに!?」

　あまりに突とつ然ぜんの出来事に、イオナが仰のけ反ぞる。

　が、ティアだけでなく、後ろからラミネやナナルも現れた。

「はっはっは。なにか二人連れ立って出かけて行くのが羨うらやましくて、こっそり後をつけていたのだ！」

　腰こしに両手を当てて、胸を張るティア。

「堂々と言う事ではないと思うよ、ティア」

　一応、カイトは突つっ込んでおいた。

「あたしはやめときなさいって言ったんだけどね……」ラミネはため息をついたものの、「ただ、イオナにお姉ちゃんって言わせる計画は、悪くないわね。さあ、あたしのことも呼んでみなさい。さあさあさあ！」

　途と端たんに態度を翻ひるがえして、ティアと共に迫せまり始めた。

「ちょ、ちょっと待って下さい。ラミネさんまで……」

　たじろぐイオナは、ナナルへと視線を向ける。

「な、ナナルさん、なんとかして下さい！」

「……あのね、イオナ」

　すっと一歩出ると、ナナルは、か細い声で告げた。

「わ、わたしも……ナナルお姉ちゃんって、呼んでも……いいんだよ？」

　ぽっと、頬を桃もも色いろに染めながら。

「えええええええええ！」

　最も早はや、誰も味方のいないイオナであった。

「お姉ちゃんだよ、イオナ。ティアお姉ちゃん！」

「ラミネ姉さんでもいいわよ。気軽にラミネ姉っていうのも悪くないわ！」

「あ、あのね、わたしは、わたしはね、イオナ……」

　三方向から要求されたイオナが、こちらの方を向く。

「ちょ、か、カイト……カイト兄さん！　助けて下さい！」

　カイトは、満面の笑みを浮かべた。そして、

「いやあ、ごめんね。オレ、ちょっとこれからある人に呼ばれてるから。頑がん張ばってね」

　と、手を振りながら、場を立ち去り始める。

「そ、そんな！　恥はずかしいんですってー！」
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　背後で、イオナの声が、どこまでも響き渡わたっていった。




　イオナやティア達と別れた後、カイトはあるところへ赴おもむいていた。

　皇都アルカザスの中心にして、皇国レギオスの心臓部とも言える施し設せつ、皇こう宮きゆうである。

「待たせたな、カイト。雑務を片づけていて遅おそくなってしまった」

　皇宮の中でも特に広く、絢けん爛らん豪ごう華かな内装の謁えつ見けんの間まで待っていると、見慣れた顔が現れた。

　フレッサ＝エイアース＝マルト。この国の全てを統治する立場にある少女――即すなわち、現皇王である。

「……って、なんだ、そのにやけた顔は。何か良いことでもあったのか」

　玉ぎよく座ざに着くなり、フレッサはこちらに不ふ審しんげな眼差しを送ってきた。

「いやぁ、ちょっとね」抑えていたつもりが、表に出てしまっていたらしい。カイトは自身の口元を手で押さえた。「フレッサに会うのも久ひさし振ぶりだと思うと、つい嬉しくなって」

「な、なんだと……」フレッサは不意をつかれたように顔を赤らめる。「そんな、お主。普段、滅めつ多たに言わないようなことを……なんだ、お主。お主は、もう！」

　視線を逸そらし、恥ずかしがるようにして、両頬に手を当てた。

「いやまあ、嘘うそなんだけど」

「ザウド、こやつを極きよつ刑けいに処せ」

　指示をされると、フレッサの隣となりに居た壮そう年ねんの男、この国の宰さい相しようであるザウドが息をつく。いつものやりとりに付き合っていられないといった仕草だ。

「やだなあ。ちょっとした冗じよう談だんじゃないか。そんなに怒おこらなくても」

「やかましい！　乙女おとめ心ごころを真正面から傷つけおって！　ちょっと喜んだわらわの気持ちをどうしてくれる！」

「ちょっと喜んだんだ」

　指し摘てきするとフレッサは「うぐっ」と押し黙だまり、軽く咳せき払ばらいをした。

「い、今のは言葉の綾あやだ。別に、わらわも、喜んでなどおらぬ」

「そうなのか。残念だな。久し振りに会えて嬉しいのは本当だったから」

「……そうなのか？　いや、あの、わらわも本当のところは全く喜んでいないというわけではないのだが……」

「いやまあ、嘘なんだけど」

「直接殴なぐるぞお主」

　拳を振り上げて威い嚇かくしてくるフレッサ。

「大体、一国の王に会えて嬉しくないとは何事だ！　不敬にも程ほどがあるぞ！」

「…………。…………。あ、ああ。そうだね。王様だった」

「なんだ今の明らかな間は！　お主、忘れておったな!?　わらわが、単なる偉えらそうな椅い子すに座すわっている、偉そうな奴やつだと思っておったなー!?」

「いや実は、イオナが初めてオレのことを兄さんと呼んでくれてね。こんなとびきりな幸せはないっていうか多分今年で一番だと思うんだよね」

「話を誤ご魔ま化かすなーっ！」

　ばんばんと玉座の肘ひじ掛かけを叩いて叫さけぶフレッサだったが、しばらくすると少し落ち着いてきたのか、膨ふくれっ面つらのままで腕を組んだ。

「まったく、お主は相変わらずだな。……で、イオナだったか。確か、先日、お主の拠点に来た少年だったな。元気でやっているのか」

「うん、なんとかね。子ども達も懐なついてくれてるし、こっちとしては問題ないよ」

「それならばいい。まあ、他のことに関してはわらわの方でなんとかしておくから、心配するな」

「他のこと？　……なにかあった？」

　引っかかった部分を尋ねると、フレッサはわずかに片眉を上げた。

「少しな。お主が気にすることではないよ」

　どうやら、詳くわしく語るつもりはないようだ。しかし、

「レギオスに属する諸国の王が、どこで情報を聞きつけたのか、あなたと同じ【霊素改造人間】であるイオナを我わが国くにに迎え入れるのは如何いかがなものか、と難なん癖くせをつけてきたのだ」

　彼かの女じよの意に反して、ザウドが全てを喋ってしまった。

「あ、こら、ザウド。余計なことを申すでない！」

「差し出がましい真ま似ねをして申し訳ありません。ただ、彼が自分の置かれている状じよう況きようを知っておいた方が良いのではないかと思いまして。そちらの方が、後々なにか起こった時に対処が早くなることもあるかと」

　ザウドは深々と頭を下げながら弁明する。

「それはそうだが……」フレッサは複雑そうにこちらを見た。「なに、心配は要いらぬ。わらわの方で言い聞かせておいたからな」

「……そうだったんだ。面倒かけてごめん。いつもありがとう」

　カイトが礼を述べると、フレッサは顔の前で手を振る。

「気にするな。この程度はなんでもない。それに、お主のことは信用している。そのお主が引き入れたということであれば、わらわもまた、イオナのことを信じることにした。それだけのことだ」

「フレッサ……」

　揺ゆるぎのない、強い言葉に、カイトは思わず笑みを零こぼした。

「あんまり信用してもらっても困るけど。裏切る時に」

「裏切るなよ!?」

　椅子をがたんといわせて身を引いたフレッサに、カイトは両手を上げた。

「嘘だよ。オレが君のことを裏切るはずないじゃないか」

「本当だろうの」

「うん、絶対。あるいは……多分……きっと……だといいよね」

「どんどん確信が揺らいできているぞ」

　フレッサが呆あきれたようにこちらを半眼で見ていると、ザウドが口を開く。

「皇王様。お戯たわむれも結構ですが、そろそろ本題に入られては如何いかがでしょう。この後も予定がありますので」

「なんだ、忙せわしないのう。もう少し良いではないか。カイトとも滅多に会えぬのだぞ」

「ただでさえ、時間が押しております。このままでは政務に支障が出るかと」

「堅かた物ぶつだの。お主、そう言って、昨日もわらわのお茶を引っ込めたであろう。まだお菓か子しが残っていたのに」

「あれは、皇王様がお代わりを所しよ望もうされたからでしょう。本来出だされた分は全て完食しておられました」

「元からあるやつは元からあるやつ、お代わりはお代わりであろう！　そういうのが堅物だというのだ！　半分！　まだ半分あったのに！」

　抗こう議ぎするフレッサだったが、ザウドは素知らぬ顔をしていた。

「いやいや。確かにフレッサの仕事の邪じや魔まをするわけにはいかないよ。それで、今日は一体どうしたの？」

　宥なだめながらカイトが尋ねると、フレッサはやや不服そうではあったものの、気を取り直したように話を再開させた。

「いや、なに。お主、先日、壊こわれた得物の代わりが欲しいと言っておったであろう」

　ああ、とカイトは思い出す。イオナをある施し設せつから助けることになった時のことだ。

　巨きよ大だいな魔ま物ものと戦う中で、攻こう撃げきを受け、愛用していた双そう剣けんが粉々になってしまったのである。

「例のものをここへ」

　フレッサが声をかけると、ザウドが「承知しました」と頷いて、振り向きざまに声をかけた。

　すると、玉座の傍そばにあった扉とびらが開き、中から兵士が現れる。

　兵士はこちらまでやってくると、脇わきに抱かかえていた布ぬの袋ぶくろを、カイトへと差し出してきた。

　受け取って軽く頭を下げると、そのまま足早に場を去っていく。

「見てみるが良い」

　フレッサからの許可を受けて、カイトは布を取とり払はらった。

　そこにあったのは、以前自分が使っていた物と似た形をした武器――双剣である。

「見た目は同じように見えるかもしれぬが、質はこちらの方が上だ。国でも一、二を争あらそう職人に作らせたから、性能は保証するぞ」

　断わりを入れてから、カイトは得物を鞘さやから抜ぬき払ってみた。本来なら特別な理由の無い限り、王の前で剣身を見せるなど懲ちよう罰ばつものだが、フレッサなら細かいことは言うまい。

　謁見の間に差し込む陽光が、二つの刃やいばの煌きらびやかな輝きで照り返された。鋭い切っ先は、見るからに切れ味が良さそうだ。

「ありがとう。確かにこれは良い物だ」

　納剣してから、カイトは笑みを浮かべた。

「それは何よりだ。ただ、少し問題があってな」

　フレッサが複雑そうな表情を浮かべる。

「その双剣は優すぐれているものの、あくまで普通の武器に過ぎん。恐おそらくはお主が少しでも本来の力を発揮すれば、前と同じ運命を辿たどるだろう」

「ああ、そうなのか……それは困ったな」

　カイトは頭を掻かいた。尋じん常じようならざる霊素量を誇ほこるが故ゆえに抱えた問題である。

「真にお主が力を使おうとするならば、やはり、【幻器クラフト】が必要となってくるであろう。ただ、わらわも四方八方に人をやって探したものの、今のところ、お主の持つ霊素に耐たえ切れる物はないようだ」

「仕方ないね。こればかりは」

　苦く笑しようして、貰もらった双剣をそれぞれ剣けん帯たいに吊つるした。

　カイトが生なり業わいとしている何でも屋のような職業――求索士は、様々な場面で体内に宿った霊素を扱い、それぞれに合った能力を発揮する。

　だが、霊素は体外に放出されるとその大半が空気中に散ってしまう性質を持っている為、真に力を行使するには、幻器と呼ばれる特別な武器を必要とした。

　幻器には【空劫結晶ユニス・マテリア】と呼ばれる素材が使われており、それが、外部に流れた霊素を内部に留とどめる効果を持っているからである。

　だが一度にあまりに多くの霊素を使うカイトのような人間の場合、空劫結晶そのものが量に耐え切れず、崩ほう壊かいしてしまうのである。

「すまぬな。役に立てず」

　落ち込んだ様子を見せるフレッサに、カイトは首を横に振った。

「なに言ってるの。フレッサは十分良くしてくれてるよ。お礼をしたいくらいだ。といっても、大したことは出来ないけど」

「……たとえばどのようなことだ？」

「そうだね。なんだかんだで実現出来てないし、そろそろフレッサをうちの拠点に招待して、一いつ緒しよにお昼ご飯でも食べる？」

「ほほう。確かに頃ころ合あいかもしれぬ。お主の子ども達たちとは一度顔を合わせてみたかったのだ」

「うん。もちろん、正体は隠かくさないといけないけど。子ども達もきっと喜んでくれると思うよ」

「ううむ。大したことないなどとんでもない。素す晴ばらしいぞ、カイト。よし、では早さつ速そく、なんとか城を抜け出して――」

「皇王様？」

　盛り上がっていたカイトとフレッサだったが、すかさず鋭するどい声が飛んできた。

「……少しくらい良いではないか、ザウド」

「残念ですが、如何いかな皇王様のご要望と言えど、承服いたしかねます」

「そうやって前もわらわの邪魔をしたな。わらわの友と茶を楽しみたいという、ささやかな願いさえ叶かなえてはもらえぬのか」

「立場をお考え下さいませ」

「立場、立場、立場と細かいのう。お主は立場男だな。やい、立場男」

「立場を、お考え、下さいませ」

「……めげないのう」

　ザウドが醸し出すいいしれぬ威い圧あつ感に押おされ、フレッサは顔を引きつらせる。

「分かった、分かった。今しばらくこのことは置いておこう。……時にカイト、幻器について、詳しよう細さいは定かではないのだが、ある噂うわさを聞いたぞ」

「噂？」

　無言だが確かに感じるザウドからの圧力をやや恐れつつ、カイトは訊いた。

「うむ。なんでもこの大陸に【魔ま剣けん】と呼ばれる幻器が存在するという。それはとてつもない強度を誇ると同時に、特別な製法で作られているため、どんな霊素量をも全て吸収するそうだ」

「それは……途と方ほうもない代しろ物ものだね。どこか名のある職人の手によるものなのかな」

「そうらしい。しかし、どこの誰なのかまでは、はっきりとしておらん」

「もしそれが本当だったら、是ぜ非ひとも手に入れたいところだけど……」

　いかんせん、今の少ない情報では手のつけようがない。

「わらわも同じことを思って、もう少し具体的なことを知っている者がいないか、探してみた。だが、魔剣の持ち主は知れず、職人の噂自体も数年前からぷっつりと途と絶だえてしまっているようだ」

「死んだってこと？」

「分からぬ。行ゆく方え不明というだけのことかもしれぬが……。引き続き調査をしてみるつもり故、今しばらく待ってくれ」

「ああ、もちろん。でも、フレッサの仕事の支障にならない程度でいいよ」

　そうしなければ、隣にいる人からの圧あつ迫ぱくが、更さらに増しそうだ。

「うむ。では、下がって良いぞ。また何かあれば呼ぼう。あるいは……わらわが行くぞ」

「是非とも、歓かん迎げいするよ」

「――皇王様」

　ザウドが低い声で咎とがめる。フレッサとカイトは肩かたを竦すくめ、一緒に忍しのび笑わらいを洩もらした。




　求索士はどんな内容のものであろうと、誰だれかからの依い頼らいがあれば、解決すべく活動する。

　が、逆を言えば、依頼が無ければどれだけやる気があったとしても、何も出来ないわけである。

　特に昨今、求索士の数と、彼かれ等らによって構成される組織――【エメルタ】は増加傾けい向こうにあり、それに伴い仕事の取り合いが続いていた。

　無論、カイト達の【約束の灯ともし火び】のような小規模エメルタも例外ではなく、何かの拍ひよう子しに受けるべき依頼がなくなり、予定にぽっかりと穴が空くこともある。

　ここ数日間もそういった経けい緯いにより、カイトには比ひ較かく的てき、暇ひまな時間が続いていた。

「……はい。ミミ、ネネ、できたよ」

　その日の昼過ぎ、拠点の庭に出たカイトは、ナナルが双ふた子ごに何かを渡しているのを見る。どうやら余った布を継つぎ接はぎし、綿を詰つめた、手作りの人形のようだった。

「わ。これ、ナナルが作ったの？」

　ミミが人形を両手で抱かかえながら、驚いたように、ナナルを見上げる。

「うん。だから、ちょっと、変になっちゃったかもしれないけど……気に入らなかったら、ごめんね」

「これ、ニーナね！」

「……え？」

「ニーナってお名前つけた。かわいいから、ミミのおともだちにする！」

　ミミが満面の笑みで人形を抱だきしめる。その反応を見て、ナナルはほっとしたように顔を綻ほころばせた。

「ネネも、ネネも！　ネネも名前つけた！」

　ネネもまた、姉と同じ姿をした人形をナナルに見せる。

「どんなお名前？　教えて？」

「ねこ！」

「…………ねこ？」

「ねこ！」

　なぜかしてやったり、という顔をするネネに、ナナルは明らかに当惑する様子を見せた。

「え、ね、ねこかあ……一応、女の子のつもりだったんだけど、猫ねこに見えるかなあ？」

「ううん。おんなのこだよ。でもねこ」

「ねこなんだ……」

「…………」

「…………」

「…………いぬ？」

　呟つぶやきながら、ネネが首を傾かしげる。

「いやそういう問題じゃないと思うよ、ネネ。女の子なんだから、女の子らしい名前をつけてあげなきゃ」

　見かねてカイトが近づきながら話しかけた。ネネはきょとんとしていたものの、やがて視線を上げながら告げてくる。

「えと、えと……じゃあ、ぼぶ」

「ぼぶは女の子らしいの!?」

「この子は、ぼぶ」

「そ、そうなんだ……いや、ネネがいいならいいけど」

　やけにきらきらとした目で決められたので、これ以上注文をつけるわけにはいかないと、カイトは折れることにした。

「わーい！　この子はニーナだ！　いこう、ニーナ！」「ネネもネネも！　ネネもボブといくー！」

　双子は元気良く駆かけていった。

「ボブ、かあ……」

　なんとなく腑ふに落ちないものを感じるカイトである。

「も、もうちょっと可愛かわいく作ってあげれば良かったのかなぁ……？」

　ナナルは自分に原因があったのかと、しきりに悩なやんでいた。

「そんなことないよ。ナナルは完かん璧ぺきだったよ。だからあの子は、ボブなんだ。そういう名前になる運命だったんだよ！」

　元気付けようとして力説したが、ナナルは何故なぜか、困ったような顔をして固まるだけである。

「いいじゃないか、ボブ。野性味溢あふれる感じで、元気が良くて、なんだかこう、ある種の爽さわやかな印象すら与あたえてくれるような――」

　と、カイトが尚なおも喋り続けていた時だった。

「――失礼するわよ！　【約束の灯火】の拠点はここかしら!?」

　穏おだやかな午後の時間を台無しにするような、とてつもなく大きな声が聞こえてくる。

「……ん？　なんだ？」

　カイトが訝いぶかしげな顔を向けると、玄げん関かん先さきの方からリキが走ってきた。

「カイト兄ちゃん、なんか家の前に変なのがいるぞ。敵かもしれない！」

「敵って……うちは別に誰とも喧けん嘩かしてないよ」

「いいから来て！　ほら、早く！」

　腕を引っ張られ、カイトは致いたし方かたなく、ついていくことにする。

「ナナル、ごめん、ちょっと行ってくる。ミミとネネのこと見てて」

　ナナルが頷うなずくのを見ながら、「早く、早く！」と急せかすリキに連れられ、カイトは拠点の正面へと向かった。

　やがて、徐々に近づくにつれ、見覚えのある景色が展開され始める。

　と、思っていたのだが――カイトは思わず声を洩らした。

「……なんだ、あれ」

　門柱を挟はさんだ向こう側、つまり、通りの方に大きな塔とうのようなものが建っている。

　その周りには男女問わず大勢の人間が集まっており、皆みな、揃そろったように綺き麗れいな直立姿勢を保っていた。

「リキ、ここに居て。オレが見て来るから」

「敵？　敵なのか!?」

「それを確かめにいくんだよ」

　宥なだめた後、カイトは門を出て集団と向かい合った。

「あの、なにかうちに御ご用ようですか？」

「あなたが【約束の灯火】のエメルタ長かしら!?」

　素す早ばやく返ってきた声は、目の前にいる者達から聞こえてきたものではない。天から――つまり、彼等が囲っている塔らしきものの頂点からであった。よく見ると、塔は木材を組み合わせて作られたもののようで、土台の上に乗っており、集団の中の数人で担かつぎ上あげられている。

　一体なんなんだ、とゆっくり頭上を仰あおいだカイトが、見たのは。

「初に目にかかるわね。わたくしはレジーナ。聞く者全てにこの上なく高貴な響ひびきを与えてしまう名をもつ女、レジーナ＝フェルメスよっ!!」

　背後に太陽を控ひかえさせながら、堂々と立つ一人の少女だった。

　鮮あざやかな桃色の長い髪かみを複雑に結ゆい上げており、整った相そう貌ぼうには勝かち気きそうな、翡ひ翠すい色の瞳ひとみが光っている。

「今日、わたくしがここを訪おとずれたのは他でもないわ！　あなたに耳よりの情報をもってきたのよ！　え、わたくし直じき々じきの話など、勿もつ体たいなくて聞くことが出来ない!?　遠慮することはないわっ！」

　誰も何も言っていなかった。

「わたくしが幾いくら類たぐい稀まれなる美び貌ぼうと誰もが羨うらやむ才能、それに選ばれた出自を持つからといって、臆おくすることはないわ。なぜならわたくしは、誰に対しても平等の精神を持つのだからっ！」

「……あのー」

「さあ、お聞きなさい。跪ひざまずくことなどない。目と目を見て言葉を交かわすのよ。何故ならこの世に生まれた命には等しく価値がある。わたくしがわたくしであるからといって、あなたと何ら変わらない一個の人間に過ぎないのだから！」

「あの、すみません」

「だからわたくしはあなたと同じ目線で話を――あら、なにかしら!?」

　髪をさらりと指で流しながら、レジーナと名乗った少女が優ゆう雅がに尋たずね返してくる。

「いや、お話の途と中ちゆうで申し訳ないんですが」

「ええ、構わないわ。なんでも言ってちょうだい！」

「そこに沢たく山さん居られるとご近所の人が道を通れなくなりますし、あんまり大きな声で話されると困るんです。赤ちゃんが居る家とかもあるので」

「…………。そうなの？」

「ええ、まあ」

「…………そうなの」

　レジーナはしばらく何かを思うように俯いていた。

　が、やがて、無言で背中を向けると、塔をゆっくりと降り始める。

「ご近所の迷めい惑わくになってはいけないわね……」

　噛かみ締しめるように呟きながら。

（根はいい子みたいだな……）

　カイトは生温かい気持ちで思った。

「あなた達、邪魔になっているといけないから、帰りなさい」

　地面に降りると、レジーナは指示を飛ばす。すると、集団は揃って頷き、ぞろぞろとどこかへ行ってしまった。

「なんだったんだ、あの人達は……」

　カイトとしては、最初から最後まで意味の分からない存在である。

「お嬢じよう様さま、だからあれほど申し上げたでしょう。意味もなく高いところから登場しても、逆効果に過ぎないと」

　しかし、帰ったのは全員ではなかった。一人だけ残った者がいる。

　銀色の髪を短く切っており、切れ長な目には水色の瞳が宿っていた。端たん整せいな顔立ちは一見すると男性にも思えるが、体付きを見る限りどうやら女性のようだ。

「黙りなさい、クロエ。わたくしのような身分の人間は、どうしても自然と高みを目指してしまうものなのよ」

　レジーナが指差すと、クロエと呼ばれた女性は、手を打った。

「ああ。なんとかと煙けむりは高い所が好きといいますからね」

「そうなの？　なんとかって、なにかしら。絶世の美女とか、かしら」

「そのようなものです。ばがついて、かで終わるもので、二文字ですから」

「ば……か……。バカじゃないのーっ!?」

　ようやく気付いたレジーナが怒いかり猛たけった。

「ええ、そうですが？」

「どうしてそこで開き直れるのよ!?　なんで『なにか問題でも？』みたいな顔できるのよ!?　問題ありありよーっ！」

「お嬢様、石をこれは石だといって怒おこる者はいますか？」

「え？　なによ、突然。いるわけないでしょう」

「つまりはそういうことです」

「…………。つまりはわたくしがバカってことじゃないのーっ！」

　地じ団だん駄だを踏ふむレジーナを、クロエは冷静な顔で、面おも白しろい小動物を見るように観察していた。

「……あのー。そろそろこっちも話をしていいですか？」

　延々とやっていそうだったので、カイトはおずおずと挙手をする。

「ああ、大変申し訳ありません。どうぞご随ずい意いに」

　深々と頭を下げたクロエは、手で促うながしを示した。

「ありがとうございます。で……基本的なことで申し訳ないんですが、あなた方は、どなたですか？」

「だからレジーナよ」

　腕を組み、どういうわけか胸を張るレジーナ。

「いや、レジーナよと言われましても。こっちはあなた方のことを知らないわけでして」

「え……まさかあなた、わたくしのことを知らないの!?」

「はあ。知りません」

「なんてこと……そんな輩やからがまだこの皇都に居ただなんて。信じられないわ」

　額に手を当てると、レジーナは、大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついた。

「気を落とすことはありません、お嬢様。単にお嬢様の知名度が思っていた以上に低かっただけではありませんか」

　クロエが慰なぐさめるように話しかける。

「ええ、そうね、たったそれだけのことよ。全く、大したことは無いわ……いや大したこと無む茶ちや苦く茶ちやあるわよ。どの辺りで安心できるのよ」

「自分の価値を見直すことは大切です」

「答えになってないのよ！」

　両手を振ふり上げて、感情を荒あらげた後、レジーナは再びこちらを見てきた。

「……まあいいわ。無知を責めたところで事の解決にはならない。教えてあげましょう」

　妙みように上からの態度で、口を開く。

「わたくしはね、求索士でありながら、なんとあの――【黄金の羊】を取り仕切る、長おさの娘むすめなのよっ！」

「え……お、黄金の羊!?」

　カイトの反応を見て、レジーナは得意げに鼻を鳴らす。いや、確かに、素す直なおに驚おどろいていた。

「……って、なんだっけ」

　全く知らない名だったからである。

「…………」

「お嬢様、泣いてはいけません」

「な、泣いてないわよっ！」

　クロエからハンカチを渡されたレジーナは、慌あわてて目元を拭ぬぐった。

「ねえ、あなた、ここって【約束の灯火】の拠点なのよね」

「そうですね」

「【約束の灯火】ってエメルタよね」

「ええ、そうです」

「じゃあ、なんで知らないのよっ！　うきーっ！」

　カイトは突然、レジーナに襟えり首くびを掴つかまれ、激しく揺ゆらされた。

「そ、そんなこと言われても、知らないものは知らないと言うしか……」

　がくがくと視界がぶれる中、カイトは困こん惑わくしながら答える。

「【黄金の羊】は、皇都でも一、二を争うほどに大きなエメルタよ。所属している求索士の数も百を超こえるらしいわ」

　その時、後ろから声が聞こえた。

　ようやくレジーナから解放されたカイトが振ふり返かえると、そこには、ラミネが腰こしに手を当てて佇たたずんでいる。騒さわぎを聞いて出て来たのだろう。

「カイト、あなたも求索士なら、それくらい知識として入れておきなさいよ」

　呆あきれ切った様子のラミネに、カイトは頭を掻いた。

「いやあ、ごめん。あんまり興味ないもので」

「無さすぎるわよ。で、【黄金の羊】ともあろうところが、うちみたいな弱小エメルタになにかご用事？」

　ラミネが首を傾げて尋ねると、レジーナは、ふっと笑う。

「……どうやら、ようやく話の分かる者がきたようね。いいこと？　よく聞きなさい。あなた達にとっては滅多にない機会よ」

　カイトの傍を通り過ぎ、ラミネの前に立つと、レジーナは大きく背を反らして声を張り上げた。

「あなた達のエメルタとうちが――共同で、依頼を受けるのよッ！」







第二章…黄金の羊の夜







　皇都より離はなれたところにある、鬱うつ蒼そうと茂しげった森の奥おく深ふかく。

　清せい涼りような水が滾こん々こんと湧わき出でる場所があるという。

　そこは、人々の間で【失なくさずの泉】と呼ばれていた。

「泉の水を飲んだ人間は、たった一つだけ己おのれがもつ物を『失くさずに済むようになる』という伝説があることから、そう呼ばれるようになったようです」

　クロエは語り終えた後、出された紅茶を一口だけ飲んだ。

　カイト達は、立ち話をし続けるのもなんだからと、玄関先から拠点ホーム内ないの居間へと移動していた。

「自分が持つ物を失くさずに済むって、具体的にどういうこと？」

　ティアが机に顎あごをつけて、眠ねむたそうな眼めをしながら質問する。先さき程ほどまで昼ひる寝ねしていたのを、半ば無む理り矢や理りに起こされて事情を説明されたので、まだ完全に覚かく醒せいしていないのだろう。ちなみにサアラやイオナは買い物に出かけ、子ども達は外で遊んでいる。

「色々よ。例えば大切にしている首くび飾かざりを落としても戻もどってくるとか、誰だれかから貰もらった手紙が破れても元通りになるとか」

　レジーナが気品ある仕草で紅茶のカップを傾かたむけた。

「そうですね。戦せん闘とう中に四し肢しが吹ふき飛とんでも再生するとか、竜りゆうに頭を齧かじられても無事だとか」

　クロエが真ま面じ目めな顔で物ぶつ騒そうなことを口にする。

「わたくしが折せつ角かく、日常的なことに譬たとえたというのに、どうしてあなたはわざわざ黒い表現に変えるのかしら」

「申し訳ありません。性しよう分ぶんなもので」

「嫌いやな性分だわ……」

　口元を引きつらせながら、レジーナは嘆なげくように首を振った。

「中々に便利そうな代しろ物ものですが、本当にそんな効果があるんですか？」

　カイトが疑念をぶつけると、レジーナが肩を竦める。

「どうかしらね。依頼を受けて持ち帰ったという求索士トレイズが居たらしいけれど、それほど騒ぎになっていないところを見ると、伝説は伝説に過ぎないのではないかしら」

「それでも求める人はいる、ということね。まあ、気持ちは分からないでもないけど」

　ラミネがため息交じりに、カップの中身をスプーンでかき混ぜた。

「レジーナさんの依い頼らい主ぬしさんは……その失くさずの泉の水が欲ほしいんですか？」

　ナナルが尋ねると、レジーナは軽く頷く。

「そうね。なんでも水を飲んで『若さ』を保ちたいんだそうよ」

　なるほど、とカイトは納なつ得とくした。自分が持つ物を失わないということであれば、年ねん齢れいもまたその一つだろう。

「泉のある森には結構な数の魔ま物ものが棲すみついていてね。たかが水とは言えど手に入れるのは難しいのよ。とは言え、うちみたいな大手にかかればちょっとしたお使いに行く程度の手間で解決するのだけど」

　自信に満ちた口調で述べた後、一転して、レジーナは渋じゆう面めんを作った。

「どうにも依頼主が極度に慎しん重ちような輩やからでね。面めん倒どうな条件をつけてきたわ」

「それが『二つ以上のエメルタが共同で行うこと』というやつですか」

　カイトは先程、レジーナが言っていたことを思い出す。その為ために、彼女はわざわざ【約束の灯火】の拠点までやってきたらしい。

「そうよ。どこかの貴族で大層なお金を持っている癖くせに、無む駄だに使いたくないからって確実に成功できるようにしたいらしいわ」

「ふうん。堅けん実じつな人だねえ」

　ティアは欠伸あくびをしながら、テーブルの上にあったクッキーに手を伸のばした。これはクロエが訪問の際に持ってきたお土産みやげである。

「でも、だからってあなた達みたいな大手エメルタがうちを誘さそいに来るっていうのも少し変ね。自分で言いたくないけど、【黄金の羊】ならもっと他にもっと大きなエメルタを頼たよっても良かったと思うけど」

　ラミネが訝いぶかしがると、レジーナは両手を上げた。

「まさにその通り。最初はうちと同じくらいか少し下くらいのエメルタに声をかけたわ。でも、ダメだったのよ」

「ダメ……ですか？」

　ナナルが小首を傾げるのに、クロエはわずかに顎を引く。

「ええ。全すべてのエメルタに断わられました。どうも、失くさずの泉のある森が最近、妙みようなことになっているようでして」

「ふぉんなふぉと？」

　ぼりぼりと口一いつ杯ぱいにクッキーを頬ほお張ばりながら、ティアが不ふ明めい瞭りような声を上げた。分かりにくいが長年の付き合いのあるカイトが察するに、『妙なこと？』と訊きいたようだ。

「数年ほど前から、森へ行った者が軒のき並なみ、気を失って外で倒たおれているところを発見されたらしいのです。傷自体は大したことがなかったのですが、全員の意識が朦もう朧ろうとしていた上、記き憶おくもはっきりしないとか」

「なんですか、それ。確かに妙ですね」

　カイトは腕うでを組んで唸うなる。

「ええ。先程も申し上げました通り、森には魔物が多く棲みつき、泉に辿たどり着つくのは難しいということはありましたが、今までそのような話は一いつ切さいありませんでした。何か変化が起こったものと私も見ています」

「何にせよ、そのことですっかり他の求索士が怯おびえてしまっていてね。失くさずの泉には近付いてはいけない――なんてことになっていて、誰も依頼を受けてくれなかったのよ」

「ふぉろふぇふぁふぇふぇふぉふぁふふぁ」

　レジーナがクロエの話を引ひき継つぐと、ティアが何事かを口にした。

「……なにかしら？」

「ふぉろふぇふぁふぇふぁふぁふ？」

　リスのように頬ほおを膨ふくらませたティアは、尚なおも解かい釈しやく不能な内容で喋しやべる。

「ちょっと。あなたのところの子でしょ。なんとかしなさいよ」

　さじを投げたレジーナがカイトに全てを委ゆだねてきた。

「『それでうちに来たの？』と言っているようです」

「よく分かるわね……」

「付き合いが長いもので」

「ふえふぁふふぁふふふぉふふぁ！」

　ティアが叫さけんだ。

「なによ？」

「付き合いが長いもので、と言っています」

「同じこと二回言わないでもいいのよ！　無駄な手間かけさせないで！」

「ふぁふぁふふぇふぁ」

「反省してます、だそうです」

「分かったならいいのよ。というかクッキー早く飲み込みなさいよ」

　尤もつともなことをレジーナから指し摘てきされ、ティアは急いで口の中身を嚥えん下かした。

「ぷはっ。美味おいしかった。でも、うちくらいのエメルタは他にもあるよね？　どうしてここだったの？」

「色々と伝つ手てを使って良いところがないかと探していたところ、ある噂うわさを耳にしまして。新設されて間もないエメルタが、あの【焔えん竜りゆう】を退治したと」

「ああ……それですか」

　カイトはクロエの話に複雑な気持ちを抱いた。

「でもあれは倒したというかなんというか。円満に解決しただけなんですが」

「どうやったら、焔竜と円満な解決が出来るのよ」レジーナは眉まゆを顰ひそめる。「まさか話し合いをしたわけではないわよね？」

「話し合いをしたんだよねえ？」

　ティアがナナルに顔を向けた。

「う、うん。焔竜さん、納なつ得とくしてくれたの」

　ナナルがおずおずと頷く。

「……あなた達ねえ、面白くない冗じよう談だんは止よしなさいよ。あの焔竜よ？　火を吐はけば辺り一帯を焦しよ土うどと化し、その羽ばたきは嵐あらしを起こすとすら言われてるのよ？」

「でも、いい竜だったよねえ」

「ええ、まあ、いい竜だったわ」

　納得いかないという顔をしているレジーナに、ティアとラミネは平然と答えた。

「お嬢様、彼等が嘘うそを言っているようには思えません。焔竜はいい竜だったのかもしれませんよ。募金とかしているかもしれません」

「するわけないわよ。わざわざやりにくる姿が想像できないわよ」

　クロエの発想をレジーナはすげなく切って捨てたが、カイトの頭には以前に出会った焔竜――ヴィーが、にこにこしながら募金箱にお金を入れる姿がありありと浮うかんでいた。

「ありえそう……」

「なに馬ば鹿かなこと言ってるの。とにかく――焔竜を退治したエメルタなら、新設であろうと幾いくらか力になってくれそうだからと、このわたくしが足を運んだというわけよ。で、どうなの。協力してくれるのかしら？」

　レジーナから持ちかけられて、場が一いつ瞬しゆん、静まり返る。

（最近、仕事が無かったから、渡わたりに船とはこのことなんだけど……）

　どうにも嫌な予感がする、とカイトは思った。

　失なくさずの泉がある森に関して、情報が少なすぎるから危険だ、ということもある。

　だが何よりも、この時期に、探すこともなく向こうから機会がやってきたということ自体に言い知れぬ不安を覚えるのだ。

　カイトは、ちらりとティアを見た。

【約束の灯火】の長を務める彼かの女じよは、直観力と優れた戦闘能力を持つ有能な人物だ。

　しかし、唯ゆい一いつ――ではないのだが、比較的大きな欠点として、何かと騒そう動どうに巻き込まれやすいという体質があった。

　ティアが関かかわることで、なんでもないと思っていたことが、とんでもないことに発展することが、今までに何度かあったのである。

　直ちよつ近きんでは、それこそレジーナの言った焔竜とのことが挙げられるだろう。あれも最初は子こ鬼おにという何でもない魔ま物ものを退治するだけの依頼だったのだ。

　そういうわけで――もしかしたら、これもそうではないのかという考えが持ち上がってきたのであった。

（一応、止とめておいた方がいいかもしれないな）

　カイトはそう決断して、「あのさ、ティア――」と口を開こうとする。が、

「ちなみに依頼を解決したら、エメルタ一つにつき金貨十枚が支し払はらわれるわよ」

「やりますっ!!」「やるわっ！」

　レジーナから報ほう酬しゆうを提示された瞬しゆん間かん、ティアとラミネが身を乗り出した。

「え、いや、二人とも、ちょっと……」

　考える時間を置いた方がいいのではないか、と意見しようとしたカイトだったが、

「やったわ、ティア、十枚よ、十枚！　しかも金貨！　久しぶりの大仕事よ！」

「美味おいしいものが食べられるね！　豪ごう華かだね！　子ども達たちに玩具おもちやも買ってあげられるね！」

「ベッドのシーツも新調出来るわ！　欲しかった調理用具も買えそう！」

「やった、やった、やったー！」

「ひゃっほーーっ！」

　普ふ段だん冷静なラミネですら、ティアと一いつ緒しよにはしゃぎ出したので、手がつけられなくなった。

「ナナル、ナナルも前から読みたいって言ってた本、買えるよ！　一いつ杯ぱい、沢たく山さん、買えるんだよ！」

　おまけにティアが話しかけると、

「え……い、いいのかな。いいのかなぁ……？」

「いいに決まってるよ、へーいっ！」

「へ……へーい」

　と、ナナルまで嬉うれしそうにティアと手を叩たたき合あっていたので、カイトは呆ぼう然ぜんとする。

　が、

（……まあ、何かあればオレが対処すればいいか）
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　既すでに決まったことのようなので、気持ちを素早く切きり替かえることにした。あんなに喜んでいるティア達を見ることが出来るなら、多少の出来事など何でもないことだと思えたのだ。

「……本当に宜よろしいのですね？　何が起こるか予想は出来ませんよ」

「いいよ、いいよ。なんとかなるなる！」

　クロエが念を押おすように確かく認にんをとったが、ティアは二つ返事で引き受けるのだった。

「素直なのはいいことだと思うけど、予想以上に調子が軽いわね。あなたの仲間」

　レジーナがいささか拍ひよう子し抜ぬけしたようにカイトを見てくる。

「まあ……もう慣れましたよ」

　頬を掻かきながら、カイトは笑った。

「ともあれ、依頼を受けてくれるというのは有あり難がたいわ。なら、今ここから【黄金の羊】と【約束の灯火】は協力関係を結ぶということ。宜しくね、エメルタ長」

　レジーナが立ち上がり、カイトに握あく手しゆを求めてくる。

「いや、長はこっち」

　カイトはティアを見た。

「……え。あなたなの？」

「おうともさ」

　驚いた様子のレジーナに、ティアが胸を張って己おのれを指差す。

「この金きん髪ぱつの子でもなく？」

「ラミネじゃないよ。わたし、ティア＝カインズさ！」

　更さらにずいと身を反らすティア。

「……さっき涎よだれの跡あとがついたまま爆ばく発はつした寝ね癖ぐせの頭で現れ、クッキーを頬張り謎なぞの言語を口にしたあなたが、エメルタ長なの」

「そうなのさっ！」

　何故なぜか誇ほこらしげなティアである。

「…………。あなた達、大だい丈じよう夫ぶ？」

　カイト達に、内容を省いた簡潔な問いかけをしてくるレジーナであった。

「大丈夫ですよ。ティアはティアだから」

　しかしカイトはまるで気にしない。

「そうねえ。ティアはティアだから」

「お姉ちゃんは……お姉ちゃんだもんね」

　ラミネやナナルも一様に頷いた。

「分からない……分からないわ、クロエ。不思議な子達だわ」

　レジーナは、頭痛がするように額へと手を当てる。

「世の中には色々と、第三者からは理解出来ないこともありますから。お嬢様が求索士をやられていることですとか」

「ああ、そうね、全く。数年連続、筆記試験で落ちたわたくしでさえ求索士をやれているのだから、何があったって不思議はないのかしら――おいこら」

「お嬢様、下品な言こと葉ば遣づかいをなさってはいけません」

「そんなことが些さ細さいなことに思える程ほど聞きき逃のがせない言葉だったわよ、今のは！　悪かったわね、どうせ途中から試験官に『え、また来たのこの人。いや、挑ちよう戦せんするのは自由だけどさ。うわー。うわー……』みたいな憐れん憫びんの眼まな差ざしを受けてたわよ！　きー！」

　両手を振り上げ、レジーナはクロエを叩こうとしたが、彼女は俊しゆん敏びんな動きで全てを避よけていた。無表情で。

「落ちたんだ……数年連続。筆記で」

　カイトはなんともいえない気持ちで呟つぶやいた。

　求索士は実技と筆記、二つの試験で合格すれば資格がもらえることになっている。

　実技は霊素マリアスの扱あつかい方かたによって非常に難解なものもあるので、落ちる受験者がいるのはよく聞く話だ。

　しかし筆記は簡単な選せん択たく肢しの中から答えを書くだけなので、ちょっとした専門用語さえ覚えれば、失格する者など、珍めずらしいどころか、ほとんどいないはずだった。

「全然勉強出来なかったって言ってたティアだって、ちゃんと一発で受かったのにねえ」

「うん。適当に書いたら八割当たってた」

　それはそれですごいな、とラミネとティアの会話を聞きながら、カイトは感心する。

「と、とにかく！　宜しく頼たのむわよ、エメルタ長」

「うん。でも、わたしのことはティアって呼んで欲しいな。わたしもレジーナって呼ぶから」

　差し出された手を握にぎり返しながら、ティアはレジーナに笑いかけた。

「そうね。分かったわ、ティア。じゃあ、そうね……せっかく共同で依い頼らいに当たるのだから、交流を深めましょうか。明日の夜は空いてる？」

「空いてるけど、どうして？」

　ラミネが目を瞬しばたたかせると、レジーナは髪を掻き上げる。

「うちの拠点で依頼達成を願って祝会をするのよ。良かったら参加しないかしら？　それなりのものは振ふる舞まうわよ」

「え、いいの!?　あ、でも、うち、子どもがいるんだよね。ダメかも」

　一いつ瞬しゆん、喜びを見せたものの、ティアはすぐに申し訳なさそうな顔をした。

「子ども？　ああ、そういえば、さっきいたわね。でも、どうして拠点に子どもがいるのよ。あなた達の子ってわけでもないわよね」

「ちょっと事情があってね。うちで引き取って一緒に暮らしてるんだ」

　簡単に説明したカイトに、レジーナは「そうなの……」と短く呟いてから黙だまり込んだ。

「……ま、いいわ。その子達も連れてきなさい。遅おそくなりそうなら泊とまっていけばいいわ。部屋は沢山あるから」

「え……いいんですか……？　あの、やんちゃな子もいるので、迷めい惑わくかけるかもしれませんが……」

　おずおずと断わりを入れたナナルに、レジーナは微笑ほほえみかける。

「別に構わないわよ。わたくしはそれくらいでどうこう言うような狭きよう量りような女ではないわ」

「そうですね。子ども達だけを置いていくわけにもいかないでしょう。どうぞご一緒においで下さい」

　クロエも同意したので、ナナルは顔を輝かがやかせた。

「それじゃあ、お言葉に甘あまえてお邪じや魔ましましょうか。ありがとうね、レジーナ」

　ラミネが口元を緩ゆるめるのに、ティアも飛び上がり、全身で嬉しさを表現する。

「よっしゃー！　食べるぞーっ！」

　思ってもみない出来事の連続に、【約束の灯ともし火び】の面々は盛り上がるのだった。




　レジーナに指定された場所は、皇都の中心部近く、皇こう宮きゆうの東側に位置するところにあった。

　周囲には大きな家屋が建ち並び、見るからに高級そうな衣服を身に纏まとった住民達が行き交かっている。

　だが、中でも一ひと際きわ目立つのが、他を圧あつ倒とうするかのような規模を持つ建物である。

　広い庭には職人によって様々な形に表現された植木や、細さい緻ちな装そう飾しよくの施ほどこされた噴ふん水すいが設置されていた。

　その奥おくには石造りの立派な屋や敷しきが存在し、貴族の住居と言われてもなんら違い和わ感かんはないように思える。

「へー。これは見事なものだな……」

　カイトは豪ごう奢しやな造りを見上げながら、感かん嘆たんの息をもらした。

「お金って、あるところにはあるのねえ」

　ラミネも驚いたように、猫ねこを思わせる耳を小刻みに動かしている。

「ねー。今日はここでごはん食べるの？」

　ミミがカイトを見上げて訊いてきた。

「そうだよ。沢山あるらしいから、お腹なかいっぱい食べていいんだよ」

「ほんとに!?　ミミ、いっぱいたべる！　つめるだけつめる！」「ネネも、ネネも！」

　横に居たネネが姉と一緒に無む邪じや気きに喜んだ。

「それにしても、本当に僕ぼく達たちもいいんでしょうか。元々はカイト兄さん達の依頼で招待されたのに」

「いいんだよー。レジーナがいいって言ったんだから」

　恐きよう縮しゆくするような態度のイオナにティアが手を振った。

「相手が了りよう承しようしたのであれば遠えん慮りよはいらないでしょう。素直に楽しめば良いのではないかと」

　サアラが冷静に述べる。が、その顔には期待が見みえ隠かくれしているように、カイトには思えた。彼女もご馳ち走そうが待っているとなると、さすがにいつものようにはいかないらしい。

「皆みんな、お行ぎよう儀ぎ良くして、レジーナさん達のご迷惑にならないようにね……？」

　ナナルが子ども達にやんわりと注意した。

「おう、分かってるって！　よっしゃあ、今日のおれは、限界を超えるぜえええ！」

　気合を入れたリキが、己の感情を表すように、無む闇やみやたらと動き回る。

「全然分かってないわね、あなた……だろうと思ったけど」

　ラミネがため息交じりにぼやいたところで、門が開いた。中からレジーナとクロエが現れる。

「来たわね。この子達が、あなた達が世話している子ども全員？」

「ええ、そうよ。ほら、みんな、挨あい拶さつして」

　ラミネに促うながされ、まず、サアラとイオナが、続けてミミ達が頭を下げた。

「よろしくごちそうお願いします！　ミミはおいしいパンがたべたい！」

「よろしくおれはお肉がいいです!!」

「ネネはよろしくケーキ……」

　さりげなく挨拶に願望を混ぜるミミ達を、ラミネが「こら！」と叱しかる。

「自分の気持ちに正直なのは良いことよ。……でも、せっかくの祝祭にその格好はいただけないわね」

　カイト達の様子を一人、一人と見ていたレジーナがクロエへと顔を向けた。

「クロエ。用意してあげて」

「承知致いたしました」

　一礼したクロエは、先に屋や敷しきへと戻って行く。

「ん？　なにしにいったの？」

　ティアがきょとんとしていると、レジーナは口角を上げた。

「任せておきなさい。とびきりのお洒落しやれをさせてあげるわ」

　それからしばらく――。

　カイト達は、【黄金の羊】の拠点の中にある、ある一室へと案内された。

　そこは屋敷で今回のような祝いごとがある時に使われるところとのことで、なるほど、相当に広々としている。

　室内に居たのは、いずれもカイト達の拠点を訪おとずれた時に居た者達である。レジーナの説明によると、彼かれ等らはいずれも【黄金の羊】に所属する求索士であるとのことだった。

「皆！　彼等が今回の依頼で協力してくれることになった【約束の灯火】の求索士よ。ティア、カイト、ラミネ、ナナル。人数はうちより少ないけど、あの焔竜を退治したそうだから、実力は相当なものよ。他にも小さい子達がいるけど、カイト達が世話している子どもだそうよ。宜しくしてあげてね」

　レジーナが、こちらのことを紹しよう介かいしてくれる。すると求索士達は手を止め、それぞれが声をかけてきた。言葉は様々だが、いずれも好意的なものばかりだ。

「ところで、レジーナのお父さん……【黄金の羊】の長おさは？」

　カイトがふと思って尋たずねると、レジーナは「ああ」と肩かたを竦すくめた。

「お父様はお忙いそがしい方だから。それに生しよう涯がい現げん役えきを掲かかげていてね。長だというのに、しょっちゅう依頼で大陸中を飛び回っているわ」

　それはすごい、とカイトは唸る。これだけ大手のエメルタを取り仕切る者であれば、滅めつ多たなことでもない限りは、どっしりと構えて机仕事だけをしていそうな印象があった。

「さ、カイト達も子ども達も楽しみなさい。食事は無くなったら追加するから、遠慮なく食べていいのよ」

　レジーナの言う通り、シャンデリアによって眩まばゆく照らされた室内には、大きなテーブルが幾いくつも置かれ、様々な料理が並んでいた。

「ひやあああああ！　すごいねえええええ！」

　ティアがこの上なく、見たことも無いくらいに、瞳ひとみを輝かせる。

「ミミ、おなかへった。たくさんへった。これ、食べていいの!?」

　ミミが期待満面といった様子で、傍そばに居たレジーナに尋ねた。

「ええ、いいわよ。子どもが遠慮するものではないわ」

「レジーナ、すごい！　じゃあ、これ、全部、ミミのだ！」

「いや、それは違ちがうわよ。どうしてそういう発想になるのよ」

「ミミのだー！」「ネネもー！」

「ちょっと!?　聞きなさいよ!?」

　レジーナの呼びかけも虚むなしく、ミミとネネは、己の中に浮かんだ嬉しさを抑おさえ切れないように、兎うさぎのようにその場で跳はねるのだった。

「ところでさぁ、これ、ずっと着てなきゃいけねえの？　動きにくいよ」

　リキがむずかるように訴うつたえてくる。彼の服装は、いつもとは違い、子ども用の礼服に包まれていた。ぴったりとした規格なので、自由が利きかないのは確かだろう。

　また、リキだけでなく、他の皆もそれぞれが煌きらびやかな衣服に身を包まれていた。いずれも、レジーナが先程用意してくれたものだ。かくいうカイトも、慣れない格好に微び妙みような息苦しさを感じていた。

「せっかくレジーナが貸してくれたんだから、文句言わないの。いいじゃない、格好良いわよ」

　ラミネから頭を軽く何度か叩かれたが、リキは不服そうな顔で服の裾すそを引っ張る。

「そうだよ、皆、素す敵てきだよ！」

　カイトは力ちから一いつ杯ぱいに叫んだ。あまりに大きな声量だった為か、会場に居た全員が振り返ってくる。

「こんなところ滅多に来れないから、全員の晴れ姿を目にすることが出来て、オレは今、猛もう烈れつに感動している……！　一生の宝物だよ！　これだけで依頼を受けて良かったと心底から思った！　ありがとう、ありがとう、レジーナっ！　君と出会えて本当に良かった！」

　近くに居たレジーナの手を握り、思い切りぶんぶんと振った。

「そ、そう、それは何よりだわ……。でも、なにか、予想をはるかに超えた反応で若じやつ干かんならずとも、わたくし、身を引いている感じなのだけども。あなた、もっとなんていうか、こう、落ち着いている感じではなかったかしら？」

　何故なぜかレジーナはぎこちない笑え顔がおで、ティア達を振り返った。

「お兄ちゃん、子ども達のことになると、ちょっと興奮しちゃうから……ごめんなさい」

　ナナルが困ったように頬を掻く。

「ちょっと……ちょっとかしら……完全に何か大切なものを振り切っているような気がしないでもないのだけど……」

「否定できないわねえ」

　ラミネがうんうんと、深く同意するように頷うなずいた。

「カイトは子ども達が大好きで、大好き過ぎてたまにおかしくなっちゃうんだよねえ」

　なにか物を食べる音をさせながら、ティアがしみじみと述べる。見ると、彼女は手に大きな皿を持って、山のように料理を積んでいた。

「って、はや!?　この子、もう食べてる!?　いつの間に!?」

　カイトの手を離したレジーナが飛び上がる。

「さっき。片かたっ端ぱしからお皿に載のせて食べてたら、レジーナの部下のおじさん達が『食べっぷりが良いねえ』ってどんどんくれてねえ」

　至福の表情で、鹿しか肉にくの果実ソースがけを味わうティア。カイトが振ふり向むくと、こちらを見ていた求索士の人達が、親指を立てていた。

「それは良いけど、ティア、あなた、お肉ばっかり食べてるじゃない。ダメよ、野菜もとらないと。栄養が偏かたよるでしょ」

　ラミネが注意すると、ティアは「えー？」と納得いかないように頬を膨らませる。

「いいじゃない。こんな時くらい、好きなもの食べたって」

「こんな時だからこそ、ちゃんとしなきゃいけないの。ほら、あそこに野菜の酢す漬づけとか、魚のソテーとかあるから、そっちも食べなさい」

「分かった、分かった。後、二、三回お肉食べてからね」

「その量を二、三回も続けたらお腹いっぱいになるでしょうが！」

「いいや、ならないね！　なぜなら――食欲旺おう盛せいだからさっ！」

　無駄に自信たっぷりな様子で、フォークに刺さした燻くん製せい肉を掲げるティア。

「まったく根こん拠きよのない言葉だけどティアが言うと絶大な説得力を発揮するな……」

　カイトはしみじみとした感想を抱いだいた。

「というわけで、次の料理に突とつ撃げきだ！　子ども達、ついておいでー！」

　あっという間に空になってしまった皿を手に、ティアは料理の並んだテーブルへと突つっ走ぱしっていく。

　リキ、ミミ、ネネもまた『おーっ！』と声を揃そろえてティアに続いた。

「あ、こら！　お行儀よくしなさいって言ったでしょうが！　待ちなさいーっ！」

　その後を、ラミネが急いで追いかけていく。

「さて、ではワタシ達も行きましょう、イオナ。こういった立食形式の祝会では、料理の選せん択たくと配分を考えなければ満足のいく結果を得られないでしょう。失敗をして夜、眠れぬほどに後こう悔かいをしたくなければ、ワタシについてきて下さい」

「あ、う、うん。宜しくね。難しいものなんだね……」

　サアラとイオナもまた、一緒に向かった。

「お兄ちゃん、わたし達も行こう？」

　ナナルがこちらを窺うかがってきたので、カイトは笑いかける。

「うん。オレはもう少ししてからにするよ。先に行っておいで。あそこにパイがあるよ」

「そう……？　分かった。パイ……パイ美味おいしそうだね……パイ……」

　心惹ひかれたのか同じ単語を繰くり返かえしながら、ナナルはいそいそと目的の料理があるところへと歩いていく。

「随ずい分ぶんと大所帯ねえ。子ども達は求索士候補で育てているというわけではないのよね？」

　遠くの方ではしゃぐティア達を見ながら、レジーナが口を開いた。

「そうだね。特にそのつもりはないよ。彼等が望むなら話は別だけど、今のところ、求索士はオレとティア、ラミネ、ナナルの四人だけかな」

「ふうん。変わったエメルタなのね。まあ、世の中には色々とあるものだから、別にいいけど」

　無用な詮せん索さくはしない性質なのか、あるいは興味が無いだけなのか、レジーナはあっさりと話題を打ち切る。

「しかし、さっきの話に戻るけど。お父さんが忙しいと、レジーナも寂さびしいね。滅多に会えないんだろう？」

「その程度、別に大したことではないわ。寧むしろ、それほどまでに皆に頼られる皇都一の求索士を父に持って、誇りに思うくらいよ」

「ふうん。偉えらいんだな」

「当然のことよ。いつまでも親に甘あまえているような子どもではないもの」

　さらり、と髪かみを指で梳すいて流すレジーナ。が、

「そうですね。お嬢じよう様さまはもう大人です。たまに部屋で御お父ちち上うえの肖しよう像ぞう画がを眺ながめて『今度はいつ帰ってくるのかしら……明日かしら明後日かしら。一カ月後だったら待てないわ』などと話しかけてみたり、朝、ベッドの枕まくらが何故か涙なみだを流したように濡ぬれていたり、夜中に突とつ然ぜん『お父様のバカーッ！　ハゲ！　旅先で財さい布ふを落としてすごすご戻ってくればいいのよ！　ついでに犬のうんことか踏ふめばいいわ！』などといわれのない悪口と呪じゆ詛そを叫ぶくらい癇かん癪しやくを起こしてみたり、その程度で済んでいますから」

　クロエは何もかもをぶち壊こわしにした。

「なっ、なんでそのことをあなたが知ってるのよ!?　さては覗のぞいたわね!?」

「いえ、想像です」

「克こく明めい過ぎるのよ！　ど、どこ、どこから見ていたの!?　扉とびらも窓も確認したのに！」

「お嬢様、人間、忍しのび込こもうとすればどこにでも忍び込めます」

「淡たん々たんとなに恐こわいこと語ってるのよ!?　まさか、隠かくし通路でも造ったとかじゃないでしょうね!?」

「…………」

「なぜ黙るのーっ!?」

　服の裾を掴つかんで、レジーナから追つい及きゆうされたものの、クロエは明後日の方向を見ているだけだった。

「カイトー、食べないの？　美味しいよ」

　と、そこで、ティアが、大きな七面鳥の丸焼きを咥くわえながらやってくる。

「いや、食べるよ。というか、ティア、それ、どう見てもひとり分じゃないんだけど……」

「大丈夫。全部食べられるから」

「いや、全部食べられることが全く大丈夫ではないんだけど」

　カイトの突っ込みにも、ティアは意味が分からないのか、目を瞬かせるばかりであった。

「かいと、かいと、甘いのあるよ。甘いの食べて」

　不意に服の裾を引かれ、視線を向けると、ネネがお皿に載せたケーキを差し出してきていた。口の周りが、ジャムやソースでべとべとになっている。

「ありがとう。もらうよ」

　微笑みながら、カイトは皿を受け取りつつ、取り出したハンカチでネネの口元を拭ふいた。

「あ、カイト、こっちも美味うまいぞ！　なんか芋いもをなんかして、揚あげて、バターかけたやつだって！」

　すると、リキもやってきて、料理を手て渡わたしてきた。

「カイトー、こっちもいいよ。ミミのあげる。おにくのお団だん子ご！」

　更にミミも同じように皿を出してくると、

「カイト兄、こちらも中々に良い味です。さっきから見ていると全く食べていませんね。損をしますよ」

「カイト兄さん、見たことない料理だけど、こっちも美味おいしいですよ」

「ほら、カイト、ちゃんと食べなさい。そうしないと、ティアに全部食べられちゃうわよ」

「お兄ちゃん……パイ、いいよ……どうぞ」

　サアラ、イオナ、ラミネ、ナナルが続いてどんどんと持ってくる。

「う、うん、分かった。でも皆、オレのことはいいから自分の分を食べなきゃ」

　慌あわてて全部をどうにか受け取りながらカイトが気き遣づかうと、ティアが満面の笑えみを作った。

「わたし達がいくら食べても、カイトも一緒にじゃなきゃ美味しくないの！　そうでしょ、皆」

　振り返って同意を求めたティアに、全員が首を縦に振る。

「ね？　だから、はい、どうぞ！」

　片手に持っていたサンドイッチを差し出しながら、ティアが勧すすめてきた。

「……そっか。うん、ありがとう」

　じわりと心に温かなものが流れ込んでくるのを感じる。

　カイトは、「よし、いただきます！」と皆と共に、料理にありつくのだった。

「レジーナさん、ごはんおいしいよ。誘さそってくれて、ありがとう！」

　ミミが笑顔で礼を述べると、レジーナは「あら」と微笑んだ。

「気にしないでいいわ。これくらいはなんでもないことよ」

「でもね、ミミね、こんなの食べたことないの」「ネネもネネも！」

　双ふた子ごが嬉しそうに料理を頬ほお張ばっていると、リキが骨付き肉に齧かぶりついて「だよな！」と同意した。

「いつものラミネ姉ちゃんのメシもいいけど、ここのも最高だ！」

「満足できたのなら良かったわ。デザートもあるからあまり食べ過ぎてはダメよ」

「え、そうなの!?　今日は夢のような日だな！」

　リキがやんちゃそうな顔を輝かせると、ミミがそっとレジーナの服の裾を握った。

「ん、どうしたのかしら？」

　腰を屈かがめて尋ねるレジーナに、ミミは少し頬ほおを染めてから囁ささやく。

「えへへ。レジーナさん、ミミ、好き」

「え……」

「ネネも、ネネも好きー！」

　双子から純じゆん粋すい無む垢くな笑顔と共に告げられて、レジーナは「うっ」と呻うめいてから、突然、胸を押さえて後ろに下がった。

「な、なんなの、この感覚は……なんだか、キュンとするじゃないの、この子達！」

「お嬢様、それはときめきと呼ばれるものです」

　レジーナの背後から、クロエが的確に解説する。

「ときめき……そう、これが……。……ティア達がこの子達を育てている理由が、少し分かった気がするわ」

「だろう!?　そう思うだろう、君も！」

　同志が一人増えた想おもいで、カイトはレジーナの肩に手を置いた。

「確かに子どもと一緒にいると大変なことも沢たく山さんある。だけどほんの一瞬、彼等が見せてくれる笑顔に比べればそんなもの、塵ちり芥あくた程ほどの大きさにも感じないんだ。素す晴ばらしいんだ。宝なんだよ！　後ね、笑顔以外にも色々と良いことはあって――」

「カイト、向こうにあるお肉の料理が美味しそうだよ、一緒にいこー」

　弁べん舌ぜつを振るっていたカイトだったが、ティアに襟えり首くびを掴まれて、強制的に連れていかれる。

「あー！　あー、待って、ティア、まだ！　まだレジーナに子ども達の魅み力りよくを伝えきれてないーっ！」

　カイトの絶ぜつ叫きようが、広い室内に、余すところなく響ひびいていった。

　やがて――ご馳走を堪たん能のうしたカイト達は、クロエに浴場へと案内される。

　拠点内ないに風ふ呂ろ場ばがあること自体にも驚おどろいたが、その広さは目を瞠みはるほどで、浴よく槽そうになみなみと張られた湯に浸つかって疲つかれをとった。

　その後、宿しゆく泊はく用に与あたえられた寝しん室しつに通され、ふかふかのベッドに寝ね転ころんだ子ども達は、あっという間に眠ねむってしまう。

　その、幸せそうな表情に癒いやされていたカイトだったが、ふと寝ねる前に夜風に当たりたくなって、部屋を出た。

　当てもなく歩いていると、バルコニーがあったので、扉を押おし開ひらく。
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　気温はまだそれほど高くはないものの、風は暖かく、春を過ぎて初夏が近付いていることを肌はだで感じた。

「眠れませんか？」

　不意に後ろから声をかけられ、振り返る。クロエが立っていた。

「ああ、いや、お風ふ呂ろで温まり過ぎたのか、体が火ほ照てったもので。少し冷まそうかと」

「そうですか。何かお飲物でもご用意しましょうか」

「いえ、お気遣いなく」

　首を横に振ると、クロエは「かしこまりました」と答えた後で、黙り込んだ。

　てっきり立ち去ると思っていたカイトは、ずっと佇たたずんだままのクロエを訝いぶかしがる。

「……少しお話ししても宜しいですか？」

　すると、そう切り出されたので、カイトはなんだろうと思いつつも頷いた。

　クロエは隣となりに移動してくると、拠点から見える景色をじっと眺ながめる。

「カイト様は、ティア様達とは、どのような御ご縁えんでお会いになったのですか？」

　不意に彼女の口から出た問いかけに、カイトは目を瞬かせた。が、本題の前の軽い雑談であると察し、素す直なおに答える。

「実はオレ、親を小さい頃ころに失って、児童養護院で育ちまして。そこで」

「……そうでしたか。不ぶ躾しつけなことをお聞きしました。ご容よう赦しやください」

「構いませんよ。そのことについて、特にどうこうあるわけではないですから」

　色々とあったが、全すべてが今に繋つながっていることを思うと、些細なことであるようにすら思える。

「先さき程ほどの祝会の御ご様よう子すを見ていますと、皆みな様さま、本当の家族のように仲がよろしくて微笑ましく思いました」

「そう言ってもらえると嬉しいです。ありがとうございます。……クロエさんは、レジーナさんとはどのようなご関係なんですか？　世話係と言っていましたが」

　その割には、やけに打ち解け合っているというか、主従というよりは姉と妹のような関係に思える。

「私は以前、別のエメルタに所属していたのですが、こちらの長――ボルドー様にうちに来ないかとお誘いを受けまして。その後、お嬢様の護衛役兼けん世話係として働くようになりました」

「へえ……じゃあ、かなり腕うでが立つんですね」

　大手エメルタともなると、所属を希望することすら困難になっている昨今。わざわざ呼びかけを受けるとは、相当に有能な求索士である証しよう拠こだ。

「正直なところ、買かい被かぶりの面もあるとは思うのですが」クロエはわずかに吐と息いきをついた。「ともあれ、そういった経けい緯いでレジーナお嬢様には、三年前からお傍に仕えさせて頂いています」

「なるほど。しかし、クロエさんとレジーナさんの方こそ、すごく親しい間あいだ柄がらのような気もしますが」

「そうでしょうか。まあ、先程の祝会でも申しました通り、お嬢様の御父上はお忙しい方ですから。母上様を早くに御ご病びよう気きで亡なくされたお嬢様にとって、私が一番近くに居た存在なのでしょう」

「だから、懐なついている、と？」

「ええ、懐かれていますね」

　大おお真ま面じ目めな顔でクロエが返してきたので、カイトはつい、吹ふき出してしまった。それを見た彼かの女じよもまた、ほんのわずかに笑みを浮うかべる。

「……共同で依頼を受けると聞いた時は、少し心配をしていたのですが。カイト様達が信用のおける方々で安心致しました」

「いえ、とんでもない。こちらこそ、【黄金の羊】みたいな大きいところと仕事が出来て心強いですよ。クロエさんもそうですけど、レジーナも求索士の経験はある程度積んでいるんですか？」

　あの自信家なところから見ると、そうに違いないと踏んで投げかけた問いだった。

「……。いえ、それが、そういうわけでもないのです」

　しかし、意に反してクロエは首を横に振る。

「実は、お嬢様にとって今回の依頼が求索士になって初めての仕事なのです」

「え……そうなんですか!?」

「はい。昼間も申しましたが、お嬢様は筆記試験で連続して落ちているもので。最近になってようやく求索士になられたのです」

　そういえば、そんなことを言っていた。どれだけ落ち続けたのだろうか。

「加えて、失くさずの泉に関しての依頼は、御父上であるボルドー様が多た忙ぼうの為ために受けられず、お嬢様が代わりにこなすよう言いつけられたものでもあります」

「はあ。それは、大変ですね」

「ええ、とても大変です。お嬢様も重責であると認にん識しきされており、この依頼は、自分が次の長を担になう器うつわかどうかを試ためすため、御父上から課せられた試練であると仰おつしやっています」

「そんなことを、ボルドーさんが言っていたんですか？」

「いいえ、全く」

　クロエは即そく座ざに否定した。

「……レジーナが思っているだけなんですか？」

「恐おそらくは。ただ、その可能性がないとは言えません。その為、私も安易に違うとは申せません。よって、お嬢様は並々ならぬ決心で依頼に臨のぞもうとされているようです」

「……変に気負い過ぎて失敗とかしないといいんですが」

「する気がします。切に」

　ですよね、と、危あやうく賛成しそうになった。短い間だが、レジーナの振る舞いを観察していると、残念ながらそう思わざるを得ない。

「ただ、私が申しましてもあの通り、我がの強い方ですからお聞きにはならないでしょう」

　クロエはこちらの方を振り向くと、深々と頭を下げてきた。

「ですから、申し訳ありませんが、カイト様達たちから、何かあった際、お嬢様に助言願いたいのです。外部の、それも先せん輩ぱいからの言葉であれば、お嬢様もある程度は受け入れるかもしれません」

「……分かりました。でも、オレ達に出来るでしょうか」

「恐らくは。カイト様達のエメルタを見ていると、そう思えました」

「オレ達のエメルタを？　どういう意味です？」

　カイトは首を傾かしげたが、クロエは微笑むばかりで、何も答えてくれない。

「エメルタとは、集団的な組織とは何か――お嬢様も、今回の依頼を通して知って頂けると良いのですが」

　視線を暗くら闇やみへと向けて、クロエが呟く。

　よく分からないまま、カイトもまた夜空を仰あおいだ。

　点々と散らばる星が、世界の道みち標しるべであるように、瞬またたいていた。







第三章…お嬢様、初めての冒険







　祝会から二日後、出発の朝がやってきた。

　旅立ちの前、拠点ホームの前では、【約束の灯火】の子ども達が見送りに勢ぞろいしている。

「じゃあ、少しだけ皇都を離はなれるからね。依い頼らいが予定通りに終わらない可能性もあるから、帰る日は多目に見積もっておいて。後、戸と締じまりと火の元だけは気を付けてね。知らない人が来たら家にあげない。できる？」

　ラミネが膝ひざを曲げて、リキ、ミミ、ネネの年少組に確かく認にんした。眠そうな顔をしたまま、三人とも、『はぁい』と気の抜ぬけた返事をする。

「二人とも……リキ達のこと、お願いね」

　ナナルがサアラとイオナに呼びかけた。さすがに彼等はもう完全に目が覚めている。

「任せて下さい。ティア姉達がいない間、子ども達は私とイオナが世話します」

　サアラが堂々とした態度で頷うなずけば、

「はい。何があっても守りますので」

　隣のイオナがカイトに対して、力強い眼まな差ざしを送ってきた。瞳の奥に見える固い決意に、カイトは口元を緩ませる。

「その代わり、旅先で面おも白しろそうな本を見つけたらまたお土産みやげに買ってきて下さい」

　と、そこでちゃっかりとサアラが頼たのみ込むと、

「あ、おれは盾たて！　前に剣けんもらったから、今度は盾がいい！」

「ミミはね、ミミはね、パイとね、クッキーとね！」「ネネはぬいぐるみ！」

　リキ達が、先ほどの眠ねむ気けはどこへやらといった感じですかさず乗ってきた。

「はいはい。あたし達が旅をしている間、良い子にしてたらね」

　ラミネが返すと、リキが胸を反らした。

「じゃあおれは平気だな！　かんぜんむけつだしな！」

「ミミも！　ミミもかんけつむじり！」「ネネもしり！」

　双子もかなり適当に続く。

「三人とも、意味分かって言ってるんでしょうね……」

　ラミネが疑わしそうに独りごちた。カイトも同意するところだ。ミミもそうだがネネに至っては原形すら残っていない。

「あはは、分かった、ちゃんと買ってくるよ。イオナは何がいい？」

　ティアが尋たずねると、イオナは「え？」と驚いたように目を丸くした。

「僕ぼくですか？　いいですよ。悪いですから」

「遠慮しなくていいよ。一人増えるのも変わらないから」

　カイトは気を遣つかわないように伝えたが、イオナの応対は変わらない。

「いや、でも、お土産なんて。普ふ段だんから色々とお世話になってるのに……」

「そんなの、家族だから当たり前だよ。ほらほら、言っちゃえ言っちゃえ」

　ティアがイオナの胸をぽんぽんと叩たたきながら促うながした。すると、ようやく彼は照れくさそうに零こぼす。

「えっと……じゃあ、何か書く物が欲ほしいです。実は、サアラに誘さそわれて、今度、日曜学校に行こうかと思っているので。授業の内容を写したいんです」

「お安い御ご用ようよ。とびきり良い物を買ってきてあげるから」

　ラミネがイオナに向かって片目を瞑つぶった。

「いやしかし、真ま面じ目めだねえ、イオナは。わたし、お土産っていうと食べる物か遊ぶ物しか思おもい浮うかばないよ。見習おうかな」

　腕を組み、ティアが感じ入ったように頷く。すると、珍めずらしいこともあるものだという顔で、ラミネが問いかけた。







[image: ]







「じゃあ、今度街に行ったらティアにお土産買ってきてあげるわ。何がいい？」

「お肉っ！」

「全然見習ってないじゃないか」

　半ば予想出来たことだが、とカイトは突っ込んだ。

「お肉を食べると頭に良いんだよ。だから見習ってるよ」

「誰だれから聞いた情報なの、それ」

「わたしの頭の中」

「とんだ捏ねつ造ぞうだった……」

　朝から全身の力が抜けそうになるカイトだった。

「さて、それじゃあ、レジーナ達との集合までもうそろそろだから、行くわね」

　ラミネは子ども達を見回し、

「今日はばたばたしていてお祈いのりが出来なかったから、今ここでしましょう」

　手を組み、目を閉じた。カイトや、子ども達もまたそれに倣ならう。

「今日もまたイシア様の御ご加か護ごがありますように。――全てに導きをイアン・フアーレ」

『全てに導きをイアン・フアーレ』

　朝の静けさの中、エメルタの面々の声が厳おごそかに響いた。

「それじゃ、いってくるよ。ばいばーい！」

　ティアが大きく手を振ると、子ども達が口々に見送りの言葉を叫さけんだ。

「カイト、あなたまた、前みたいに子ども達の心配するんじゃないでしょうね？」

　歩きながら拠点を振り返り、様子を見ていたカイトに、ラミネがからかい気味に話しかけてくる。

「いや、今回はしないよ。その必要もないからね」

「へえ。珍しいわね。毎回、一度は騒さわぐのに」

「……今は頼たよりがいのある子が一人増えたからね。なんの不安もないさ」

　イオナの顔を思い浮かべながら、カイトは心からの言葉を述べた。

　そのまま、カイト達は待ち合わせに指定された場所でレジーナ達と合流。

　彼女の部下達は先行して事前調査をするということで既すでに現場へ向かっており、六人で目的地を目指して皇都を出た。

　失なくさずの泉がある森は、南に向けて乗合馬車で二日、そこから徒歩で一日ほど行ったところにある。

　クロエが予あらかじめ予約を入れておいてくれたおかげで、空いている馬車を探すことなく無事に乗り込むことが出来た。

「レジーナ、この前はご馳ち走そう様さま！　豪ごう華かなご飯、堪たん能のうしちゃった」

　小刻みに揺ゆれる車内、レジーナと向かい合う形で座すわったカイト達の内、ティアが顔を綻ほころばせる。

「いえ、いいのよ。ま、わたくしにとってはいつも通りの食事だったけど」

　レジーナは上品な笑みを浮かべた。

「そうですね。いつも通り、食べ過ぎて苦しくて中々眠れずに唸うなっていたようでしたが」

　しかし、クロエから冷静に指し摘てきされて「うぐっ」と言葉に詰つまる。

「いちいち細かいことを気にしないでいいのよ、あなたは」

「性しよう分ぶんなもので」

「嫌いやな性分だわ……」

　レジーナが半眼で睨にらみつけるが、クロエはどこ吹く風かぜで窓の外を眺めていた。

「ところで、今の内に訊きいておきたいんだけど、レジーナ達は『何の』求索士トレイズなの？」

　ラミネが猫ねこ耳みみをわずかに動かしながら問いかける。

「何のって……ああ、求索士の分類のことね」

　一いつ瞬しゆん、虚きよを突かれたような表情をしたが、レジーナはすぐに意味を把は握あくしたようだ。

　求索士は、体内に宿している霊素マリアスの量とその扱あつかい方かたによって、幾つかの役割が存在しているのである。

「ちなみにオレは、【武法者ヴアレスト】なんだ」

　カイトは胸に手を当てた。身体能力の向上を主とし、近接戦せん闘とうを得意とする道だ。

「あたしは【巫術者メデイウム】ね」

　ラミネは自身が手にもった杖つえをレジーナやクロエに見せた。彼女は『巫術メデイア』と呼ばれる技法によって、霊素を火や水などの自然現象に変へん換かんさせることが出来る。

「わたしは、えと、【治癒者セピアナ】……です」

　ナナルが遠えん慮りよがちに述べた。人体に生じた傷や病やまいを癒いやすことが可能な術を行使する、戦闘に際しては要かなめとも呼べる立場である。

「でね、わたしは――来て、アウロっ！」

　ティアが不意に呼び声を上げると、虚こ空くうに粒りゆう子しが集結した。それは瞬またたく間まに形を成し、黄金の色を宿した、ずんぐりむっくりな鳥となる。

「ほう……【異界契約者レテイア・ラクター】ですか」

　クロエが、羽ばたき、ティアの頭の上に乗ったアウロを見て、感心したような声を出した。

　無理もない。霊素を餌えさとする代わりに人間と契けい約やくする【幻げん獣じゆう】を使し役えきする異界契約者は、滅めつ多たになることが出来る者がいない分野なのである。

「ナナル様の年ねん齢れいにして治癒者というのも驚きですが、更さらに異界契約者となると、相当なものですね。さすが焔えん竜りゆうを退治したエメルタです」

　いやだから倒たおしたわけではないのだが、とカイトは指摘しようとしたが、やめることにした。長い話になってしまう上、信じてもらうのも大変そうだ。

「私はカイト様と同じ武法者です。以後、宜よろしくお願いします」

　狭せまい車内で、クロエが深く頭を下げた。腰こしに下げている剣を見た時からなんとなくそうではないかとカイトも踏んでいたのだが、どうやら当たりだったらしい。

「確かに、中々にやるわね。これなら今回の依い頼らいも上手うまくやれそうだわ」

　レジーナは満足そうに頷いて、「だけど、偶ぐう然ぜんもあるものね」と意味ありげに続けた。

「偶然って？」

　ティアが首を傾げて、

「いえね、実はわたくしも――」

　とレジーナが答えようとした時だった。

　突然、馬の激しい嘶いななきと共に、馬車が大きく揺らぐ。

　何事かと振り返ったカイトの耳に、御ぎよ者しやの慌てた声が聞こえてきた。

「ひえっ！　ま、魔ま物もの！」

　詳しよう細さいを訊くよりも、自分の目で確認した方が早い。カイトはティア達と共に馬車を出ると、正面へと回った。

　街かい道どうの中央に、御者の言葉通り、二匹ひきの魔物が立ちはだかっている。

　一匹は身みの丈たけが大きな灰色の狼おおかみで、前足の爪つめの一つがナイフのように大きく尖とがっていた。

　もう一匹は、丁度水差しのような形をしている奇き妙みような植物で、蔓つるのような触しよく手しゆを不気味にうねらせている。

「刃じん爪そう狼ろうに喰しよく人じん植しよくか……面めん倒どうねえ」

　杖を握にぎりながら、ラミネが呟つぶやいた。

　刃爪狼は素す早ばやい動きが特とく徴ちようで、相手を翻ほん弄ろうしながら武器である爪で的確に傷を与えていく魔物だ。対して喰人植は速さはないものの、どこまでも伸のびる触手で相手を拘こう束そくしてくる。

　街道の左右には、林が広がっていた。恐らく、二匹ともそちらからやってきたに違ちがいない。どちらも人の臭においや物音に敏びん感かんな生き物なので、こうしてたまにふらりと現れては人を襲おそうことがあった。

「どっちを先に行く？　仕留めるのに時間がかかりそうな刃爪狼？」

　カイトが提案すると、ティアが得物である槍やりを肩かたに担かつぎながら「そうだねえ……」と思案する。

　だがその時、

「差し出がましい真ま似ねをするようですが、ここはどうか私にお任せを」

　腰に下げた得物の柄つかに手を当てながら、クロエが前に出た。

「自己紹しよう介かい代わりに、仕留めてご覧にいれます」

　涼すずやかな音を立て、剣身が抜かれる。太陽の光を受け、銀色の輝かがやきが煌きらめいた。

　通常の長ちよう剣けんとは違い、細身の刃はをしており、下手な扱いをすれば途と端たんに折れてしまいそうだ。しかしその代わりに、切っ先は何ものをも突き貫つらぬくように、鋭するどく尖っていた。

「では、参りましょう」

　クロエの体が燐りん光こうに包まれた。体内の霊素が放出された証あかしだ。

「――どうぞ、余興をお楽しみ下さい」

　宣言と共に、彼女は場から、完全に消きえ失うせる。

「すごい、速い！」

　ティアが驚きに手を叩いた。確かに、とカイトも頷く。並の者であれば、とてもではないが、認にん識しきすらできないだろう。ほとんど瞬しゆん間かん的てきに移動するようにして、クロエの体は刃爪狼の前に現れた。

　腕が突き出されると、一度に数十の突きが放たれる。――いや、あまりに人間離ばなれした速度の攻こう撃げきであった為、同時に起こったように見えたのだ。

　無数の切っ先に翻弄され、相手の巨きよ体たいが宙に躍おどった。大量の血ち飛沫しぶきを上げ、悲鳴を上げながら、地面に落下する。

　だが、唸うなりを上げながらかろうじて立ち上がり、刃爪狼は反はん撃げきを試みた。クロエに勝まさるとも劣おとらぬ速さで駆かけ抜け、次々と凶きよう悪あくな爪を振ふり払はらっていく。

　だがいずれもが虚むなしく空くうを切った。クロエが絶ぜつ妙みような足あし捌さばきで全てを避よけたからだ。残像すら刻む身体能力での反応は、まるで演えん武ぶでも鑑かん賞しようしているかのような華か麗れいさだった。

　刃爪狼による何度目かの攻撃をかわし、大きな隙すきが出来る。すかさずクロエは得物を握る手に力を籠こめ、足を踏み出した。

　貫かん通つう。――刃が頭部を通り、見事に相手を絶命させた。

　息をつく間もないとはこのことだ。クロエは刃を引き抜くと、血を振り払い、後退して戻もどってくる。

「お待たせして、申し訳ありません。無事に片付きました」

「いや……お見事でした」

　カイトは素直に称しよう賛さんした。恐らく、霊素による身体能力の強化を足先へ特化させることにより、あの尋じん常じようならざる速度を実現しているのだろう。

　しかし、言うのは簡単だが、実行するとなると相当に難しい。ただ足が速くなるだけでは他の動作がついていかず、相手を圧あつ倒とうするどころか逆に隙をつかれて窮きゆう地ちに陥おちいってしまうだろう。類たぐい稀まれなる反射神経と、剣のことを熟知した腕があってのことだ。

「さすが、大手エメルタから誘いがかかっただけのことはあるわね。あたし達が手助けするまでもなかったわよ」

　ラミネが感かん嘆たんの息をもらした。

「いえ、魔物自体がそれほど強くなかったということもあります。それより……もう一匹は如何いかが致しましょうか」

　クロエが剣を構えたままで目の前を見つめる。そうだ、とカイトは思い出す。まだ魔物は残っていた。刃爪狼が倒されたので警けい戒かいしているのか、未いまだ襲ってくる様子はないが、いつ気が変わるか分かったものではない。

「お兄ちゃん、喰人植の触手は気を付けないと……一度捕つかまえられたら、中々振ふり解ほどけないよ」

　ナナルからの助言にカイトは頷うなずき、

「そうだね。まず、オレとクロエさんで先行して相手を引きつけよう。それからラミネの炎ほのおとティアの雷かみなりで攻撃すれば――」

「ホーッホッホッホ！」

　作戦を立てていたのだが、妙みような声に遮さえぎられてしまった。

「ホーッホッホッホ！　ホーッホッホッホッホッホげふごふがふげふ」

　振り返かえったカイトは、高らかな笑い声を上げた後、レジーナが激しく咳せき込んでいるのを見る。

「げふ、ごふ、必要は、げふ、ごふふ、わたくしが、げふ、ごふ」

　カイトがティア達と顔を見合わせていると、クロエが近付き、レジーナの背中を摩さすった。「ごふ……げほ、も、もういいわ、ありがとう、クロエ」

　咳せきのせいで少し涙なみだ目めになりながらも、カイト達の前に出たのは、レジーナである。

「あなた達が戦う必要はないわ。何故なぜならば、わたくしがいるもの！」

　レジーナは背中に負った武器を手にとって、凛り々りしく構えた。頑がん丈じような素材を組み合わせて作られた弓である。出発前に見せてもらった、彼女の得物だった。

「レジーナもクロエさんと同じで、武法者なの？」

　ティアがアウロを頭に乗せたまま、小さく首を傾げる。

「いいえ、違うわ、ティア」レジーナが不敵な笑みを湛たたえた。「偶然もあるものね、と、そう言ったでしょう。――参りなさい、ワルフッ！」

　突とつ如じよとして、レジーナが名を叫んだ。瞬しゆん間かん、彼女の頭上に、粒子が集結する。

　見覚えのある現象だとカイトが思っていると、粒子はある姿を形成した。

　目にも鮮あざやかな色の、ふさふさとした体毛を持つ、小型の犬である。

　あまりに毛が長いので、目元を覆おおい隠かくしてしまっていて、黒い鼻しか見えなかった。

「え、それって、もしかして幻獣!?」

　ティアが目を丸くしていると、レジーナは肯こう定ていの意思表示であるというように、得意げに腕を組む。

　ワルフ、という名を持つのであろう犬みたいな生き物は、宙から落ちると、呼び出した主の肩に着地した。

「レジーナは異界契約者だったのか……！」

　これは予想していなかった、とカイトは唸る。

「か、可愛かわいい……撫なでたいなぁ……」

　ナナルは別の意味で関心を持っていた。

「下がっていなさい。瞬まばたきをする間もなく、止とどめを刺さしてあげるわ」

　レジーナは弓を左手に持つと、右手を背中に伸ばす。するとワルフが、弓と一いつ緒しよに彼女が背せ負おっていた細長い筒つつに差さっていた矢を、器用に口に咥くわえて渡わたした。

「かしこいなぁ……可愛いなぁ……」

　ナナルが夢中になっている。そういえば、彼女が街で犬を見かける度たびに近付いては嬉うれしそうに頭を撫でていたのを、カイトは何度か見かけたことがあった。

「射い抜ぬくわよ。――ワルフッ！」

　もう一度レジーナが名を呼ぶと、ワルフが高らかに鳴く。

「わにゃんっ！」

「犬なの!?　猫なの!?」

　ラミネが場の全員の気持ちを代弁するかのように疑問を投げかけたが、レジーナは答えることなく弓ゆみ弦づるに矢をつがえる。

　直後、凍いてつくような空気が辺りに漂ただよい始めた。それはレジーナのもつ得物の周囲に集まり、空気を凝ぎよう固こさせると、矢を瞬しゆん時じに凍こおりつかせる。

「――喰くらいなさいッ！」

　鋭い音を伴ともなって、矢が放たれた。一方、攻撃の意志を感じ取ったのか、喰人植もまた身を屈め、触手をうねらせる。鞭むちのようにしなるそれが空中を走り、凍れる矢と衝しよう突とつした。

　鈍にぶい音がし、矢が無残に砕くだけ散ちる。

　もしや失敗したのか、とカイトは判断しかけたが、すぐに違うと気付いた。

　砕け散った氷の礫つぶては、それぞれが見る間に変化を遂とげる。

　未だ漂い続ける氷点下の空気を取り込むと、全てが先程と同じような形に戻ったのだ。

　無数の群れと化した氷の矢が、一いつ斉せいに喰人植へと降ふり注いだ。

　耳みみ障ざわりな声が発せられる。喰人植の断だん末まつ魔まだ、と分かったのは、相手がそのまま後ろへとゆっくり倒れていったからだった。

「……ふん。こんなものね」

　レジーナは、余よ裕ゆうたっぷりに髪かみを手で払う。が、言葉とは裏腹に、口元には隠しきれないにやけた笑みが作られていた。

「やるね、レジーナ！　まさかわたしと同じだったとは思わなかったよ！」

　ティアが駆かけ寄よって背中を軽く叩く。

「それはこちらの台詞せりふよ。まさかあなたが異界契約者だったなんてね。……それがあなたの幻獣？」

「うん、アウロだよ！」

　ティアは飛び立とうとするアウロを両手で掴つかむと、レジーナに差し出した。







[image: ]







「……ふうん。なんか、こう、気の抜ける感じの鳥ね」

　じっと観察しながら、レジーナが感想を漏もらす。途端、アウロがけたたましい鳴き声を上げた。ティアの手から逃のがれ、羽ばたきながら、彼女の頭を突つき始める。

「痛い痛い痛い！　な、なによ！　いきなりなにするのよこのふとっちょ鳥！」

「あー。アウロって結構、誇ほこり高たかいから、迂う闊かつなこと言うと酷ひどい目に遭あうよ」

　もう遅おそいか、と思いながらカイトは注意した。自分も最初は散々な報むくいを受けたものだ。

「気が抜けるから気が抜けるって言っただけでしょ！　なによ、本当のことを言われて怒おこるんじゃないわよ、ふとっちょ鳥――痛い痛い痛い！」

　逃にげ回まわるレジーナの頭を、アウロは執しつ拗ように突き続ける。

「お嬢じよう様さま、物は言いようです。私がよく申し上げているでしょう。お嬢様は細かいことを気にしない大らかな方だと」

　クロエが淡たん々たんと述べた。

「そ、それが、どうしたっていうのよ！」

　頭を手で防ぼう御ぎよしながら、レジーナが返すと、

「気が抜けるのではなく、大らかと表現すれば事は荒あら立だたないのです。大おお雑ざつ把ぱで後あと先さき考えない人のことを、上手く言い変えるように」

「ああ、そういうことね……さすがだわクロエ。ところで大雑把で後先考えないってどう良い意味に変換すればいいの？」

「もう先程申し上げました」

「え、そうだっけ？　ってそれあなた、わたくしのことを――痛い痛い痛い！　ああもう、どうでもいいわ！　ワルフ、助けなさいっ！」

　レジーナが指示をしたが、彼女と契けい約やくした幻獣は全く動かなかった。何故なら、

「ワルフって、いうんだね、いい子だね、もふもふしてるね……」

　ナナルに抱だき上あげられ、絶賛、可愛がられている最中だったからだ。

「ねえ、あなた、犬なの？　猫なの？　どっちなの？　それによってあたしとしては対応の仕方が変わってくるんだけど」

　ラミネがワルフの顔を覗のぞき込みながら尋たずねる。が、彼かれ（彼女かもしれないが）は舌を出したまま、「わにゃん？」と首を傾げるだけだった。

　ちなみにラミネは圧あつ倒とう的てきな猫派である。他人とは思えない、というのが、その理由だった。

「こらー、だめだよ、アウロ！　レジーナをいじめないの！」

　ティアが両手を振り上げて叱しかったところで、ようやく、アウロは鼻息荒あらくレジーナを襲しゆう撃げきするのをやめた。

「まったく、乱暴な幻獣ね……ワルフ、あなたもあなたよ！　ご主人が危ない目に遭あってるのに無視して頭撫でられてるんじゃないの！」

　レジーナに怒られて、ワルフはそれまで激しく振っていた尻尾しつぽをだらりと下げる。その後、ナナルの顔を舐なめると、地面に降りて主あるじの元へと向かった。

「ふん。それにしても、魔物とは言え大したことなかったわね。ま、このわたくしにかかればそんなものでしょうけど」

　ワルフを連れたまま、レジーナが倒れた喰人植へと近付き、胴どう体たいに足を乗せる。

「この調子で世界のありとあらゆる魔物を倒してやるわ！　ホーッホッホッホ！」

　口元に手を当て、レジーナは、調子良く笑い声を上げた。

「……ん？」と、そこでカイトは何か引っかかるものを覚える。「そういえば……喰人植に関して何か忘れてたような。なんだっけ」

　すると、ナナルが慌てたように走り出す。

「れ、レジーナ、さん、ダメです……！　は、離れて下さい……！」

　両手を振って呼びかけるナナルに、レジーナが怪け訝げんな顔で振り返った。

「なによ、騒そう々ぞうしいわね。魔物は倒したんだから心配いらないでしょ」

「ち、違うんです、喰人植は、用心深い性質をしていて……」

　急ぐ口調で、ナナルが説明する。

「強い攻撃を受けると、死んだふりをするんです……！」

「――え？」

　ぽかん、とレジーナが口を開けたが、既に何もかもが手て遅おくれだった。

　微び動どうだにしなかった喰人植が、突如として蠢うごめき、触手を素早く打ち放ったのだ。蛇へびのように足へ取りついたそれは、彼女を空中へと持ち上げる。

「ちょ、ちょっと――ッ！　きゃあああああああああ！」

　急いで逃れようとするレジーナだったが、身動きの取れない状態ではどうすることも出来なかった。

「不味まずいですね。お嬢様、喰人植は獲え物ものを自分の体内に落として、溶とかしながら食べるそうです。そのままでは、お嬢様の存在は跡あと形かたも無く消え去ってしまいますよ」

　クロエが冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきする。

「そういう説明はどうでもいいから、早く助けなさいよ！」

「ですが安心して下さい」

　クロエがきりっとした顔で述べた。

「痛みはなく、一瞬で全すべては終わるそうです！」

「もっと良い方向で安心したいって言ってるのよーーッ!!」

　レジーナが絶ぜつ叫きようした。そうこうする内に、喰人植は彼女を食べようと触手を動かし始める。蓋ふたの無い水差しのような体に、レジーナの頭がすっぽりと包まれた。

「いいいいいいやあああああああ！」

　平和な青空に、レジーナの悲鳴が木こ魂だまする。クロエが己おのれの得物に手をかけたが、

「クロエさん、ここは任せて下さい。ラミネ、後方支し援えん宜よろしく。ティア、行くよ！」

「あいよーっ！」

　ティアの返事を聞きながら、カイトは走り出した。双そう剣けんを引き抜くと、刃が仄ほのかな光を纏まとう。

　敵に接近する直前で跳ちよう躍やくし、二つの刃を交差させる。

　触手が引き千切れ、レジーナが体内から吐はき出された。抱きかかえると、即座に後退する。

「創造主イシアの御お力ちからを此こ処こに顕けん現げんする。灼しやく熱ねつよ昇のぼれ、汝なんじが敵の罪を焼き尽つくせ！」

「――アウロ！」

　ラミネとティアの声が同時に放たれた。喰人植の体が炎に巻かれ、突き込まれた槍やりが雷を纏って吼ほえる。

　あっという間に消し炭と化した相手の体が、風に吹ふかれて跡形も無く消え去った。

「間かん一いつ髪ぱつ……危ないところだった」

　安あん堵どの息をついて、カイトはレジーナの様子を確かめる。喰人植の体液を受けた為か、少し肌はだが火傷やけどしているようだが、大きなものではないようだ。

　ナナルが駆け寄ってきて、ナイフを押おし当あてた。霊素が彼かの女じよの体からレジーナへと伝わり、傷を癒いやしていく。

「さ、散々な目に遭ったわ……感謝の言葉を送るわね」

　完治したところで、レジーナが立ち上がった。よほど恐こわかったのか、顔が青ざめている。

「クロエ、ああいう事態があることは想定してなさいよ。あなた、求索士をして長いのよね？」

「申し訳ありません」クロエは慇いん懃ぎんに礼をした。「……ですが恐れながら、少々申し上げて宜しいでしょうか」

「……なによ」

「魔物とは様々な習性を持っています。中にはこちらの予想もつかぬ行動をとってくるものも多い。その為ため、資格をもった求索士であれば完全に仕留めたと確信しない限り、不用意に相手へ近付かないものです」

「はうっ」

　痛い所をつかれた、と言わんばかりに、レジーナはたじろいだ。

「今回、私の失策があったことは事実です。しかしお嬢様もこれから求索士として活動をなさるのであれば、努ゆめ々ゆめ、不用意な行動は慎つつしむように心がけて下さいませ」

　正論だった。今までであればレジーナは長の娘むすめとして、【黄金の羊】の庇ひ護ご下にあったかもしれない。だが、求索士となったからにはそうもいかない。仲間に頼るのと、仲間に縋すがるのとでは、似ているようで意味は全く違うのだ。迂う闊かつな真ま似ねをすれば、エメルタ全体を危険に陥おとしいれかねない。

「……分かったわよ。今後は気を付けることにするわ」

　腕うでを組み、ため息交じりに、レジーナは頷いた。

「まあ、最初はそんなものだよ。わたし達だって色々と失敗したしねえ」

　ティアがとりなすように、笑え顔がおで告げる。

「そうね。魔物と気付かずに近寄って襲しゆう撃げきされたりとか。ティアなんて、小さい相手だと思って攻撃したら、それが尻尾で、本体が山ほどもある大きさの奴やつに追いかけられたことあったわよね」

「う、うん。お姉ちゃんが、笑いながら走って来たから、なんだろうと思ったら、後ろからおっきな魔物が来て、びっくりした……」

　ラミネが過去にあったことを語ると、ナナルも思い出したのか、怯おびえるように自分の体を抱きしめた。

「ああ、あれかあ。あったねえ。懐なつかしいなあ」

　対してティアは、微笑ほほえましいことであったかのように、しみじみと述べる。

「というか、あれ、なんで笑ってたの？」

　カイトは素そ朴ぼくな疑問を投げかけた。

「ああ。いや、追いかけられてたら、段々、なんだか楽しくなってきて」

「どういう思考回路なのよ……」

　レジーナが呆あきれたように眉まゆ尻じりを下げる。

「子どもの頃ころにした追いかけっこを思い出したんだよねえ」

「どう考えてもそんなのんびりしたものじゃなくて、鬼き気き迫せまる状況だったよ」

　ティアらしいというかなんというか、とカイトは苦く笑しようした。

「まあまあ。とにかく、レジーナもこれから色々と知っていけばいいよ」

　ティアは呑のん気きな口調で、レジーナの肩に手を置く。

「そうね……ありがとう。元気が出てきたわ」

　くすり、とレジーナは笑った。

「……あのー、お客様方。申し上げにくいんですけど」

　だが、不意に声をかけてきた御者が次に言い放った言葉に、彼女は硬こう直ちよくする。

「さっき魔物に襲おそわれた時、馬が暴れて車体が揺れたせいで、車輪が壊こわれてしまったんです。これから街に戻って修理しなければならないので、ここからは徒歩で行ってもらえますか？　もちろん、その分の代金はお返ししますので」

「……え」

　ぎこちない動きで御者の方を向いたレジーナは、

「でも、一番近くにある村まで、馬車で二日かかるのよね？」

「へえ。なもので、歩きだと三日ほどはかかっちまいますが……申し訳ないことです」

「ええええええええ!?　ちょっと！　どうすることも出来ないの!?　代わりの馬車は!?」

「呼ぶことは出来ますが、すぐに空きが出るかどうか……」

「あら、まあ。でも、そういうことなら仕方ないわね」

　ラミネがあっさりと承しよう諾だくした。いや、彼女だけでなく、カイト達たちも同様だ。

「お嬢様、このようなことは求索士として活動していれば何度もあることです。諦あきらめて歩きましょう」

　クロエが諭さとすが、レジーナは暗あん澹たんとした顔をしたままで、力無く膝ひざをついた。

「そんな……わたくし、そんなに長いこと、歩いたことなくてよ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。なんとかなるって。さあ、行こう！」

　ティアがレジーナの手をとって、立ち上がらせる。

「本当に大丈夫なの？　根こん拠きよはどこに？」

「ないっ！」

「清すが々すがしいわね、あなた!?　い、いや、やっぱり嫌よ！　歩きなんて！」

　レジーナは愕がく然ぜんとなって、足を止めかけた。

「でも、ここでこうしてても始まらないよ。どうする？　レジーナだけ皇都に帰る？」

　カイトは一応、首を傾かしげて訊いてみる。

「……いいえ。そんなわけにはいかないわ」

　レジーナはしばらくすると、気合を入れるように自分の手を握った。

「この依頼は、わたくしが次代の長おさとなる為に必要な試練なのよ！　さあ――行きましょう！」

　拳こぶしを振り上げると、意い気き揚よう々ようと歩き始める。

　既にレジーナの事情を、ティア達に話していたカイトは、彼かの女じよ達たちと顔を見合わせて、互たがいに笑いを零すのだった。




　中天にかかっていた太陽が、じりじりと西へと動いていく。

　村へと向かう行程を、カイト達は一時も休むことなく、ひたすら進み続けていた。

　今歩いている道は、丘おかを越こえる為に坂になっている。それほど急なものでないが、普ふ通つうに行くよりは幾いく分ぶんか辛つらかった。

　とは言え、街道用に整備されてはいる。足あし腰こしに負担はかかるが、山や野を行くのに比べればマシな方だ。

　一いつ端ぱしの求索士であれば尚なおのこと、鼻歌混じりでぶらぶらと歩くことが出来る――。

　はずだったのだが。

「あー。お腹なか減ったなあ。ラミネ、なんかない？」

「なんかって、出発前にティア用にお菓か子しを用意しておいたでしょ。あれどうしたのよ」「食ったさ――皇都を出て、すぐにね！」

「堂々と胸を張れることじゃないわよ!?　ダメ！　次の村まで我が慢まんしなさい」

「えー。えーえー。おーなーかーへったー！　へったよー！」

「静かになさい！　もう、仕方ない子ね……」

　などという、ティアとラミネが交かわすいつも通りの会話を聞いていたカイトは、ふとある異音を耳にした。

「……ぜえ……ぜえ……はあ……」

　荒い息いき遣づかいと小刻みに漏らされる呪じゆ詛そのような声。

「ありえない……ふざけないでよ……意味分からない……」

　雲一つない快晴の下で響ひびくにはあまりに鬱うつ々うつとしたものだ。まるで厳しい拷ごう問もんでも受けているかのように思えた。

　カイトは足を止め、後ろを振り向く。

　そこにいたのは、レジーナだった。いや――寧むしろ『だったもの』と表現する方が正しいかもしれないが。

　足を重たそうに動かしながら、血の気の引いた顔をし、髪を乱している様は、出会った時の優ゆう雅がな振ふる舞まいをしていた彼女と同一人物とは思えなかった。

「……あの、レジーナさん、だいじょうぶですか……？」

　カイトと同じくレジーナのひどい有様を目にしたナナルが、心配そうに声をかけた。

「も、問題ないわよ……本当、こんなの、全然平気なんだから……」

　とてもそうは見えない。かろうじてといった感じで答えたレジーナに対して、カイトはそんな印象を抱いた。

「お嬢様、そろそろ休きゆう憩けいなさいますか？」

　レジーナの傍そばについていたクロエが顔を覗き込む。

「も、問題ないって……言ってるでしょ……こ、この程度でへこたれるわたくしでは……ない……なにもかも投げ捨てたい……」

　息を切らしながら、レジーナはか細く零こぼした。

「いや最後の方で小さく本音を言った気がするけど……本当に平気なの？」

　冗じよう談だんではなくこのままいけばへたりこんでしまいそうだ。カイトが再度、確かく認にんすると、レジーナは頷いた。

「ええ……わたくし、求索士ですもの……！」

「……なら、いいんだけど」

　意地を張っているのは見え見えだが、ここで強ごう引いんに休ませようとすると、彼女のことだ。余計に突つっ撥ぱねるだけだろう。

　どうしたものかとカイトが悩なやんでいると、

「……あれ？」

　先頭を行くティアが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。彼女はラミネにもらったらしき焼き菓子を咥えながら、広げた地図と目の前の道を見比べている。

「どうしたのよ、なにかあった？」

　ラミネが眉まゆを顰ひそめると、ティアは焼き菓子を噛かみ砕くだきながら首を傾げた。

「いやあ。さっき、道を右に曲がったよね？」

「ええ、そうね」

「んん。おかしいな。でもそうなると、そろそろ十字路に差さし掛かからないといけないんだけど……んん、んー？　んー？……あっ」

　何かに気付いたようにティアが大きな声を出した。カイトはまさか、と危き惧ぐする。経験上、こういう展開で何か良いことがあった例ためしはない。

「あっちゃー……間ま違ちがえた」

　予想通り、ティアは顔を顰しかめながらこちらを振り返った。両手を合わせて、頭を下げる。

「ごめん！――地図、逆に見てた！」

「ええ!?　ちょっと、本当なの!?」

　ラミネがティアから渡された地図を、急いで眺ながめた。

「……うわー。本当だ。ええ、そうか。ここがこうなってたわけか」

「うん。だから、さっきの道は左に行かなきゃいけなかったんだよ。うう。ごめんねー」

　申し訳なさそうにするティア。レジーナがだらだら汗あせの流れる顔を上げた。

「つ、つまり、どういうことなの……？」

「ええとね。つまり……」ティアは頭を掻かく。「さっき曲がったところまで、戻らなきゃいけないんだ」

「ええええええ!?」

　絶望しきった声を出すレジーナ。

「あーあー。でも、この辺の土地って逆さまにしてもあんまり大差ないもんねえ。無理もないかぁ。あたしも隣となりで見てればよかったよ。ま、気にしない気にしない」

　ラミネがティアの頭に手を置いて慰なぐさめた。

「ちょ、ちょっと待って。さっきのところからここまで結構あったわよ!?」

　とんでもない、という風にレジーナが首を横に振る。

「しょうがないね。まあ、旅してると結構あることだよ」

　カイトは気軽に告げて、踵きびすを返そうとした。他の皆みんなも、揃そろって来た道を戻り始める。

「……そ、そうなの。そうなのね。これも求索士としては当たり前なのね……」

　諦あきらめたような声で呟きながらも、レジーナは明らかに無理をしている様子でついてきた。

「あの、レジーナさん、やっぱり休んだ方が……」

　ナナルが肩を支えようと近寄るも、レジーナは手で制する。

「……気持ちは有あり難がたいけど、結構よ。わたくしにも矜きよう持じというものがあるわ。安易に助けは借りるわけにはいかないの。次代の【黄金の羊】を率いる人間としてね」

「で、でも、このままだと……」

「いいと言ったら、いいのよ。さ、さあ、行きましょう！」

　気合を入れるように自分で頬ほおを叩たたき、レジーナは歩みを再開した。

　だが、その時、

「……あー。わたし、なんか、疲つかれちゃった！」

　先さき程ほどまで余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった様子で前を進んでいたティアが、突とつ然ぜんに宣言する。

「ねえ、皆、今日はここまでにしない？」

　もちろん、ティアが本当に疲ひ弊へいしたわけではないことを、カイトは分かっていた。レジーナを休ませる為に言ったことだろう。

「……そうね。そろそろ日も暮れてくることだし。今日はこの辺で野営しましょうか」

　ラミネも察したのか天を仰あおぎながら賛成した。嘘うそではなく、いつのまにか辺りは夕暮れの紅くれないに包まれている。

「う、うん。じゃあ、ご飯食べようか」

　微笑みながらナナルが続いた。カイトとて、異論はない。

「ほ、本当……？　本当に休むの……？」

　レジーナが奇き跡せきを目もく撃げきしたような表情になった。

「ええ、お嬢様。これは皆みな様さまの総意ですので。いかにお嬢様がやる気になっていたとしても、無視することは出来ません」

　更さらにクロエが後あと押おしをしたので、レジーナは、一気に顔を弛し緩かんさせる。

「そ……そうね！　その通りだわ。仕方ないわね。じゃあ、今日はこの辺りにしておきましょう！」

　途端に元の態度を取とり戻もどしたレジーナが、気品溢あふれる仕草で髪を掻き上げた。

「皆様、申し訳ありません。ありがとうございました」

　クロエが小声でこちらに謝意を示してくる。カイト達は、気にせずに、と物言わず手を振って返した。

「よし、ここじゃなんだから、良い感じのところを探そう！」

　ティアの提案で、カイト達は、地図を見ながら野営しやすいところへと移動する。

　丁度、川が流れる林が近くにあった為、そこで準備を始めた。

「じゃあ、あたしはスープの用意をするから。ナナル、持ってきた野菜切ってくれる？　カイトとティアは近くで何か食べるものないか調べてきて」

　行く道で拾っていた木を置き、焚たき火びの用意をしていたラミネが、指示を出してくる。カイトとティアは、異口同音に了りよう解かいを告げた。

「では私もカイト様達と共に参りましょう。お嬢様は休んでいて下さい」

　クロエは地面に腰こしを下ろしてほっとしているレジーナを気き遣づかったが、彼女は首を横に振った。

「なにを言ってるの。わたくしも少し落ち着いたら何か手伝うわ。甘あまくみないで頂ちよう戴だい」

　きょろきょろと辺りを見回し、レジーナが、

「そうね。火よ。火を熾おこさなきゃいけないわね。任せなさい。本で読んだのよ」

　まだ少しよろめきながらも立ち上がったレジーナは、懐ふところから二つの石を取り出した。

「見なさい。これが火打ち石よ！　こうして、互いにぶつけ合えばいいのよ」

　レジーナが焚火用に作った木々の前に座すわり込んだ。続けて、両手で掴んだ石同士を、勢いよく何度も衝しよう突とつさせ始める。

「そうすれば、あら不思議、火種が出来るから、後は燃えやすいものに移していけばいいということよ」

　ふふん、と得意げにこちらを見ながら、レジーナは延々と石をぶつけ続けた。

「こう……すれば……」懸けん命めいに、真しん剣けんに、集中して、手を動かしていく。「どんどんと、火花が、出てきて、だから……！」しかし、中々、火は点つかない。ただ、ただ、虚むなしく時間が過ぎていくばかりだった。

「……あのさ、レジーナ」

「静かに！　今、大事なところなのよ！　邪じや魔ましないで！」

　ラミネが声をかけたが、レジーナは顔を真っ赤にしたままで遮る。

「ぬぬぬぬ。ぬぬぬぬぬぬぬ！　おかしい……本で見た時にはこうすればいいって……この……このー！　なによ！　火！　この、火！　どうなってるのよ！　点きなさいよ！　石！　石めーっ！」

「ねえ、ねえ、レジーナ」

　ティアはレジーナの肩かたを掴んで揺ゆさぶった。

「なによっ！　大事なところだって、言ってるでしょ！　どうしたのよ！」

「別にそんなことしなくてもいいよ？」

「いいわけないでしょ。火が無きゃ鍋なべの湯が沸わかないじゃないの！」

「そうじゃなくてー。ええと、ラミネ、お願い」

　振ふり返ったティアが頼たのむと、ラミネが「はいはい」と持っていた杖つえを振り上げる。

「闇やみを照らし、我らを守る輝かがやきよ！」

　鈍い音がした。レジーナが「きゃっ！」と飛とび退のく。大きく爆はぜる音と共に、置いてあった木の枝が、赤々と燃えていた。

「…………あ、あら、便利ね」

　レジーナの顔が、首筋から、真っ赤に染まっていく。火に当たったからというわけではなさそうだった。

「わ、分かっていたわよ？　こうなることは。もちろん、当然よ？」それでも、レジーナは腕を組むと、顎あごを反らした。「でも、ほら、あれよ。あえて苦労することで、求索士としての経験をね、なんかこう、上手うまいこと、いい感じになるわよね？　だから、だから、あたしは、こう、わざと！　わざとそうしたのよ！」

「へえ！　そうなんだ。確かにそうかも。レジーナはすごいねー！」

　誰だれがどう捉とらえても単なる言い訳だったが、ティアだけは素す直なおに感動している。

「……ティア様は、非常に良い子ですね」

　クロエが心底から噛かみ締しめるように呟つぶやいた。

「そうですね。ああいう子が世の中に居るだけで、まだ世界は大丈夫だって思えますよ」

　カイトも深く同意する。

「え、なにか、違ちがうの？　わたしも、レジーナさん、偉えらいと思ったけど……」

　ナナルがきょとんとする。どうやらここにも素す晴ばらしい逸いつ材ざいが居たようだ。カイトは無言で彼女の頭を何度も撫でた。

「……とにかく、夕食を作るから。レジーナは味見係をしてくれる？」

　深く追求しない方がいいと思ったのか、ラミネが提案する。

「味見係？　ふっ――任せて頂戴！」

　途と端たんに、レジーナが、無む駄だに偉そうな格好をつけて答えた。

　それから、一刻程ほど経たった後。

　カイトは近くの川で魚を釣つり、ティアは林に入って食べられる野草やキノコを見つけてきた。クロエは兎うさぎを仕留めてくると、素す早ばやく調理し、食べられる状態にする。

　火で魚や兎の肉を炙あぶりながら、ラミネは沸かした湯に乾かん燥そうさせた葉を何枚か入れる。北の方にある土地で採れるものであり、これが水に溶けると、不思議なことにコクのある良い出汁だしになるのだ。

　続けて即そく席せきのスープに、持ってきた干し野菜やキノコを入れて煮に込こむと、野営ながら豪ごう華かな夕食となった。

「ふむ。素そ朴ぼくな味だけど悪くはないわね」

　切り分けられた兎の炙り肉を口にしながら、レジーナが感想を口にする。

「いつもの使用人が作る料理と違って、なんというか、趣おもむきがあるわ」

「へえ。レジーナの拠点には使用人がいるんだね。オレのところは、ラミネに頼たより切きりだよ」

　スープを啜すすりながらカイトが述べると、ティアは魚を丸まる齧かじりしながら、

「でも、ラミネの料理は美味おいしいよ。世界一美味しいと思う」

「また大おお袈げ裟さな。毎日、なんとか形になるよう必死にやってるだけよ」

　ラミネは火の調子を確かめながら肩をすくめた。

「ううん……ラミネお姉ちゃんのごはん……わたしも、世界一だと思う……」

　ナナルがスープに入った大き目の野菜を、小動物のように可愛かわいらしく齧かじりながら告げる。

「あら。ナナルったら、可愛いこと言ってくれるんだから。はい、お代わり」

　空いた器うつわをナナルから受け取ると、ラミネは鍋の中からスープを注ぎ入れた。

「あ、わたしもお代わり頂戴、ラミネ」

　ティアがすかさず自分の分を差し出す。

「いいけど、あなた、それ、三杯ばい目めよ。食べ過ぎなんじゃない？」

「スープは別腹っていうから大丈夫だよ」

「聞いたことないわよ……じゃあお肉は？」

「別腹！」

「お菓子は？」

「ははっ、無論、別腹さっ！」

「あなた、何個お腹持ってるのよ!?　爽さわやかに言うことでもないし！」

　ティアなら無限にありそうだ、とカイトは兎肉の串くし焼やきを奥おく歯ばで噛み締めながら思った。

「……そういえば、【約束の灯ともし火び】の長おさであるティアに、訊ききたいことがあるのだけど」

　ティアとラミネの様子を見ていたレジーナが、ふと、話をもちかけた。

「ん？　なになに。なんでも訊いて！」

　元気良く手を上げるティア。

「ええ、ちょっと今後の参考の為に教えてもらいたいのだけど。エメルタの長をするに当たっての、心構えみたいなものはあるの？」

「こころがまえ？」

「わたくしもいずれはお父様の跡あとをついで【黄金の羊】を導いていく立場にある人間よ。先せん輩ぱいから色々と聞いておきたいの。なにかあるかしら？」

「……うーん。えっと、その前にわたしから教えて欲ほしいことがあるんだけど」

　新しい焼き魚を手にしながら、ティアは大きく首を傾げた。

「こころがまえって、なに？」

「…………は？」

　予想外の返答だったのか、レジーナは硬直する。

「長をするに当たって気を付けてることとか、こうした方がいいと思ってることよ」

　ラミネが説明すると、ティアは「おお、なるほど」と手を叩いた。

「あるよ、こころがまえ！」

「あら、そうなの。聞いてもいい？」

「いいよ。一つ！　何があっても楽しくやること！」

「ふむふむ。それで？」

「終わり！　ラミネ、お代わり！」

　すっぱりと言い放って、ティアはいつの間にか空になった器をラミネに渡わたした。

「だから食べ過ぎだってば。もうないわよ」

「ばかな……っ!?　いくらでもあるはずじゃ!?」

「なにを根拠にそう考えたのよ……」

「お姉ちゃん、これ、いる？　もうわたし、お腹いっぱいだから……」

　ナナルが自分の分を差し出そうとする。

「いやあ、でも、それはいけないよ。ナナルのだよ」

「でも、食べられないと、残しちゃうし……」

「えー、そ、そう？　そっかな？　だったら、うへへ、そうだなあ、もらっちゃおうかなぁ……」

　割とだらしない笑えみを浮うかべながら、ティアがナナルからスープが入った器を受け取った。

「本当によく食べる子ねえ。太るわよ」

　ラミネが呆れると、ナナルが夢中でスープを啜っているティアを見て微笑みながら、

「でも、お姉ちゃんって、いっぱい食べるのに、全然、体型変わらないよね……」

「そういえば、そうだなぁ。よく運動してるからかな」

　カイトも不思議がった。

「そういう体質の方ということかもしれません。私も過去に何人か会ったことがありますから」

　魚の身を骨から剥はがしながらクロエが話す。そして、

「いいなあ、羨うらやましいなぁ……」

「あら、ナナルだって十分に痩やせてるじゃない。ほらほら、ちょっと確かめさせなさいよ」

「お、お姉ちゃん、やめてよ、くすぐったいよ……」

「良いではないか良いではないか。減るものでもなし」

「顔が完全におっさんだよ、ラミネ」

「――って、こらこらこらこらこら！　なに呆ぼう然ぜんとしてる人を放っておいて和なごやかな雰ふん囲い気きで会話しているのよ！」

　ナナル、ラミネ、カイトがいつものように掛かけ合あいをしていると、それまで黙だまり込んでいたレジーナが突然に立ち上がった。

「今ので終わりってなによ！　本当に終わりなの!?」

「ん？　なにが？」

　スープを飲み干して、満足そうにお腹を摩さすりながら、ティアが顔を上げる。

「だから！　心構えよ！　楽しくやるって、それだけなの!?」

「そうだよー」

「そんなわけないでしょ。他にあるはずよ。長と言えばエメルタの纏まとめ役やくよ。たった一人で部下を引っ張っていく上で、何か考えてること、ないの!?」

「うん。ない」

「まさかの展開っ！　ちょっと待って……あなた、本当に長なの？」

「みたいだねえ」

　残った兎肉をちびちびと食べながら、ティアは呑気な調子で答える。

「だって、そんな適当なことで、長をやれるはずも……。大体、ティア、あなた、道を間違えたりしょっちゅうお腹空いてねだったり、子どもみたいにあっけらかんとして、とてもじゃないけど深い考えをもって行動しているようには思えないわよ？」

「えー、そうかな？　まあ、確かにあんまり考えるってことしないけどねえ」

「それでどうして長をやれるの。いや、皆、どうしてあなたを長だと認めてるの？」

　今度はカイト達に尋たずねてくるレジーナ。

「認めてるっていうか、なんか、こう、自然の成り行きでティアに決まったよね」

　カイトは昔のことを反はん芻すうしながら語った。

「そうねえ。まあ、エメルタを作ろうっていったのもティアだし。じゃあティアでいいかって感じかな」

　ラミネが引ひき継つげば、

「うん……。ティアお姉ちゃん以外が長をやるって、あんまり、考えなかったかな……」

　ナナルもまた頷うなずいた。

「そ、そんなことで……長っていうのは、もっとこう、誰よりも立派で、気高く、誰もがその背についていきたいと思う存在じゃなければいけないんじゃ……」

　レジーナが信じられないといったように、首を振る。

「確かにお嬢様の御お父ちち上うえはそのようなお方ですね」

　同意するクロエに、レジーナは振り向いた。

「そうでしょう？　長はそうあるべきなのよ！　だからわたくしは、ずっとお父様のようになろうと目指してきて……！」

「色んな形があるってことだよ、レジーナ」

　カイトは、落ちていた小枝を燃え盛さかる炎ほのおへ投じる。

「当然、レジーナが言うような長もいる。だけど、ティアみたいな長もいてオレはいいと思う」

「ど、どうしてよ？」

「支えられるんじゃなくて、支えたいと思える人が先に立つのも良いってことだよ。……何があっても、守り抜ぬこうと思えるからさ」

　最後の部分は小声にしていた為、よく聞こえなかったのか、ティアはきょとんとしていた。

「支えられるのではなく、支えたいと思える……」

　レジーナは、自分なりに解かい釈しやくしようとするように、繰くり返かえす。

「苦労を見せないことが、我がを通して無理をすることが、部下に情けない姿を見せないことだけが、長として必要とされることではないのですよ」

　クロエが言うと、ラミネやナナルは、口元を緩ゆるめた。

「難しいことではありません。つまり、お嬢じよう様さまは御父上ではない、ということです」

「それは……そうだろうけど」

　まだ納なつ得とくがいかないように、さりとて、何かを考え込むように。

　レジーナは場に座り込んで、俯うつむいた。

「……もう一つだけ訊かせて。カイトも、ラミネも、ナナルも、ティアが長でいいと今でも思ってるの？」

　投げかけられた質問に、カイトと他の二人は目を瞬しばたたかせる。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、ほぼ同時に返した。

「もちろん」「そうね」「……うん。思ってるよ」

　ティアが満面の笑みを浮かべる。この上なく、幸せそうに。

「そう……そうなのね。ありがとう。色々と、参考になったわ」

　呟きながら、腕を組み、レジーナは何かを考え始めた。

「ところでカイト、その兎肉の串くし、あまってるの？　ちょうだい？」

　やや真剣な雰囲気が漂ただよい始めたところで、それをぶち壊すように、ティアが手を差し出してくる。

「余ってないよ！　最後に食べようと残してたの！」

　カイトは必死に手にもっていた串を庇かばった。

「世の中、何があるか分からないんだよ！　今の内に食べておいた方がいいよ！　わたしが」

「本当にその通りだね！　まさか優やさしい助言の皮を被かぶって肉を強ごう奪だつしようとすることがあるとは想像もしなかったよ！」

「ねー、ちょうだい！」

　甘えるような声でねだり、焚火を回り込んで飛びついてくるティア。

「ちょ、ち、近いよ、ティア！　ダメだって！　ナナルのは遠えん慮りよしたのにー！」

「えへへ、カイトならいいんだよー！」

「どういう理り屈くつだよっ！」

　密着してくるティアに緊きん張ちようしつつも、カイトはなんとか要求をかわそうとした。

「……色々な形、ねえ」

　こちらのやりとりを眺めながら、レジーナが、ぽつりと呟いた。







第四章…森の真相







「ど、どうしたのよ、あなた達！」

　レジーナが開口一番、高い声を更に上うわ擦ずらせた。

　皇都を出てから四日と半日。途と中ちゆうで何度か休憩を挟はさんだものの、カイト達はどうにか目的地に一番近い村まで辿たどり着ついていた。

　しかし、レジーナの部下達との集合場所である宿屋に足を踏ふみ入いれたところで、信じ難がたい状じよう況きようと出くわしたのだ。

　それほど広くない建物内には、至る所に【黄金の羊】に所属する求索士トレイズ達が横たわっていた。とてもではないがベッドが足りず、床ゆかに直接寝ねかされている者もいる。

　しかも彼かれ等らはほとんどが体に包帯を巻かれたまま、微び動どうだにせず、ただ目を閉じていた。

「す、すみません、レジーナお嬢様……」

　意識を取り戻もどしていた、数少ない者の内の一人が、無念そうに説明する。

「昨日、調査の為ために現場へ入ったのですが、気が付いたらこの有様で……」

　宿屋の主人に聞いたところ、森の入り口近くで全員が怪け我がをして倒たおれていたらしい。朝に村人によって発見され、担かつぎ込こまれたということだ。

「一体、何があったんですか？」

　ラミネが跪ひざまずいて尋ねた。

「いや、それが、分からないんです」別の一人がしきりに首を捻ひねる。「中で何かがあったことは確実なのですが、どうも記き憶おくがはっきりしなくて」

「……話で聞いていた通りだな」

　カイトは独りごちた。しかし、一体どういう方法を使えばこのようなことになるのだろうか。これだけ大勢の人間を、一度に今のような状態にするのは、並なみ大たい抵ていのことではなかった。

「お嬢様。幸い、全員の怪我は大したことがなさそうです。安静にしていれば治るでしょう。起きて来ない者も、どうやら眠ねむっているだけのようです」

　仲間の様子を確かめていたクロエが報告する。

「あの森に足を踏み入れた者は、皆、こうなるのですよ」

　宿屋の主人が気味悪がるような口調で話した。

「しばらくすれば眠りから覚めるのですが、誰もが中のことを何も覚えていなくて……」

「……どうされますか、お嬢様」

　クロエがレジーナを振り返る。

「目を覚ましている者の中には治癒者セピアナが居ません。ナナル様にお願いして治ち療りようして頂き、時を待つという方法もありますが」

「……だけど、いつ意識を取り戻すかはっきりしないのでしょう？」

　唇くちびるを噛み締めながらレジーナが返した。

「ええ。中には長期に亘る場合もあるとか。大体は、それほどかからないとのことですが」

「だとしても、事が正確ではない以上、いつまでもここでじっとしているのも癪しやくだわ」

　何かを決意したような顔で、カイト達を見回すと、

「――わたくしだけでも森に乗り込む。部下達の代わりに依い頼らいを果たしてやるわ」

　レジーナは、はっきりと断言した。

「危険です、お嬢様。何が待ち受けているか分かりません」

「彼かれらを先に調査へやったのはわたくしの判断よ。責任は取らなければいけないわ！」

「お気持ちは理解出来ますが……」

　クロエは説得しようとして言葉を重ねる。しかし、頑がんとしてレジーナは首を縦に振らなかった。

　二人の攻こう防ぼうを見ていたカイトは、ティア達たちと顔を見合わせる。

　どうやら、レジーナの覚かく悟ごは本物のようだった。たとえ縛しばられても、強引に抜け出して、突つっ走ぱしってしまうかもしれない。恐おそらくは――止めても、無む駄だだろう。

　だとすれば、やることは一つしかなかった。

　こちらの考えを悟さとったのだろう。ティア達は揃って頷いた。

「分かった。じゃあ、オレ達もレジーナに付き合うよ」

　カイトが告げると、レジーナは目を瞬かせる。

「……いいの？　何があるかも知れないのよ？」

「君を一人で向かわせてただここで待ってるよりずっといいよ。それに、せっかく協力関係を結んだんだ。最後までそうしよう」

「そうだよ、一いつ緒しよにいこうよ、レジーナ！」

　ティアが両手を握にぎって主張すれば、

「あなただけじゃ危なっかしくて、落ち着いて待ってられないわ」

「が、がんばりましょう、レジーナさん……！」

　ラミネやナナルも続いた。

「あなた達……」呆然とこちらを見ていたレジーナだったが、やがて、柔やわらかな笑みを浮かべる。「……まったく、物好きね」

「皆様、ありがとうございます。……承知致いたしました。どうしても留とどまることが出来ないというのであれば、私もお嬢様と共に参りましょう」

　クロエは深々とこちらに一礼した。

「あなた達はそこで休んでいなさい。十分に働いてくれたわ」

　立ち上がろうとした部下達に、レジーナが命じる。

「ですがお嬢様、そこにいる治癒者の方に怪我を治して頂ければ我々も……」

「戦力ならクロエやカイト達で事足りるわ。安心なさい。もし、何か問題があれば無理をせず戻ってくる。その時は改めて全員で向かいましょう」

「……分かりました。どうかお気を付けを」

　自分の不ふ甲が斐いなさを悔くいるように俯きながら、部下は引き下がった。

　レジーナは頷き、こちらへと向く。

「さあ、行きましょう。わたくしの部下達をこんな目に遭あわせたものが何なのか、直接確かめてあげるわ！」

　カイト達は村を出ると、その足で、森へと向かった。

　一刻ほどで辿り着いた先には、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々が待ち受けている。

　内部は異常とも言える程ほどに成長した枝と、無数に生えた葉で完全に覆おおい隠かくされており、昼尚なお薄うす暗ぐらい。

「なんか……不気味なところねぇ」

　ラミネがぞっとしたように辺りを見み渡わたした。

「確かに、森林浴をするようなところではなさそうだね」

　率そつ直ちよくな感想を抱いだきつつ、カイトは進んでいく。腰の辺りには、雰囲気に怯おびえてしまったのか、ナナルがぴったりとくっついていた。これはこれで愛を感じるので、カイトとしては万ばん々ばん歳ざいである。

「うーん？　変だなぁ。鳥の声が全然聞こえないよ。森なのに」

　ティアが耳を澄すませるような仕草をとる。

「……そういえば、そうね。妙みようだわ」

　レジーナも眉を顰めるのに、

「以前、鳥や獣けものが近づかない土地についての話を聞いたことがあります」

　クロエが思い出したように語り出した。

「いずれも何かしら深い理由があり、一種の呪のろいめいた場になっているとのことですが」

「嫌いやなこと言わないでよ。深い理由ってなによ」

　レジーナが表情を引きつらせる。

「申し訳ありません。そこが定かではありません」

「そこが一番重要なのよ！　なに、今の情報。恐こわがらせたいだけ!?」

「はい」

「嘘うそでしょ今はいって言ったわね!?　何の躊躇ためらいもなく！」

「人生これ正直が信条ですので」

「面おも白しろがってるだけでしょうがーっ！」

　背を伸のばし、レジーナがクロエの服の襟えりを掴つかんで揺すった。彼かの女じよは表情を変えずにされるがままになっている。

「――待って。何か来る！」

　その時、不意に気配を感じ、カイトはナナルを離はなれさせてから、双そう剣けんを抜いた。同時に、物もの陰かげから幾いくつもの影かげが飛び出してくる。

　人間ほどの大きさもある、犬の姿をした二足歩行の生き物から、巨きよ大だいな蛙かえる、両手が刃は物もののようになった虫に、幾つもの目をもつ獣など、多種多様の魔ま物ものだった。

「こいつらが部下達をやったの!?」

　レジーナが弓を持ちながら誰にともなく尋ねる。彼女の隣にワルフが現れて、肩の上に乗った。

「いえ、単なるこの森に棲すみついた者達でしょう。彼等に人の記憶を奪うばうような能力はないはずです」

　クロエが剣けんを構えると、犬の頭をした魔物、人じん獣じゆうが、手にもった武骨な棍こん棒ぼうを振ふり回まわしながら襲おそい掛かかってきた。彼女は素早く避よけ、返す刀で胴どう体たいを突く。

「――来て、アウロッ！」

　ティアが巨大な蛙、重じゆう蛙けいの飛び上がっての伸のし掛かかりをかわしながら叫さけんだ。

　空中に光が瞬き、黄金の翼つばさをはためかせてティアの幻げん獣じゆうが現れる。彼女は直後に槍やりを振り回すと、重蛙を真まっ直すぐ突き、雷らい撃げきを浴びせた。

「やれやれ。森に入った途端に手て荒あらい歓かん迎げいだな」

　カイトは、両手の刃物を縦じゆう横おう無む尽じんに振り回す剣けん蟲ちゆうの攻こう撃げきを受け止めながら、全身に霊素マリアスを纏まとった。二本の剣を駆く使しして攻せめ立たてていき、隙すきをついて相手を斬きり裂さく。

　しかし視界の隅すみで、無数の目をもつ獣、百ひやく眼がんが周囲のわずかな光を吸収するように輝き始めた。刹せつ那な、目という目から光線が放出され、カイトは急ぎ後退する。髪かみの毛けの先がわずかに触ふれ、嫌な音と臭においを漂ただよわせた。当たれば焼き尽つくされていただろう。

「吹ふき荒すさぶ翠すい光こうの刃よ、創造主の名に於おいて、汝なんじが敵を薙なぎ祓はらえ！」

　すかさずラミネが唱えると疾しつ風ぷうが巻き起こり、百眼の体が衝しよう撃げき波はで切り刻まれた。絶ぜつ叫きようが迸ほとばしり、百眼は悶もだえ苦しむ。

　カイトは再び前に出ると剣を振り抜いた。剣蟲の腕うでが片方、吹き飛ぶのを見ると、即そく座ざに空いた方の得物の切っ先で目を潰つぶす。

「下がって、カイト！」

　刹那、周囲に冷ややかな空気が舞まい降おりた。レジーナが弓の弦つるを引き、攻撃を放つ。氷を纏った矢が、剣蟲の体を一いつ瞬しゆんにて凍こおらせた。

「ティア様、お気を付け下さい！」

　と、人獣の体を瞬しゆん撃げきの下もとに貫つらぬいていたクロエが呼よび掛ける。見ると、ティアと戦っていた重蛙が、地面に顔をつけた後、口を一いつ杯ぱいに膨ふくらませていた。直後にそれを吐はき出す――土くれに混ざっていた石いし礫つぶてが、大気を打うち砕くだきながら彼女を襲しゆう撃げきする。

「いった……！」

　クロエの助言のおかげか直ちよく撃げきは避さけられたものの、幾らか肌はだを打たれたティアが顔をしかめて膝ひざを折った。その隙に重蛙は高く跳ちよう躍やくし、彼女を押おし潰そうとする。

「ティアッ！」

　カイトは疾しつ走そうすると、ティアを抱きかかえて転がった。素早く身を起こして剣を構える。振り払はらった刃が重蛙の巨きよ体たいを一いつ閃せんし、血ち飛沫しぶきを上げさせた。

「このっ、喰くらえーーっ！」

　ティアが槍を投とう擲てきし、切っ先が相手に突き刺ささる。アウロが甲かん高だかい鳴き声を上げた。雷かみなりを纏った槍が強きよう烈れつな輝きを放ち、重蛙は無む造ぞう作さに落下していくと、鈍にぶい音を立てて地面に沈しずんだ。

「……どうやら全すべて片付いたようですね」

　しばらく経たってから、魔ま物もの達たちの動きがないのを確かく認にんし、クロエが剣を鞘さやへ仕し舞まった。

「お、お姉ちゃん、だいじょうぶ……？」

　ナナルが駆かけ寄よってティアに短たん剣けんを当てる。霊素が瞬き、ティアの痣あざになった打ち身が少しずつ消えていった。

「あっはっは。油断しちゃったよ。平気、平気」

　ティアは至って呑のん気きな様子で、ナナルの頭を撫なでる。

「しかし、随ずい分ぶんと手て強ごわい魔物がいるね。これからもこんな調子なのかな。だとすれば面めん倒どうなんだけど」

　カイトは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「まさか、そんなわけないわよ。たまたまに決まってるわ」

　レジーナは肩をすくめて嘯うそぶく。

「だといいんだけど……とにかく、進みましょう」

　ラミネが告げて、一同は、再び森の奥おくへと進んだ。

　しかし、レジーナの言葉が誤りであったことは、すぐに判明した。

　幾らも行かない内、カイト達は、再び同程度の魔物達の襲撃を受けたのだ。

　それらを退けると、レジーナは「ま、まあ、こういうことが続くこともあるわよ」と無む理り矢や理り自分を納得させるように述べたのだが――。

　その想おもいを嘲ちよう笑しようするかのように、更さらに強敵との交戦が続いたのだった。

「ちょっと！　どこがたまたまですって!?」

　ラミネが巫術メデイアで、鱗うろこがびっしりと生はえ揃そろった、蜥蜴とかげに似た魔物を焼きながら叫んだ。

「た、たまたま、たまたま続いてるだけよ！」

　矢を次々と放ちながら、レジーナは尚なおも言い張った。

「お嬢様、たまたまに、たまたまが続けば、それはもう必然なのでは？」

　涼すずしげな顔で続けざまに魔物を打ち倒しながら、クロエが冷静に突っ込む。

「知らないわよ！　第一、わたくしのせいではないし！　いい加減にして欲しいわ！　なんなのよ、この森！」

　人の顔のような模様がついた巨大なキノコを氷の矢で射い抜ぬきながら、レジーナが嘆なげいた。

「ここって強い魔物の中で、今、話題の場所なのかなぁ」

　槍の柄えで攻撃を受け止め、切っ先で魔物を撃げき退たいしたティアが、場にそぐわない間延びした声を上げる。

「あー。あるかもね。『自分の力に自信を持っているのなら、今はこの森が熱い。行かなきゃ話題に乗のり遅おくれちゃうぞ!?』とか」

　カイトは、力無く笑った。

「ま、魔物にも、そういうのあるの？　見物しにきてるだけなのかな。だったら、あんまり、退治しない方がいいのかな……？」

　魔物から狙ねらわれないように避ひ難なんしていたナナルが、真ま面じ目めに告げた。

「そんなことあるわけないわよ。よしんばそうだとしても、なんで観光しにきた奴やつが攻撃してくるのよ！」

　レジーナが声を上げると、肩に居たワルフが「わにゃん！」と同意するように鳴く。

（しかし、このままだと目的地へ着く前に、皆みんな、疲つかれてしまうんじゃないかなぁ。特にレジーナとか）

　いささか不安に思ったカイトだった。

　だが、心配が杞き憂ゆうであると分かったのは、尚も歩みを続けてしばらく経った頃ころのことである。

　あまりにも突とつ然ぜん、ぴたりと、魔物が現れなくなったのだ。

　先さき程ほどまでの騒さわぎが嘘うそであったかのように、場は静まり返っている。

「……どういうことなの、これ」

　レジーナが不ふ審しんがった。

「おかしいですね。このようなことはあまりないはずなのですが」

　経験豊かなクロエですら、事態が読めないのか怪け訝げんな顔をしている。

「なんだか……魔物達、入り口にだけ固まってたみたいだね」

　ナナルがふと思いついたように呟いた。本人的には何気なく紡つむいだ言葉ではあったと思うが、しかし、意外に真実であるようにカイトには思える。

「まさか……恐れてる、とかじゃないよね」

　カイトの言葉に全員が振り返った。

「ああ、いや、奥の方にある『何か』に怯おびえるあまり、この森に棲みついていた魔物達は外への出口付近しかうろつけなかったんじゃないか、とか」

「な、なにかって、なによ。わたくしに分かるよう、教えなさいよ」

　レジーナが少し青ざめる。

「いや、それはオレにも分からないんだけど。ただ、もしそうだとすれば、尋じん常じようでないものが待ってる気がする」

「尋常でないものってなによ!?　クロエもそうだったけど、は、はっきりしないことを口にするのはやめなさいよ！」

「お嬢様、とにかく調査を続けましょう」

　クロエがとりなし、カイト達は再び探たん索さくを開始した。

　魔物が出て来なくなったことは、理由が分からず気持ち悪いことを除けば、こちらとしては大助かりである。

　これならなんとかなりそうだと、慎しん重ちように、進んでいった。

　相変わらず、森の中は暗い為、今がどれほどの時刻なのかが分からない。

　しかし――体感にして随分と経ったと思った頃、カイト達は奇き妙みようなことに気付いた。

「……ねえ。なんか、この森、大き過ぎない？」

　ラミネの言う通りである。

　カイトが入る前に大体の見当をつけたところ、この森は、どれだけ広くても半日でもあれば奥に辿り着けるはずだった。

　しかし、どう考えてもそれ以上は歩き続けているというのに、未いまだ何も見えてこない。

「また道を間ま違ちがえたのではないの？」

　レジーナが指し摘てきするが、地図を持っていたラミネは首を横に振ふった。

「そんなに複雑な構造はしてないわよ、この森。泉があるって教えられたところまでは、ほぼ一直線だし。変ねぇ……」

　カイト達は辺りを見回すが、特に周囲に変わりはない。先程と同じように、林立した木々が並んでいた。

「……待てよ」

　ふと、ある違い和わ感かんに囚とらわれ、カイトは述べた。

「おかしいよ、この森。変わりが無さ過ぎる」

「ど、どういうこと？　お兄ちゃん」

　カイトの服を掴んでいたナナルが見上げてくる。

「いや……森なんてどこも同じような景色だから特におかしいとは思わなかったんだけど。それにしても、あまりにさっきから似たようなところが続いてる気がする。まさか……」

　こちらの言わんとすることを、レジーナも悟さとったようだった。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。じゃあ、なにか？　わたくし達は……でも、そんな……！」

「え、なに？　どうしたの？　なにがあったの？」

　まだ分かっていない様子のティアは、きょとんとしている。

「あ、あれ。皆、見て、これ！」

　その時、ラミネが驚きよう愕がくしたような声を上げた。

　カイトを始めとした全員が注視すると、彼女は、ある方向を指差している。

　そこには、苔こけむした切り株があった。

「これがどうしたのよ？」

　レジーナが怪訝な顔をすると、ラミネは慌あわてたように腕を振る。

「覚えてないの？　この切り株――さっき、見たわよ!?」

「え……う、うそでしょ……お姉ちゃん……」

　ナナルがか細い声を上げた。

　彼女だけではない。誰だれもがそう思っていた。

　だが、ティアが膝を曲げて、じっと切り株を見つめ、

「あ……本当だ！　これ、覚えてるよ。わたしがさっき飛び乗ったところだし。ほら、跡がついてる」

　そう発言したことで、周囲に緊きん張ちようが走った。

　なるほど。確かにティアの指摘通り、切り株には薄うつすらと彼女が立ったであろう靴くつの跡が残っていた。

「……つまり、こういうことですか」クロエが辺りを警けい戒かいするように見ながら続ける。「私達は――同じところを、延々と回り続けていたと」

「そ、そんな馬ば鹿かなことあるはずないわ。どうしてなのよ。この森は迷うようなところではないはずなのよね!?」

「そのはずなんだけど……おかしいわね。どうなってるのかしら」

　レジーナが焦あせり、ラミネも地図を何度も確認したが、事は解決しなかった。

　正体不明の、言い知れぬ不安感だけが、皆の間に漂い始める。

「お、お兄ちゃん……どうすれば、いいのかな」

　ナナルが顔を曇くもらせて、カイトに縋すがってきた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。皆がいればなんとかなる。だから安心して」

　カイトは微ほほ笑えみながら、ナナルの頭を優しく撫なでる。

「木の上に登って周りを確かめてみようか？　そうすれば何か分かるかも」

　ティアが軽く手を打って提案した。

「そ、それで分からなかったら、どうするのよ？　大体、妙なことをして、また何かあったら……」

　レジーナが尋ねると、ティアはあっさりと答える。

「その時はその時、考えればいいよ」

「そんなの、あまりに行き当たりばったりよ……！」

「でもここで難しい顔で唸うなってても何ともならないなら、思いついた端はしからやった方がいいよ。そうすれば、その内に何とかなるかもしれないし」

　にっこりと笑うティア。その言葉には、虚きよ勢せいではなく、本気で信じている節があった。

「……そ、そういうものかしら」

「そういうものだよ。んじゃ、いってきまーす」

　手を振って、ティアは駆けていった。

「……変な子ね。何の根こん拠きよもないのに、あれだけ自信たっぷりに」

　感かん慨がい深ぶかげに、レジーナが呟つぶやく。

「その辺りがティアの凄すごいところだね。オレも尊敬してる」

「尊敬……」

　レジーナはカイトの言葉を繰り返し、顎あごに手を当て、考え込んだ。

「うん、この辺が良いかな。よし、登ってみよう」

　ティアは、近くにあった木を手で叩たたき、足をかけようとした。

　――だが。

『触ふれるな……！』

　突とつ如じよとして、おどろおどろしい声が、何処どこからともなく響ひびいてきた。

　同時に、地じ鳴なりにも似た音が轟とどろき、辺りが揺ゆれ始める。

「おわっ。な、なに？」

　慌てて飛び降りたティアが、周囲に視線を飛ばした。

「ティア、こっちに戻ってきなさい！」

　ラミネが叫んで呼び寄せ、ティアは急いで踵を返そうとした。

　その直後――彼女の背後で、信じられない現象が起こる。

　立ち並んでいた木々が小刻みに震ふるえ、枝葉を激しく揺らしたかと思うと、一いつ斉せいに土から這はい出でて来たのだ。

「へ……な、なんなのよ、あれは……！」

　レジーナが愕がく然ぜんとなるのも無理はなかった。

　まるで無数の脚あしを生やしたかのように根を動かしながら、木という木が大地を移動しているのだ。まるで悪夢のような光景だった。

「このような魔物は見たことがありません。一体なにが……」

　クロエが呟きながらも、自身の剣に手をかけた。

　カイト達が見ている内、木々の腹が真っ二つに裂さけたかと思うと、まるで口のような形になる。

『出て行け……』『おぞましい人間どもが……』『消えろ……』『この森からいなくなるのだ……』『いなくなれ……』『出て行け……』

　そこから、世にもおぞましい声が次々に放たれた。そして、

『出ていけええええええええ！』

　間もなく、一斉に、こちらへと襲い掛かってきた。

「なんだか分からないけど、やるしかないみたいだね。行くよ！」

　カイトは双剣を抜いて構えると、場に居た全員もまたそれぞれの得物を構える。

「こ、こっち来ないでよ、気持ち悪いわね！」

　レジーナが弓を構えて、凍いてつく矢を幾いく本ほんも連続して放った。

　それを始まりとするように、カイト達は、戦せん闘とうを開始する。

　太い枝を振り回しながら突とつ撃げきしてくる木の化け物をかわし、武器を振るい、身を打ち払っていった。

　双剣が切り裂き、槍と長ちよう剣けんの切っ先が胴体に穴を空ける。

　たじろいだ敵の体を炎の渦うずが包つつみ込み、次々に燃やし尽くしていった。

「なんだ、弱いじゃない！」

　思っていたよりも手て応ごたえがないことに、レジーナが余よ裕ゆうたっぷりな笑えみを漏もらす。

　またたく間に数を減らされた木々達は、動どう揺ようしたように蠢うごめいた。

「このまま攻せめていくよっ！」

　頭上で槍を振り回したティアが先導する。

　しかし彼女は、その最中で足を止めた。

　木の化け物達が、互たがいに枝と枝を合わせ、まるで肩かたを組むような体勢をとったのだ。

「……何をするつもりかな」

　ナナルが囁ささやいたところで、変化が始まった。

　木々の枝が伸び、絡からみ合あうと、次々に繋つながっていく。枝だけではない。胴体そのものもくっつき、まるで溶とけ合うようにして重なると、異常なまでの速度で成長していった。

　目を見開くカイト達の前に、やがて現れたのは、こちらを遙はるか頭上から見下ろす存在。

　人の形を取った巨大な樹木――。

　まさに木の巨きよ人じんともいうべき、数すう匹ひきの化け物であった。

「な、なによそれえええええええ！　反則よーーッ！」

　レジーナが叫んだが、木の巨人達は無論、聞いてくれなかった。

『こざかしい人間どもめ……』

　何人かが唱和するような声が、森を震しん撼かんさせる。

『この森から出て行かないのであれば、粉こな微み塵じんに潰してくれるーーッ！』

　地じ響ひびきを立てながら踏ふみ出だし、巨人が巨大な枝――いや、腕を振るった。

　カイトがティア達と共にかわすと、目の前の地面が轟ごう音おんと共に陥かん没ぼつする。

　視界を隠すほどの土ど砂しやが舞まい上あがる中を、カイトは掻かい潜くぐり、霊素を纏った刃を交差させた。十字の軌き跡せきが巨人の腕を斬きり飛ばす。

「やった！　大きくてもやっぱり脆もろいじゃない！」

　ラミネが快かい哉さいを叫んだ――が、すぐに「……嘘!?」と息を呑のむ。

　巨人の千切れた腕の断面が、凄すさまじい勢いで成長し、一瞬で元に戻ったのだ。

　ティアが槍で別の巨人を突き、胴体の一部を破は壊かいしたが、結果は同じだった。

「再生能力、というわけですか。厄やつ介かいですね」

　長剣を構えたクロエが高速で接近し、連続した刺し突とつを繰くり出す。

　しかし、目にも留まらぬ剣けん捌さばきにも拘かかわらず、切っ先が穴を空ける先から次々と埋うまっていった。

　と、そこで、クロエが狙っていたのとは別の巨人が彼女に手を伸ばす。到とう底てい届きそうにない距きよ離りであると思われたが――。

　驚おどろくべき速度で腕が成長すると、大きく伸び、クロエを掴つかみ取とってしまった。

「まずい……！」

　さすがに予想していなかったのか、初めてクロエの顔にわずかな焦りの色が表れる。

　木の巨人はそのまま、掴んだ彼女を勢いよく持ち上げ、地面に向けて叩きつけた。

「翠光の刃よ、創造主の命に従いその身を躍おどらせたまえ！」

　ただその寸前、ラミネが唱えた巫術により衝撃波が生じ、巨人の腕が吹ふき飛とばされる。クロエは空中で体勢を立て直すと、かろうじて受け身をとることに成功した。

　素す早ばやく立ち上がり、得物を構えた彼女に、更に相手が迫せまる。

「下がっていなさい、クロエ！　わたくしに任せておけばいいわ！」

　その時、レジーナがクロエの前に出ると、弓の弦を引ひき絞しぼった。

「フン、再生能力だかなんだか知らないけど、わたくしの力があれば……！」

　呼び出されたワルフが短く鳴き、周囲に広がる空気が矢を凍らせる。

　レジーナが、今いま正まさに、攻撃の一手を打ち放とうとした瞬しゆん間かんだった。

　巨人が嘶いななきのような咆ほう哮こうを上げた途と端たん、彼女の足元で鈍い音が鳴る。

　やがて、それは大地から生えた無数の枝となって伸びると、彼女の動きを拘こう束そくしようとした。

「え、嘘……!?」

　咄とつ嗟さのことで反応出来ずに固まるレジーナ。しかし彼女は、勢いよく横に押されて転がった。

　クロエが代わりにレジーナの居た場所に立ち、剣を振るう。枝の幾つかが砕くだけ散ちった。

　残った分に、カイトとティアが向かい、次々と薙なぎ払っていく。

「また何も分からずに前へ出られましたね。以前に経験したことを、もうお忘れですか！」

　短い息をついた後で、クロエが背中越ごしに、レジーナを厳しく叱しかった。今までのように半ば冗じよう談だんが交じったような口調ではなく、はっきりとした怒いかりを孕はらんだものである。

「いいですか。あなたは未熟なのです。いずれ誰かの前に立ちたいというのならば、まず自分に出来ることと出来ないことを把は握あくし、躊躇ためらいなく他の者を頼たよるようにして下さい。そうしなければ、誰もあなたを信用してついてきてはくれませんよ」

　呆ぼう然ぜんとするレジーナは、地面に腰こしをつけたまま、クロエを見上げた。

「今のあなたに必要なのは――己おのれの弱さを、認めることです！」

　しかし、次に振ふり返かえったクロエがレジーナに向けたのは、柔やわらかな笑みである。

「そうして仮かり初そめでなく、真の自分に自信を持ちなさい。ドジでうっかりでどうしようもなくヘタレなお嬢じよう様さまですが……私や他の皆は、存外、あなたのことが好きなのですから」

「……クロエ」

　巨人が迫ってきた。一斉に拳こぶしを振り上げ、こちらを叩き潰そうとする。

　そこへ風鳴りと共に槍が飛来した。地面に突き刺さった途端、鳥の声と共に激しい雷が火花を散らす。巨人たちはたじろぎ、後退を余よ儀ぎなくされた。

「レジーナ、わたしは料理も出来ないし、頭も良くないし、だらしないところばっかりだよ」

　ティアがレジーナの横に立つと、自分の胸を強く叩く。

「だけど自分のエメルタが、家族が大好きな気持ちだけは誰にも負けない。だから何があっても守ろうと思ってる。――そうしたら、皆も同じ想いを返してくれたよ」

　そんなティアを、カイトや、ラミネや、ナナルは微笑みながら見つめた。

　何かを思うように眼まな差ざしを送るレジーナに対して、ティアは口元を緩ゆるめてみせた後、前を向く。
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「しかし参ったねえ。これ、どうやって退治すればいいんだろう」

「巫術を使ったところで何もかも元に戻もどるんじゃ、無む駄だでしかないわよね」

　じりじりと距離を詰つめてくる巨人に、ラミネがうんざりした様子を見せた。

「……仕方ないか」

　そこで、状じよう況きようを見み極きわめてみたカイトは決断する。

「お兄ちゃん……？」

　小首を傾かしげるナナルの頭を撫でて、カイトは歩き始めた。

「あんまり派手にやるとフレッサに怒られるんだけどね。まあ、許してくれるよ、きっと」

　多少の小こ言ごとは覚かく悟ごしなければならないが、と思いつつ。

「皆、下がって。――ちょっとだけ、派手にいく」

　こちらの言動の意図が読めないのか、レジーナやクロエは眉まゆをひそめた。

　が、ティア達が二人の手を引っ張ると、半ば無理矢理に後方へと避ひ難なんさせる。

『何をするつもりだ、小こ僧ぞう』

　巨人が濁にごった声でせせら笑うと、別の者達も続いていく。

『たかが人間が嗤わらわせてくれる』『どんなことをしても無駄だ』『我らはどんな傷を受けても無限に再生する』『無駄な抵てい抗こう』『やってみるがいい』

　最初の巨人が、からかうような調子で告げてきた。

『それとも――根こそぎ消しよう滅めつさせるとでも言うのか？』

　カイトは双剣を握ったまま、肩を押さえた腕を、準備運動がてらに何度か回す。

「あ、いいね。じゃ、それ、採用で」

『……なに？』

　意識を集中させ――体の内側に眠ねむっていた力を、一気に解放した。

　爆ばく発はつ的てきな勢いで霊素が立ち上り、辺り一帯を真っ白く染め上げる。

『……なに……！　な、なんだ、この力は。小僧、いったい何を……！』

　先程まで余裕を見せていた巨人たちが、一斉に動揺し始めた。

「だから、消滅させるんだよ」

　得物を構え、カイトは淡たん々たんと呟いた後で、

「――跡あと形かたもなくね」

　得物を、無造作に振り払った。途端に強烈な疾風が巻き起こり、カイト達の服を騒がしく揺らす。

　表現し難がたい異音が世界を支配した。肥大化した霊素が刃やいばとなって、まるで世界を切り裂くように虚こ空くうを走ると、巨人達に牙きばを剥むく。

『ごっ……！』

　何かを喋しやべる暇ひますらない。瞬まばたきする間に、巨人達はカイトの放った攻撃に巻き込まれ、微み塵じんと化したのだった。

「……あ、ちょっとやり過ぎたかも」

　カイトは剣を鞘さやへと仕舞いながら、目の前の景色を見つめて、ぽつりと漏らす。

　巨人達どころではない――森の一部が、無くなっていた。

　先程まで林立していた木々は影かげも形もなくなり、地面が奥の方まで真っ直ぐに深く抉えぐれてしまっている。

　まるで、途と方ほうもない規模を持つ生物が、あらゆるものを食い尽くして通り過ぎてしまったかのようだった。

「な……なによ、これ。なんなのよ……!?」

　レジーナが呆あつ気けにとられたように、声を上げる。

「カイト、あなた、何者なの!?」

「いやどこにでもいる平へい凡ぼんな男だけど」

「どこにでもいる平凡な男は一瞬で森をここまで破壊しないわよ！」

「頑がん張ばったら出来るよ。レジーナも」

「さすがのわたくしもそればかりには自信を持てないわ!?」

「まーまー。世の中色々あるってことだよ」

　ティアがレジーナの肩を後ろから叩いた。

「いやこれそういう段階!?　ちょっと、ティア、あなた何か知ってるんでしょ!?」

「はっはっは。はっはっは。はっはっはー」

「なぜ笑うだけなの!?」

「まあ、うちのカイトはちょっとだけ変わったところがあるから」

　ラミネがとりなすと、

「でも、お兄ちゃんは、お兄ちゃんだよ。優やさしくて……好き」

　ナナルが囁き、少し頬ほおを赤らめた。

「オレもナナルが好きだよ！　さあ、おいで！　抱だき締しめてあげようーーっ！」

「そんな呑気な状況じゃないのよ！」

　ナナルに駆け寄ったカイトだったが、レジーナに襟えり首くびを掴まれて止められる。

「さあ説明しなさい。今すぐわたくしに全て話しなさい！」

「ちょ、ちょっと、離してよ！　ナナル！　ナナルがオレの愛を待ってるんだ！　その前にはレジーナの疑問なんて風の前の塵ちりに同じ！」

「どう考えてもこっちの方が重要な問題よっ！」

「まあ、良いではありませんか、お嬢様。人には色々な事情があるものです」

　カイトがレジーナに追つい及きゆうされていると、クロエが得物を収めながら事もなげに告げた。

「そんなことで片付くことじゃないわよ。あなた、平気なわけ!?」

「気にはなりますが、比ひ較かくすると、今日の夕食の内容と同程度の興味です」

「この結果を見てそう言えるあなたが、そろそろ大物に見えてきたわよ……」

「恐きよう縮しゆくです。お嬢様ほどではありませんが」

「え、そ、そう？　わたくし、大物？」

「はい。大――それたことを言うけど実際それほどでもない――物だと思っております」

「……今なにか間に挟はさまなかったかしら？」

　レジーナが睨にらみつけたが、クロエは素知らぬ顔をする。

「ねえ、それより、早く出発した方がいいんじゃない？　邪じや魔まな木が無くなったから、今度こそ真っ直ぐ進めるわよ。早くしないと、また生えてくるかも」

　そこでラミネが提案すると、レジーナはようやく「……それもそうね」と渋しぶ々しぶ引き下がった。

　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、ようやく本来の目的を果たせそうだと、カイト達たちは再び出発した。

　ほとんど荒こう野やに近くなってしまった森を進んでいったのだが、そこで、不思議なことが起こる。

　奥へと行くに従い、残存していた木々が土から這はい上がると、道を開くようにして、遠ざかっていくのだ。

　まるで、こちらの存在に怯おびえているかのように。

（……ま、あれだけすれば当然か）

　カイトは頭を掻いた。

　やがて――間もなく、突然、ぽっかりと開ひらけた場所に出る。

　円形状になったところで、大きな泉に綺き麗れいな水が揺蕩たゆたっていた。

「これが【失なくさずの泉】なのかな？」

　ティアが水面を覗のぞき込んだ。深い底がはっきりと分かるほどに透すき通とおっている。

「恐おそらくはそうでしょう。では、依い頼らいを果たします」

　懐ふところから空の瓶びんを取り出したクロエが、蓋ふたを外して水を汲くんだ。

「これで終わりか。そうなると、ちょっと呆気ないね」

　カイトは辺りを見回しながら呟く。

「だけど、結局、わたくしの部下の記き憶おくを奪ったのは何だったのかしら。あの巨人達？」

　レジーナが腕を組んで首を傾げた。

「殴なぐって傷つけたり、気絶させたりするならまだしも、あいつらにそんな芸当が出来るとは思えないけどねえ」ラミネも悩なやむように眉み間けんに皺しわを寄せる。「大体、あいつら、なんなの？　あんな魔ま物もの、聞いたことないけど」

「そういえば、そうだね……。わたしも、見たことないよ」

　ナナルが不思議がった。勉強の為ため、普ふ段だんから様々な本を読んでいて、魔物のことにも詳くわしい彼かの女じよが何も知らないのは、非常に珍めずらしいことである。

「どうにもはっきりしないことが多いわね。クロエ、どう思う？」

　レジーナが傍かたわらにいたクロエに話を振った。

「そうですね。私が考えていることはただ一つです」

「ほう……」

「目的を達成したのだから早く帰りましょう。お腹なかが空きました」

「……あなたねえ」

　こめかみをひくつかせながらレジーナは押おし殺ころした声を上げたが、

「あ、賛成、賛成！　お肉が食べたい！」

　ティアが飛び跳はねるように挙手をする。

「ティアは別にお腹が空いてなくても、いつでもお肉なら食べるでしょ」

　ラミネがやれやれと嘆なげくように息を吐はいた。

「ま、分からないことはあるけど、一ひと先まず、帰ろうか？　レジーナの部下さん達にも報告してあげないといけないしね」

　提案したカイトに、全員が同意する。

　踵きびすを返し、帰り路みちを急ごうとしたが、

「……あれ。お兄ちゃん、ちょっと待って」

　カイトは、ナナルに服を引っ張られた。

「ん、なに、どうしたの。あ、さっき抱だき締められなかったから、続き？」

「そ、そうじゃなくて……ちょっとだけそれもあるけど……ええとね。あそこ、家があるよ」

　ナナルが指差した方向を見ると、確かに、一軒けんの家屋がある。

　奇妙だったのは、よくあるような木材を切り倒たおして加工し、組み合わせたものではないということだ。

　壁かべや屋根に切れ目がない。ありえない話だが、まるで、一本の木がそのまま建物の形になったようだった。

「んん、誰かが住んでいたのかな」

　カイトが怪け訝げんに思っていると、レジーナも眉をひそめる。

「こんな物ぶつ騒そうな森に？　もしそうだとしたら、普ふ通つうの人間ではないわね……」

　その時、唐とう突とつに、扉とびらが開いた。

「……ん？　あれ、珍しいな。この森に人が来るなんて」

　家から出てきたのは、一人の青年である。

　優しげな顔立ちをしており、細身の体にエプロンを付けた姿は、拍ひよう子し抜ぬけするほどどこにでもいる人物に思えた。

「なにか、ご用ですか？」

「えっと……すみません、あなたはどなたですか？」

　他の面々を代表してカイトが尋たずねると、青年は「ああ」と呟いてから、笑え顔がおを見せる。

「すみません。ぼくはデューと申します」

「そうですか。こちらこそ突然、すみません。オレはカイトっていいます。求索士をしていまして」

　カイトがまず名乗ると、他の面々も順番に自己紹しよう介かいをした。

「これはご丁てい寧ねいにありがとうございます。みなさん、求索士ということは、この森には何かの依頼で？」

「ええ、失くさずの泉の水をとってこいと言われまして」

　説明したカイトに、デューは泉の方へと視線をやる。

「なるほど。それは大変でしたね。そこにあるのがそうです。ただ、この泉に特別な力はありませんよ。ただの水です」

「あ、やっぱり、そうですか」

「ええ。まあ、噂うわさは噂ということですね」

　ははは、とデューが朗ほがらかに笑うので、カイトもつられて表情を緩めた。

「あのね。和なごやかに世間話をしているところ、悪いんだけど」

　そこで、レジーナがずいと前に出る。

「あなたこそ、こんなところで何をしているの。わたくし達、ここに来るまでに木の巨人に襲おそわれたりして、大変な目に遭あったのよ。よく平気で暮らせているわね」

「……あ、そうですか。大変な目に遭いましたか。平気な様子で来たから、何かの気まぐれであなた達を通したのかと思ったんですが」

　まいったな、という顔でデューは頭を掻かいた。どうやら、なにかの事情を把は握あくしているようだ。

「ぼくは職人でしてね。以前は近くの村に工こう房ぼうを持っていたんですが、ちょっと色々あってここに居きよを移してるんです」

「職人って、なんのですか？」

　ティアが好こう奇き心しんに駆かられたように質問を投げかける。

「幻器クラフト作りですよ。一族代々でやっていまして」

　へえ、とカイト達は驚きの声を上げた。

　空劫結晶ユニス・マテリアと素材を組み合わせて求索士の使う幻器を生み出す、専門の職業があることは、もちろん広く知られているところだ。

　ただ、職人というと大体が気が荒あらく、手が早い印象があった。デューが醸かもし出している雰ふん囲い気きとは、とても結び付かない。

「でも……職人さんが、こんなところに住んでいるのは、ますます珍しいですね……？」

　ナナルが訊きくと、デューは頷うなずいた。

「ええ。実は、森を出られない訳がありまして」

「訳……ですか」

「はい。それが、あなた達が遭そう遇ぐうした木の巨人と繋つながっています」

　はっきりと口にした言葉にカイト達は目を見開いた。

「デューさん、あの巨人のこと、知ってるんですか？」

　ティアが身を乗り出す。

「そうです。ただ、ぼくがお話しするよりも、本人の口から聞いた方がいいでしょう」

「本人……ですか」

　クロエがわずかに眉をひそめながら零こぼすと、デューは口に手を当てて叫さけんだ。

「いるんだろ。出て来いよ――エスティ！」

　途端、空中で何かが弾はじける音がした。

　かと思うと、突然、目の前に小こ柄がらな影かげが現れる。

「はいはーい。どうしたの？　世界で一番愛いとしいお方」

　影の正体は、女の子だった。見た目はティア達と同じ歳としくらいに見える。どんぐりに似た丸い瞳ひとみが愛らしく、胸むな元もとと腰を布が覆おおうだけの、露ろ出しゆつ度どの高い服装を身に着けている。垣かい間ま見みえる真っ白い肌はだには、入いれ墨ずみのような模様が刻まれていた。

「エスティ、キミ、またやっただろう。森に入った人を追い返そうとしたな？」

「えー？　エスティ、知らないわよ。ずっと寝ねてたもの」

　エスティと呼ばれた女の子は、デューに向かって頬を膨ふくらませた。

「嘘うそをついても分かるぞ。そこにいるカイトさん達が証人だ」

「……へ？」

　きょとんとしたままで、振り返ったエスティは、こちらの姿を見て目を見開いた。

「ええええええーっ!?　うっそぉ、なんでここにいるの!?　巨人達は!?」

「倒したよー。うちのカイトが」

　ティアがこちらを指差してくる。

「なんでなんでなんで。そう簡単にやられる奴やつらじゃないのに。あなた、一体、何者？　名前は仕事は住んでるところは趣しゆ味みは将来の夢は？」

　ぐるぐると回りながら、エスティが立て続けに質問してきた。

「カイト＝ウリオス。求索士。住んでるのは皇都。趣味は家族を愛すること。将来の夢は家族と今以上に幸せに暮らすこと！」

「わぁお、恥はずかしげもなく愛を叫ぶその姿、嫌きらいじゃないわ！」

　カイトの目の前に浮うかび、エスティは何度も手を叩いた。

「でも、ごめんなさい。エスティの恋こいはデューにだけ向けられてるの！」

「いや別に君を口く説どいた訳じゃないんだけど」

「それにしても驚いたわー。まさかエスティの部下が倒されるなんて」

　話を聞く気はないようだ。エスティはぐるりと縦に回ると、再びデューの元へと行った。

「いや、実はあなた達が戦った巨人は、全部、エスティが生み出したものなんです」

　デューが申し訳なさそうに頭を掻く。

「……どういうことよ。どうしてその、ちょっと鬱うつ陶とうしい子にそんな芸当が出来るの？　というかその子、何者なのかしら」

　腕うでを組んだレジーナが、眉を顰ひそめながら尋ねた。

「鬱陶しいなんてひどいなー。エスティはエスティなりに頑張って生きてるんだけどなー」

　エスティはあちこち飛び回りながら、誰にということもなく声を上げる。

「そういう小刻みに動くのが鬱陶しいの！　ちょっとじっとしてなさい！」

「あはは、やだよー」

　からかうように笑いながら、エスティはデューの頭上で足を組んだ。

「見てお分かりになる通り、エスティは人間ではありません」

　不意に、デューはエスティを見上げながら、

「彼女は【森しん精せい族ぞく】。この森に古くから住んでいる、魔物なんです」

「やっぱり、そうなんですね。見た目は人間そのままですけど……」

　ラミネが目を瞬かせ、まじまじとエスティを眺ながめた。デューは頷き、

「今から、数年ほど前のことなんですが――」

　やがて、語り始める。

　当時、彼かれは職人になったばかりで、練習の意味もあってとにかく様々な幻器を作り続けていた。

　そのせいもあって、素材がすぐになくなってしまい、皇都に流通している分だけでは足りなくなってしまったのだという。

「一体、どれくらい作ってたんですか？」

　ティアの疑問にデューは思い出すように視線を上げながら答えた。

「大体、一年で五十個くらいですかね。もっとだったかもしれません」

「五十個!?　それは、すごいですね」

　カイトは感かん嘆たんの息をもらす。話で聞いただけだが、幻器の製作というのは相当に難しい技術を要するらしく、一流の職人でもせいぜいが一年に五つも出来れば上等だという。

「まあ、父や祖父に手伝ってもらってたということもありますけどね」

　デューは謙けん遜そんしつつ、

「そんなわけで、まだ新人でお金もないことですし、ぼくは自分で素材を集めにいったんですよ」

　空劫結晶は元より、他の材料をも求めて、デューは世界各地を旅した。

「魔物もいますし、霊素は幾いくらか扱あつかえたので、一応、求索士の資格も得ました」

「努力家ですね。どこかの勢いしかない大手エメルタの次期長にも見習って欲ほしいくらいです」

「遠まわしに嫌いや味みを言うんじゃないわよ」

　レジーナがクロエをじろりと横目で射い抜ぬいた。

「お嬢様も見習ってください」

「直ちよくで言えばいいってものでもないわよ！」

　がなりたてるレジーナを見たエスティが、腹を抱かかえて笑う。

「こら、よせよ、エスティ。ええと……話を戻しますね。で、この森に良質の水と、鉄に混ぜると強度が増す薬草があると聞いて、訪おとずれたんですが」

「そこで、エスティに出会ったんですか」

「ええ。ぼくは求索士であるものの、自衛の為に心得を学んだ程度なので、戦いの技量に優すぐれているとはとても言えません。木の化け物と一いつ緒しよに現れた彼女を見て、正直、殺されると思いました」

　カイトの相あい槌づちに、デューは苦笑いを零した。

「だから、もうこれしかないと思って――頭を下げたんです」

「頭を下げた？」

「はい。ご覧の通り、エスティは人の言葉を喋しやべることが出来ます。それならば可能性はあるのではないかと、誠心誠意、お願いをしてみたんです。ここには必要な物を探しに来ただけだ。キミ達の縄なわ張ばりを荒あらすつもりはない。だから通して欲しい、と」

「へえー。すごい。デューさんって、度胸あるんだねえ」

　ティアが感心した。確かに、魔物相手に堂々と頼たのみごとをするなど、あまり聞いたことが無い。

「いやぁ、無む我が夢む中ちゆうだっただけですよ。どうにでもなれという気持ちで。だけど……エスティにとっても、それが意外だったみたいで」

　照れたように、デューは俯うつむいた。

「だって、人間ときたら、エスティを見るだけで襲おそい掛かかってくる奴やつばっかりだったんだもん。そりゃ、お昼ひる寝ねしている時に騒さわがしくしてたり、勝手に森の木を切り倒したりしてる奴等には、ちょこっとだけお仕置きしたけどさ」

　エスティは浮ふ遊ゆうしながら胡坐あぐらを掻くと、大きく頬を膨らませた。

「だから、デューにはびっくりしちゃった。魔物に対して、あんなに礼れい儀ぎ正ただしくしてくれる人を見たのは初めてで。なんて素す敵てきなんだろうって思ったの」

　ゆっくり降りてきたエスティが、後ろから、デューの首にしがみつく。

「でね――エスティ、デューが、好きになっちゃった！」

「ええ!?　ほ、惚ほれたってこと!?」

　ラミネが予想外の展開に素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「だって、格好良いでしょ？　デュー。こんな人にそんなことされたら、そりゃ、エスティじゃなくてもときめいちゃうよ！」

　頬を染めたエスティが、デューに、「ねー？」と話しかける。

「いやあ……はは。ぼくも驚いたんですけどね。話してみると、魔物と言ってもエスティはすごく接しやすくて。気のいい子なんで、素材集めにも協力したりしてもらう内に、すっかり仲良くなったんですよ」

「はあ……魔物と仲良く、ねえ……」

　にこにこしながら話すデューに、レジーナがなんともいえない顔をした。

「わ、分かります……魔物でも、ちゃんとお話ししてみると、いいヒトだったりしますよね。ヴィーさんも、そうでしたから」

　ナナルが賛同しつつ、手をぐっと握にぎる。
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「ヴィーさん？　ヴィーさんって誰だれよ」

　レジーナは振ふり返って、ナナルへ訝いぶかしげな顔を向けた。

「ナナル、その話はややこしくなるから置いておきましょうね」ラミネが口を開き、「でも、それで、どうしてデューさんがここで暮らすことになるんです？」

「ああ。はい。ここからが本題なんですけどね」

　デューはエスティに向けていた笑みを引っ込め、困ったような表情を作った。

「エスティと親しくなれたのはいいんですが、材料が揃そろったので街に帰ろうとしたら、彼女がダメだっていうんですよ」

「どうしてですか？」

「そんなの、当たり前じゃんっ！」

　質問を発したカイトに、エスティが噛かみついてくる。

「だって、街には人間の女の子が沢たく山さんいるんでしょ？　そんなところにデューが住んでたら、もう、もてて、もてて、もて過ぎて、選より取どり見み取どりになっちゃうじゃん！」

「……そういうもの？」

「そういうものだよ！　あなた、女心ってものが、全然分かってないね！」

　エスティに鋭するどく指差され、妙みような説得力に、カイトは「うっ」と呻うめくことしか出来なかった。

「まあ、カイトが女心を分かってないというところには若じやつ干かん、同意せざるを得ないわねえ」

　おまけにラミネまで、うんうんと、納なつ得とくするように頷く始末である。そう言われると、そもそも女心が何なのか知らないこちらとしては、押し黙る他はない。

「そうだよー。カイトは、わたしが欲しいって思ってるものを、好きなだけくれないんだよ。女心を全然把握してくれてないよ！」

　そこで、ここぞとばかりにティアが両手を振り上げた。

「いや、ティアの場合は全部食べ物だから。言われるままあげてるとキリがないから」

「どさくさ紛まぎれに自分の欲求を性別のせいにしちゃダメよ」

「お姉ちゃん……あんまり食べ過ぎると、お腹、壊こわしちゃうよ……？」

　が、カイト、ラミネ、ナナルから順番に否定されて、ティアは「ええ!?」と衝しよう撃げきを受けた顔をする。

「でもエスティ、何度も言ってるけど、ぼくは、キミが思ってるより女の人に好かれたりしないんだよ。今まで仕事ばかりでろくに彼女すらいたことがないんだから」

　デューがため息交じりに、エスティへ視線をやった。

「なに言ってるの！　それはデューが想おもいに気付いてなかっただけ！　こんなに格好良くて、エスティが夢中になっちゃうほどなんだから、きっとあなたを好きな人は沢山いるわ！」

　確信をもって主張するエスティに、デューは「そ、そうかなあ」と当とう惑わくしつつも、まんざらでもない笑えみを浮かべている。

「……デューはデューで、エスティに好かれているのが嬉うれしいみたいね」

　レジーナがカイト達に囁ささやいてきた。

　魔物と言えど、エスティの見た目は人間の女の子とほとんど変わらない。加えて顔が可愛かわいく、性格も合うとなると、無理もないのかもしれない。

「だからデューにはずっとこの森に居てもらうの。街になんか行かせないんだから！」

　意思を表明するかのように、エスティがデューを強く抱き締めた。

「もしかして、あの家はエスティ様がお造りになられたのですか？」

　クロエが近くにあった、デューの出てきた建物を指す。

「そーよ。エスティはねえ、樹木に命を与あたえて動かしたり、色んな木の実や花を咲さかせたりすることが出来る力があるの」

「じゃあ、あなたが巨人を生み出したって、もしかして、その力を使ったってこと？」

　レジーナの質問に、エスティは自じ慢まんげに胸を張った。

「その通り！　あれでこの森に来た奴等を追おっ払ぱらってるのよ。万が一にも、デューを連れ戻そうとしてる奴等が来ないようにね！」

「じゃあ、ここに入った求索士が怪け我がしてたり、森の外で倒れてたり、何も覚えてなかったり、眠ったままになっていたのも？」

　ティアが目を瞬しばたたかせると、エスティは「そう、正まさにその通り！」と指を立てる。

「もしかして、オレ達が森の同じところをぐるぐる回っていたのも……」

　半ば返答を予測しながらカイトが問うと、案の定、エスティは頷いた。

「全部、エスティがやったことよ。邪魔な奴等が来たら、幻げん惑わく効果のある花を咲かせた上で、花粉を嗅かがせて道に迷わせる。それでも進もうとするなら、巨きよ人じんを使って追い出すの」

　ゆっくりと空中を移動しながら、

「で、最後には最初とは別の、催さい眠みん作用の花粉で眠らせ、さよならってわけ。ついでにここに関する記き憶おくも奪うばう力があるから、一石二鳥なのよ」

「おかげでわたくしの部下は酷ひどい目に遭ったのよ!?　許せないわ！」

　腰に両手を当てて、レジーナが眉まゆ尻じりを吊つり上げた。

「逃げるなら追いかけないのに、向かってくるからいけないんじゃない。それに、あんまりひどい傷は与えてないはずだよ。デューが悲しがるから」

「確かに……彼らの怪我は、長くても数日程度で回復するものでしたが」

　クロエが告げたものの、レジーナはそれでも、憤ふん懣まんやるかたないといった様子で鼻息を荒くする。

「すみません。ぼくからも謝あやまります。どうにもやっぱり、魔物と人間の意識の差みたいなものもあるみたいで……」

　デューが申し訳なさそうに、身を縮ませた。

「でも、幾らなんでもやり過ぎなんじゃないかしら。巨人もそうだけど、デューをこの森に閉じ込めるような真ま似ねまでして」

　ラミネが苦言を呈ていする。

「えー！　だって、だって、デューがいなくなったら、嫌いやだもの。もう絶対、エスティの傍そばから離はなれさせたくないのっ！」

　梃て子こでも動かない、といった風に、エスティはデューを抱きしめる力をもっと強めた。

「……エスティさんの気持ち……ちょっと、分かる気がする」

　不意に、ナナルが小さく呟つぶやいた。

「わたしも、お兄ちゃんがどこかに行ってしまったらって思うと、悲しくなるもの」

　まるでその時のことを鮮せん明めいに想像してしまったかのように、ナナルは切なげな顔になる。

「あー。そうだねえ。わたしもカイトが居なくなったら嫌だなぁ」ティアが腕を組んで唸うなった。「わたしだけじゃなくて、サアラやイオナ、リキ、ミミ、ネネだって、嫌だと思う。皆みんなでわんわん泣いちゃうかも」

「……ま、そうね。あたしは泣かないけど、家族だもの。寂さびしいわ」

　同意したラミネだったが、彼女の声は、まるでわざとのようにそっけない。

「えー。ラミネだって泣くよー。皆の中で一番泣くよ」

　ティアが笑みを浮かべながら、ラミネを肩かたで突いた。

「ば、馬ば鹿か言わないでよ。泣かないわよ。別にその……なんていうか。平気だし」

　慌あわてたように顔を赤らめるラミネ。

「わたしも……ラミネお姉ちゃん……泣くと思うなあ。普ふ段だんあんまりそういうの、言わないけど、カイトお兄ちゃんのこと、とっても頼たよりにしてるから……」

　だが、ナナルまでもがくすくすと笑いながら言い出したので、益ます々ますラミネの頬を染める赤は色味を増した。

「こ、こら！　ナナル！　年上をからかうんじゃないの！　いつからあなたはそんなに生意気な子になったのよっ！」

　逃にげ惑まどうナナルを捕つかまえると、ラミネは「ほら、言ってみなさい。お姉さんに教えてみなさい！」と迫せまる。

「ふうん。あなた、随ずい分ぶんと好かれてるのね」

　ティア達の様子を眺ながめていたエスティが、興味深そうにカイトの方を見てきた。

「あはは。まあね。それほどでも」

「ま、エスティのデューに対する想いには負けるけど」

「いや勝つよ。うちの家族の方が」

「負けるし！」

「勝つよ」

「完敗だし！」

「完勝だよ」

「なすすべもないし！」

「どう考えても余よ裕ゆうだね」

「負けるの！」

「勝つ！」

「負ければ！」

「勝てる！」

「負けるの負けるの負けるの負けるの負けるのーーっ！」

「勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つーーっ！」

　延々と言い合いをしたカイトとエスティは、力ちから尽つきて、ぜえぜえと互たがいに息をつく。

「やめようよ、エスティ、恥ずかしいよ……」

「そうね。見てるこっちが居いた堪たまれないわ」

　終しまいには、デューとレジーナから交こう互ごに止められて、仕方なく一時休戦とした。

「……まあ、ただ、ぼくとしてはいいんですよ。ここで暮らしても」

　と、そこでデューがあっさりと言ってのける。

「この森には水もあるし、木の実やキノコなんかもとれますからね。小さな川が流れていて魚も釣つれますし、食べるには事欠きません」

「……こんな魔物だらけの場所なのに？　根性据すわってるのね、あなた」

　レジーナが呆あきれたように返した。

「魔物に関してはエスティが睨にらみを利きかせてくれているので、危険はありません」

　そういえば、と、デューの言葉を聞いて、カイトは思い出す。森のある地点から、魔物の姿が一いつ切さい消えてしまったことを。

「ですが不便ではありませんか？　食しよく糧りようがあるとは言え、娯ご楽らくなどもありませんし」

　クロエが尋ねたが、デューはあっさりと首を横に振った。

「必要ありませんよ。ぼくは趣味が仕事になったような人間なので。幻器が作れれば住むところなんてどこでもいいんです。砂さ漠ばくでも、海の上でも、火の山でもね」

　魔物と親しくなってしまうだけあって、デューもいささか変わっている人物のようだ。

「まあ、本人がいいって言ってるなら、いいんですけどねえ」

　カイトは、なんともいえない気持ちになりながら述べた。

「ええ。ただ……困ったことが全くないかと言われるとそうでもなくて、ですね」

　デューは横目でエスティを見る。

「幻器の材料に関しては、この森や近くでエスティがどうにかして手に入れてきてくれているので何とかなっていたんですが。街の店でしか買えないような素材や道具が、何かあった時に備えて念の為に持ってきた分だけしかなくて、それも先日切れてしまいまして。そろそろ森を出て補ほ充じゆうしに行きたいんですよ」

「はあ、それは大変ですね。森も出られませんし」

　カイトが相槌を打つと、デューが「ええ、そうなんです」と短く息をついた。

「ですから、エスティに何度もお願いしているんですが――」

「だから、街に行っちゃダメなんだってば！」

「――この通り、聞き入れてくれません」

　デューは肩を竦すくめ、

「ねえ、エスティ。カイトさん達が来てくれたことだし、彼かれ等らについていっちゃダメかな。キミが心配するようなことがないよう、見ていてもらうってことで。……ダメですか？」

　最後の問いかけはこちらに向けてのものだった。

「いや、オレ達は構いませんが」

　カイトが請うけ合うと、ティア達もまた頷く。

「なんでそんな面めん倒どうなことを、わたくしがやらなければいけないのかしら」

　レジーナだけが不服そうだったが、クロエに、

「お嬢じよう様さま。乗りかかった船という言葉もあるでしょう。デュー様に協力して差し上げましょう。それが大手エメルタを仕切る長おさの娘むすめとしての、心意気というものです」

　と説得され、『長の娘』という部分へ過か敏びんに反応した彼女は、「し、仕方ないわね。今回だけよ」とやや嬉しそうに承しよう諾だくした。

　だが、

「ダメだよ、そんなの！　カイト達は今日、会ったばかりでしょ！　そんな人達、信用できないんだからっ！」

　エスティが頑がんとして聞き入れない。

「ちょっと、聞き捨てならないわね。【黄金の羊】の次代を担になうわたくしが責任をもつと言っているのよ。何が不満なの？」

　ずい、とレジーナがエスティに向かって身を乗り出すと、

「黄金の羊だか、尖とがったひずみだかなんだか知らないけど、信用出来ないものは信用できないのっ！」

　エスティが舌を突つき出して、拒きよ絶ぜつした。

「だ、誰が尖ったひずみよ！　どうしてそんな、出来の悪い家の壁かべに出来た傷みたいな言い方されなきゃいけないのよっ！」

　レジーナが地じ団だん駄だを踏ふむ。

「お嬢様、譬たとえが長いです。突っ込む時はもう少し的確に、短く、かつ、斬ざん新しんな表現でなければいけません」

　やや間ま違ちがった方向の物言いをするクロエ。

「どこを批判してるのよ！　あなたの所属するエメルタがバカにされたのよ、なにか思うことはないわけ!?」

「上手うまいこと言うなと思っておりました」

「感心してんじゃないわよっ！」

　きー、と叫びながら、レジーナはクロエの体を叩たたいた。

「ま、まあ、とにかく。参ったな。じゃあ、エスティはどうやったら納得するんだ？　それとも君は、大好きなデューが仕事出来なくなってしまってもいいの？」

　カイトの問いかけに、エスティは「うっ」と怯ひるんだ。

「そ、それは、ちょっと、嫌かなあ。お仕事してる時のデュー、本当に楽しそうで、エスティ、見るの楽しみだったし……」

　指先を合わせながら、悩むように、エスティが唸った。

「そうねえ、どうしようかなあ。うーん、うーん。……あ、そうだ」

　しばらく考え込んでいたエスティだったが、やがて、何かを思いついたように顔を輝かがやかせる。

「じゃあ、カイト達、デューが他の女の人と仲良くならないようにする物を取って来てくれる？」

「そんなものあるの？」

「うん！　けど、この森から離れたところにあって、エスティはいけないんだ。あんまり長いこと、この森を留る守すにしたくないからね」

「一体、何をとってくればいいのかしら？」

　ラミネが首を傾かしげると、エスティが答えた。

「えっとね、【精せい魂こん虫ちゆう】って魔物のこと、知ってる？」

　聞いたことのない名であった為、カイトはティア達たちと目を合わせる。全員が無言で首を振った。どうやら、誰も分からないようだ。

「そっか。じゃあ、教えてあげるね。精魂虫っていうのはね、小さい綿わた埃ぼこりみたいな姿をしているんだけど、雄おすなら男の、雌めすなら女の人間にくっつくことで、霊素を吸い取ることが出来るの。と言っても、ほんのちょっとだけだよ」

　で、ここからが変わっているんだけど、とエスティは前置きして、

「精魂虫は人が出す、相手が好きだーって気持ち、ええと、恋愛感情っていうやつに反応して集まってくるの。でね、一度くっついた相手に対して、恋愛感情を持つ人が近付いて来ると、物もの凄すごい鳴き声を上げるんだ」

　それは、正に壮そう絶ぜつと呼ぶに相応ふさわしいほどの声であるという。

「もう、うるさくて、うるさくて、まともに話なんて出来ないくらい。そんなのがあったら、女の人がデューに色目を使うことなんて出来なくなるよね？」

「なるほど。浮うわ気き防止になるということですね」

　理解したというように、クロエが顎あごを引いた。

「そうなの！　だから、その精魂虫を捕まえてきてくれる？　方法とか、場所は教えるから。そうしたら、デューが街に行ってもいいよ」

「ええ、そこまでしないといけないわけ？　嫉しつ妬との心は見苦しいわよ」

　レジーナが大きく溜ため息いきをつく。

「いいのっ！　見苦しくてもいいの。デューを誰にも渡わたしたくないの。デューはエスティだけのものなの！」

　エスティはデューの後ろに回って、彼にしがみついた。

「すみません、皆みなさん。エスティが迷めい惑わくをおかけした上に、お手数をかけるようなことになってしまうんですが、お願い出来ますか？　ぼくも、出来るなら彼かの女じよが満足する形で外出したいんです」

　デューがエスティに向かって微ほほ笑えんだ後で、頭を下げてくる。

「もちろん、タダでとは言いません。これはカイトさん達へ――求索士のあなた達への依い頼らいという形を取ります。もし精魂虫を持ち帰って頂けましたら、きちんと報ほう酬しゆうはお支払いしますので」

「……依頼、ですか」カイトは腕を組んで、ティア達を振ふり返かえった。「そういうことなら、受けないわけにはいきませんね。どうかな、皆？」

「うん、異議なし！　デューさんの為ために、その、とんてん虫っていうのを、とってこよう！」

　ティアがいの一番に賛成する。

「いや、依頼を受けるのはあたしも文句ないけど、ティア、精魂虫よ。全然合ってないじゃないの」

　呆あきれたように、ラミネが額に手を当てた。

「けんかん虫？」

「余計離れたってば」

「こんこん虫」

「ちょっと惜おしい」

「けうけげん虫！」

「なぜ遠ざかるの!?」

　ティアはラミネがなにを気にしているのかいまいち分かっていないようで、ひたすらにぽかんとしていた。

「うん……デューさんと出会ったのも縁えんだよ。わたし達で出来るなら、がんばろう」

　ナナルが気合を入れるように、ぐっと体の前で手を握にぎる。

「ありがとう。ナナルちゃんは、良い子だね」

　そんな彼女を見て、デューが笑いかけた。

「そうでしょう！　ナナルは良い子なんですよ！　もう、こんな、こんな素す晴ばらしい子は他にいないんですよ！　いやあ、あなたは分かっている人だ。依頼は任せて下さい！」

　カイトは素す早ばやくデューの手を握る。

「で、ナナルの何が良い子かといいますとね、やっぱりこの控ひかえ目めだけど責任感が強くて、やるべき時はきっちりとやるところと、何事にも一生懸けん命めいで、子ども達の面倒もしっかり見ているというところとですね！　後は、もう本当、純じゆん粋すいで、純粋過ぎて、天から舞まい降おりたイシアの子とはこの子のことではないかと思うくらいで！」

「お、お兄ちゃん、お兄ちゃん、もうやめてよぅ……」

　熱弁を振るうカイトの服の裾すそを、ナナルが、顔を真っ赤にして引いてきた。

「え、そんな。まだ始まったばかりなのに！」

「いいから終わらせなさい。家族のことになると、唐とう突とつに暴走するその癖くせを直しなさいよ」

　ラミネに軽く頭をはたかれて、カイトは残念ではあったものの、そこでナナル語りを中断することにする。

「あはは……会ったばかりなのに、なぜでしょう、あなた達のことは信じられそうです。宜よろしくお願いします」

　深々と一礼をするデュー。ティアが胸を叩いた。

「まかせてくださいっ！　必ずその、ぽんぽん虫とやらを、捕まえてみせますっ！」

「本来から遠く離れた呼び名でしか覚えてない人に、何をどう任せればいいってのよ」

　レジーナがやれやれと首を振る。

「ま――仕方ないわね。わたくしも求索士よ。どんなものだろうと、依頼をされれば受けるわ」

「その意気です、お嬢様。ではひとっ走り、求索士として、近くの村で食料を買ってきて下さい。また少し旅をしなければならないようですので」

「ええ、分かったわ！　このわたくし、レジーナに全すべてを任せなさい！」

　クロエに乞こわれて、駆けだそうとしたレジーナは、途と中ちゆうで足を止めた。

「……って、それ、使い走りじゃない？」

「はい。そうですが？」

「そうですがじゃないわよ！　涼すずしい顔してなに自分の主人をいいように使ってくれているわけ!?」

「立っているものは親でも使えと言うではありませんか」

「……クロエ？　後でお説教をするわよ？」

「ははは。さあ、行きましょうか」

　無表情で笑い声だけ立てて、クロエは歩き出す。

「ちょっと！　全く誤ご魔ま化かせてないからね！　絶対するわよ！　もう、がんがんに、あなたが泣くくらい怒おこるんだからね、分かっているのかしら!?」

「もう泣いているのでご勘かん弁べん下さいませ。しくしくしく」

「涙なみだ一つも流してないわよっ！　待ちなさいーーっ！」

　クロエの後を追いかけながら、レジーナが憤ふん慨がいした。

「……ま、じゃあ、オレ達もこれで」

　仲が良いのか悪いのか。

　カイトは二人の背を見てそう思いながら、ティア達と共に、デューに一いつ旦たんの別れを告げるのだった。







第五章…幻想の燐光







　エスティに教えられた、【精せい魂こん虫ちゆう】の巣は、森を出て東に一日ほど行ったところにあった。

　失なくさずの泉の水を、レジーナの部下たちに預けた後、カイト達は早さつ速そく向かうことにする。

　道のり自体は平へい坦たんで特に苦労することもなく――やはりレジーナは少し疲ひ弊へいしていたが――辿たどり着ついたのだが、目的地が迫るごとに、ある種の問題があることに誰もが気付く。

「これは……また、すごいな」

　カイトは首が痛くなるほどに頭上を仰あおぎながら、感かん嘆たんした。

　視線の先では、花々の咲さく野がほんの少しだけ垣間見えている。あれが精魂虫の巣があるところらしい。

　ただし、今いるところからの距きよ離りを計算すると、かなりのものだった。

　視界を徐じよ々じよに下へと移していくと、現れるのは土の壁かべだ。それは長く、長く、途と方ほうもなく長く続いてから、ようやく地面へと着く。

　つまるところ、依頼を果たす為の場所へと到達するには、この、とてつもなく高く、切り立った崖がけを登らなければならないということだった。

「ちょっと、冗じよう談だんでしょ。こんなもの、攻こう略りやく出来るわけがないじゃない」

　レジーナが見た目にも分かるほどうんざりとした態度を取る。

「普ふ通つうに登っても一日がかりになりそうだねえ。しかもこれ」

　ティアが壁に手をかけて、力を込こめた。が、すぐにその部分が崩くずれて落ちてしまう。

「物もの凄すごく脆もろいよ。これじゃ、とてもじゃないけど普通に行くのは無理だね」

「ですが、先ほど一回りしてきたところ、他に道はなさそうです」

　クロエが周囲に目をやりながら続けた。

「となると、ここ以外ないか……そうねえ」

　腕うでを組んで、ラミネが、案を編み出すかのように眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……ん。お兄ちゃん、お姉ちゃん達、あれ」

　と、そこでナナルがあるところを指差した。見ると、崖の途中に出っ張りのようなところがあり、大きな岩が転がっている。そこだけではなく、上へ行くに従い同じようなところが幾つか存在しているようだった。

「へえ、そうか。あれを使えばいけそうだね」何かを思いついたようにティアが口を開き、「あそこまで行ってから、岩に縄なわを巻いて、こっちに垂たらせばいいんだよ。そうすれば登れるかも」

「言葉で言うのは簡単だけど、問題は方法よ」

　レジーナが渋い顔をした。

「まず、肝かん心じんの場所までの距離が、相当にあるわ。とてもじゃないけど、壁に掴まりながらじゃなきゃ、辿り着くのは無理よ」

「ああ、それは問題ないよ」

　だがティアはあっさりと答える。

「問題ないって、具体的に一体どうする――」

「カイト、お願い」

「了りよう解かい。皆、ちょっと向こうに行ってて」

　カイトはティアが鞄かばんから出した縄を受け取ると、指示を出した。全員がこちらから離れるのを見てから、身を屈かがめる。

　同時に意識を集中し、一気に霊素マリアスを放出させた。爆ばく発はつ的てきな勢いを持つそれは、体を伝い、下半身に流れると、足元で留とどまる。

「――よいしょっと」

　軽い口調と共に地を蹴けった。途と端たん、衝しよう撃げき波はが周囲に撒まき散らされるのと共に、カイトは凄すさまじい速度で跳ちよう躍やくした。

　大気を打うち砕くだきながら進む身体からだは、瞬またたく間まに出っ張りへと到着する。

　再び地面に足をつけると、カイトは岩に手をつけて押した。頑がん丈じようそうで、重そうだ。これならいけるかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶそうだよー」遙はるか下にいるティア達へ手を振った。「今から縄を下ろすから」

　岩に縄を何重かにわたって括くくりつけ、引っ張って取れないことを確かく認にんすると、地面へと降ろす。

　少々の時間をかけて、まず、ティアとラミネが登ってきた。体力的にやや無理のあるナナルに関しては、カイトが引き寄せることで解決する。

　続けて、クロエが顔を見せ、彼女の手を掴つかんで精せい一いつ杯ぱいという感じでレジーナが出っ張りの先せん端たんに手をかけ、這い上がってきた。

「へーい、攻略ー」

「楽勝ー」

　カイトはティアと手を叩き合う。

「ちょ……ちょっと待って……色々と……訊ききたいことが……あるわ……」

　ぜえぜえと息をつきながら、レジーナが発言する。

「カイト、あなた、本当、何者なのよ……こ、こんなの、普通じゃない……わ……」

「普通か普通じゃないかで言えば、ちょっと特とく殊しゆかな？　でも、わたし達の間では当たり前だよ」

　ティアが平然と返して、ラミネ達と「ねー？」と言い合った。

「お嬢様、何をもって妙みようとするかは人と時代によって大きく変わります。今日、異常であったことが、明日、常識に変わっているかもしれないのです」

「確かにそうだけど、さっきのあれはそういうことじゃないわよ！――げほげほうげほ」

　呼吸が整っていないのに大声を出した為か、レジーナが激しく咳せき込んだ。ナナルが心配そうに背中を摩さする。

「あ、ありがとう……あのね。クロエ、あなたは変に思わないの？」

「すごいとは思います」

「その領域を軽く超えてるのよ！　森でのこともそうだし、カイト、あなた、本当に何者なの？」

「えー。その質問またするの？　もう飽あきたんだけどなぁ」

　カイトは嫌な顔をして、次の場所を目指して膝ひざを折った。

「まともに答えていないのよ！　だから今度こそ――あ、こら、カイト！」

　聞く耳を持たず、カイトは再び跳躍。次の場所に着くと、同じように縄を垂らした。

　そうして、次々と跳とび移りながら、何度も繰くり返し、徐々に近付いていく。

　やがて、一刻もしない内に、カイト達は無事に目的地へと降り立ったのだった。

　下で見た通り、崖の頂上は豊かな緑の生おい茂しげる野原となっている。色取り取りの花々が咲き、その間を蝶ちようがゆったりとした速度で飛んでいた。

　エスティの話によれば、精魂虫は夜に活動する魔ま物ものらしい。カイト達はひとまずその場に留まり、日が暮れるのを待つことにした。

　全員で他た愛あいない話をしている内、太陽は稜りよう線せんの向こうに沈み切り、辺りが闇やみに包まれる。

「そろそろかなぁ？」

　とティアが言ったのを皮切りに、カイト達は腰こしを上げた。

「……しかし、来た時から思っていたけど、随分と平和な光景ねえ。本当にこんなところに、魔物が棲すんでいるのかしら」

　ラミネが火を点つけたランタンを掲かかげ、様子を窺うかがうように辺りを見回す。

「エスティはなんて言ってたっけ？　ティア」

　カイトが尋たずねると、ティアは「ええとね」と唇くちびるに指を当てた。

「確か、精魂虫って大人しい性質で、普ふ段だんは物もの陰かげに隠れて出てこないんだって。たまにふらふらっと餌えさを求めて下界に降りて、人の後ろからこっそりつけていってくっつくんだけど、見られると怯おびえていなくなっちゃうとか」

「それじゃあ、見つけようがないじゃないの。……ん。待って。そういえばあの魔物、そのことについても何か言ってたわね」

　レジーナが思い出すように首を捻ひねる。

「確か精魂虫は人間の愛情に反応して出てくると。ですから、それを示すような行こう為いをとれば、惹ひかれて集まってくるのではないかと、エスティ様は仰おつしやっていました」

　ラミネと同じように、大き目のランタンを手にしたクロエが説明すると、ナナルが「……つまり、どういうことでしょう？」と解かい釈しやくを求めた。

「はい。恐おそらく、分かりやすく言い変えますと――誰だれかが誰かに普ふ段だん隠かくしている想いを告白すれば出てくるのではないでしょうか」

　カイトを始めとした周囲がざわつく。こちらもそうだが、他の皆も、ああ、そうか、よく考えればそういうことかと、今いま更さらながらに思い当たったようだった。

「ええと……それって、ただの気持ちじゃダメなのよね。なんていうか、愛の……告白？　的なことを、しなければいけないわけなのかしら？」

　頬ほおを朱しゆに染めながら、レジーナが確認を取る。

「はい、そうだと思います。加えて、デュー様にくっつけるのであれば、雄おすの精魂虫を呼び寄せなければなりません。要するに――」

　クロエが、真っ直ぐカイトの方を見てきた。

「カイト様、あなたが誰かに愛を告白しなければならないということです」

「ええ!?」

　予想外の展開過ぎて、思わず、カイトは甲かん高だかい声が出る。

「お、オレが!?　誰に!?」

「それは勿もち論ろん、愛しているお方にです」

「そ、そんなこと、いきなり言われても……」

　非常に困る。とてつもなく困る。

「どなたにしますか？　ティア様ですか。ラミネ様ですか。ナナル様ですか。あるいは、お嬢様でもいいですよ」

「え、え、そんな、いきなり？　カイトったら、いつのまにわたくしのことを……」

「まあ、最後のは冗談ですが」

「ぶつわよクロエ」

　頬を赤らめていたレジーナが、手を振ふり上あげた。

「ですがお嬢様、出会ってから数日しか経たっていないのに、カイト様が他の御お三さん方かたを差し置いてあなたに愛情を示すことはないのでは？」

「そんなこと、分からないわよ。世の中には一目ぼれって言葉があることだしね！」

「え、あ、はあ。そうですか」

「なによ、その、『なに言ってんだこいつ』という返し方は……」

「お嬢様も随分と察しが良くなりましたね」

「やっぱりぶってやるわーーッ！」

　レジーナは逃げ出したクロエを追いかけ始めた。

　いつも通りの二人を尻しり目めに、カイトは胸に手を当てる。変に緊きん張ちようしてきた。

「か、カイトが、愛の告白、ねえ」

　ラミネも落ち着かないようで、完全に目が泳いでいる。

「それって、ええと、好きって言うってことだよね……はう」

　両頬に手を当てたまま、ナナルがもじもじと身を捩よじった。それくらいなら普段から存分に示しているが、改めてとなると、やはり気恥はずかしいものがあるらしい。

「より効率的に魔物を呼ぶとなると、中でも一番に気持ちが強いと思われる方を対象にするべきでしょうね」

　レジーナの攻こう撃げきをことごとく見事な動きでかわしながらクロエが助言をしてきた。

「それって、カイトが一番好きな人ってこと？　へえ、誰かなあ。ラミネかなあ、ナナルかなあ」

　ティアが腕を組んで、悩なやみ始める。

「カイトって、大体、家族に対しては好きだ好きだって言ってるから、順番となるとわかんないわね。どうなの？」

　こちらの顔を覗のぞき込んでくるラミネ。

「どうなのって言われても……そんなの、皆、平等だよ。皆好きだよ。大好きさ！」

　全力で主張すると、ナナルが「あれ……でも」と何かを思いついたように声を上げた。

「お兄ちゃん……ラミネお姉ちゃんとティアお姉ちゃんには、あんまりそういうこと言わない、よね？」

「へ？　あ、ああ、そういえば、そうね」

　言われて初めて気づいたように、ラミネが目を瞬しばたたかせる。

「あ、ああ、いや、まあ。二人とは付き合いも長いし、歳としも近いからなあ……と」

　カイトが頭を掻かくと、ラミネとナナルが視線を交わし合った。

「……思えば、カイトへ最初に声をかけたのはティアよね」

「う、うん。それから、ティアお姉ちゃんが、わたし達を連れてきたんだよ」

　二人の目は、次し第だいに、未いまだうんうんと唸っているティアへと移っていく。

「……ん？　なに？　どうかした？」

　ラミネとナナルに見つめられていることに気づいたティアが、不思議そうな顔をした。

「ティアって、カイトに好きだって言われたことある？」

　ラミネが不意に尋ねた。

「ちょ……！　な、なに言ってるんだよ、突とつ然ぜんに！」

　慌あわててカイトは止めようとしたが、「まーまーまー」とラミネから宥なだめられる。

「カイトに？　んーん。ないよー。でもラミネもそうじゃない？」

「ま、あたしもだけどね。ただ、なんていうか、ねえ。気心がしれている故ゆえに、素す直なおになれないというか、ウフフ」

　にやにやとしながら、ラミネがこちらの方を見てきた。

「な、なんだよ、そのよこしまな笑い方は……」

　激しく嫌いやな予感がする、とカイトは顔を引きつらせる。

「――よし、決定！」

　不意にラミネが強く手を叩いた。

「カイト！　普段胸の内に秘めている想おもいを、ティアに言っちゃいなさい！」

「はあ!?　え、なんで!?」

「誰だっていいんだから、ティアだっていいでしょ」

　後ろに回り込んでくると、ラミネはこちらの背を押おしてくる。

「ティアみたいに純粋な子って、あっちからぐいぐいくるので、こっちからあんまりそういうこと言えないじゃない？　良い機会よ」

「べ、別に今じゃなくたって、そういうのはなんていうか、二人の時に……」

「馬ば鹿かね、それじゃあ、あたし達が面おも白しろくないでしょうが」

「面白がってんの!?」

「当たり前よ！」

　堂々と返して、ラミネは尚なおもカイトを無む理り矢や理りにティアの方へと寄せた。

「待ってって！　あの、ほら、心の準備っていうものが……ナナル!?　ナナル、助けて！」

　最後の頼たのみとばかりに、ナナルへと声をかけたカイトだったが、

「……お兄ちゃん……頑張れ……」

　なぜか彼女もやる気満々な顔をして、胸の前で小さな手を組んでいた。
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「あれ!?　ナナル、どうして君まで!?　君までそんな好こう奇き心しんを!?」

「だ、だって……お兄ちゃん、ティアお姉ちゃんにそういうこと言うの、あんまりないから……ちょっと見てみたいの」

　ぽっと顔を赤らめて、俯うつむくナナル。

「なんだか、知らない内に随ずい分ぶんと興味深いことになってるみたいだけど」レジーナがティアとラミネを交互に見比べ、「ラミネ、あなたはそれでいいのかしら？」

「ん？　なにが？」

　ラミネがきょとんとすると、

「いや……カイトがティアに告白するのよね。それを目の前で眺ながめてていいのかってことだけど」

「……ど、どういうことよ」

　急に、ラミネが動どう揺ようし始める。

「いや、分かることよね。難しいことでないのだし。だって、ラミネ、あなたもカイトのこと――」

「はい、お嬢様、撤てつ収しゆう」

　言いかけたところで、レジーナは口をクロエに塞ふさがれ、強制的に下がらされた。

「もがっ。ちょ、なにするのよ！　大事なところだったのよ!?」

　離はなれたところで、レジーナはようやく解放されて、クロエを振り返る。

「お嬢様、無ぶ粋すいというお言葉をご存じですか？　人には少し自覚していても、あえて表に出さないようにしていることもあるのです」

「知らないわよ、そんなもの。なんでそんな面倒なことするのよ」

「色々あるのですよ、人と人には。いいからお嬢様は静かにして、飴あめでも舐なめておいてください」

「清すが々すがしい程ほどに人を子ども扱あつかいするわね……」

「はい、飴」

「まあ、くれるというのならもらうけども……」

　もらうのかよ、と、遠くの方で展開されている様子を見てカイトは胸中で突っ込んだ。

「……別に……あたしは、なんでもないし」

　不意に、後ろで、ラミネが囁ささやいた。振り向こうとしたカイトだったが、目を塞がれる。

「とにかく！　今はティア！　あたしは、ティアが好きなの。あの子には幸せになって欲ほしいの。だからカイト、たまにはうちのエメルタ長に、素直な気持ちを伝えなさい」

「どういう理り屈くつだよ……」

　文句を言いつつも、逆らえない雰ふん囲い気きに、カイトは従った。

「ねー。さっきから何の話してるの？」

　カイトと向かい合ったティアは、首を傾げている。

「あー……いや……ほら。さっきの、告白云うん々ぬんってやつでさ」

　カイトは、高鳴り始めた心臓を抑おさえこむように、胸の辺りを掴んだ。

「ああ、はいはい。あれねー。結局、誰にしたの？　ラミネ？　ナナル？　それともレジーナかクロエさん？」

　自分のことは端はなから考えていないように、ティアが返してくる。

　思えば、ティアは、出会った頃ころからそうだった。

　誰かに何かを与あたえるばかりで、自分はちっとも貰もらおうとはしない。貰えるという発想すら抱こうとはしない。

　まるで人の笑え顔がおが、幸福が、己おのれにとってもそうであるというように。

　その屈くつ託たくの無さに、カイトは、随分と救われたのだ。

（オレの……気持ち、か……）

　数年前、彼女に手を差し伸のべられなかったら。

　今の自分は、存在していないも同然なのだ。

　素晴らしい家族には出会えず、力の使い方も、生きる意味も、見み出いだせないままだっただろう。

　ずっと――ずっと前から。カイトは、ティアに感謝していたのだ。

「……あ……あの、さ、ティア」

　ただ、あまりにも沢たく山さんのものがあり過ぎて、とてもではないが纏まとめることが出来なかった。

　どこから、どう言えばいい。何から形にしていけばいい。

　頭の中が真っ白で、どう頑がん張ばっても、伝えられそうにない。

「ええと……」

「……どうしたの？　カイト」

　ティアはいつもと同じ調子で、一歩、近付いてくる。

「なんか緊張してるよ。カイトらしくないな。もっと気を楽にしていこうよ」

　こちらを見上げたまま、あの時と変わらない態度で。

「そうじゃないと、わたしも困っちゃうよ」

　彼女は、眩まばゆい程ほどの笑顔を見せた。

「あ……ああ、そうだね」

　だからこそ、安心出来た。胸を撫なで下ろすことが出来た。

　難しいことなど考えなくてもいい。ただあるがままでいけばいい。

　それが――ティアと出会って変わった、カイト＝ウリオスという人間なのだから。

「ティア、いつもありがとう。君が居てくれてよかった」

　微笑みを浮かべ、カイトはティアに自分の想いを告げた。

「これからも……」

　真っ直ぐ届けられるように、躊躇ためらいを挟はさむことも無く。

「これからも、ずっと、傍そばに居て欲しい」

　沈ちん黙もくが流れる。ティアは大きな目を開いたままで、こちらをじっと見つめ続けた。

　が、やがて、小さく口を開くと、

「うん。当たり前だよ」

　頬を染めたまま、はにかむような仕草を見せた。

「――わたし、カイトのこと、大好きだから！」

　瞬しゆん間かん。

　カイトとティアの周囲を、一いつ斉せいに、光が舞う。

　まるで蛍ほたるにも思える仄ほのかな輝きは、思わず魅みせられるほどの美しさを見せていた。まるで、天空の星々が降り注いできたかのように。

「これは……」

　カイトが呆ぼう然ぜんと見上げていると、

「恐らくは精魂虫でしょう。――捕つかまえますよ！」

　事態を静観していたクロエが動き、デューから預かった瓶びんの蓋ふたを開いた。

　素早くカイトに近づいてきた光の一つを瓶に閉じ込めると、きつく閉める。

「よし……捕ほ獲かくに成功しました。これで一件落着ですね」

　瓶の中で浮ふ遊ゆうする光を見せて、クロエは微笑んだ。

「……何とか成功したみたいだね」

　カイトがやれやれと呟つぶやくと、ティアは「えへへ」と笑いながら、こちらに飛びついてきた。

「カイトったら、突然あんなこと言って、どうしたの？　びっくりしちゃったよ」

「え、ああ、いや、ええと」

　三人の中で選んだのがティアだった、というのは、なんとなく照れくさくて言えなかった。子ども達なら遠えん慮りよなく口に出来るし、ティアのことは好きなのも確かなのに、どうしてだろうと疑問に思う。

「やったね……お兄ちゃん、お姉ちゃん」

　駆かけ寄よってきたナナルが、手を広げ、ティアとカイトを抱だきしめる。

「……わたしも、二人のこと、大好き」

「ナナル……」

「ありがと。わたしも、ナナルが大好きだよ！」

　ティアはカイトを離はなすと、今度はナナルを懐ふところに抱かかえ、頬を寄せる。

「ま――ちょっと物足りないけど、良い告白だったと思うわよ」

　ラミネが肩かたを竦すくめた。

「何から目線なんだよ、君は」

　カイトが呆あきれると、ラミネもまた口角を上げる。

「にしても、なんなのかしら、この群れは！　ぎゃー！　髪かみに絡からまってくるー！」

　精魂虫に纏まとわりつかれたレジーナが悲鳴を上げた。

　確かに、凄まじい数である。

（これ……雄と雌、どっちの方が多いのかな）

　幻げん想そう的な風景をじっと眺めながら、ふと、カイトは思った。




「エスティ、はい。これが精魂虫の雄で合ってる？」

　カイト達たち一行は、再び森へと帰ってきた。ティアが代表して、内部で小さな光が漂ただよっている瓶を、エスティへと渡す。

「ちょっと待ってね。えーっと」

　エスティは受け取ってから、空中に浮くと、瓶を様々な角度から見定め始めた。目を細めたり、振ってみたり、顔を近づけてみたりもする。

　次いで、彼かの女じよは、カイト達に下がっているよう指示してきた。全員が従うのを確認すると、瓶の蓋を開ける。

　間もなく、不安定な軌き道どうで光が出てくると、虚こ空くうを移動し始めた。しかし、しばらくしてから不意に止まり、何かに惹ひかれるかのように地上へと降りて行く。

　やがてそれは、デューの肩へと止まり、まるで羽を休める鳥のように動きを止めた。

「これで良し、と」

　エスティは呟くと、

「愛してるよ！　デュー！」

　急に自分の想いを叫びながら降下し、デューに勢いよく抱きついた。

　その直後、

『ギエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエッ！』

　凄すさまじい音が森中に響ひびきわたった。

「う、うるさっ！」

　慌あわてて、カイトを始めとした他の者達は耳を塞ぐ。

　まるで、何百、何千という虫が一斉に鳴き出したかのようだった。鼓こ膜まくを防いでも尚、聞こえてくるほどで、とてもではないが会話など出来ない。

　エスティは頷うなずくと、光を摘つまんで瓶の中に入れ、蓋を閉めた。

　途端に静せい寂じやくが戻もどってくる。カイトは恐る恐る耳から手を離したが、未だに余よ韻いんがあるのか、金属音にも似た微かすかな響きが耳の奥おくに残っていた。

「うん、これが精魂虫の雄だよ！　やるじゃん、カイト達！」

　満足そうな表情を見せたエスティは、改めてという風にデューへと密着する。

「いやあ、ありがとうございます。助かりました」

　一番近くで虫の鳴き声をぶつけられてしまった為ためか、いささか眩暈めまいがしているようにふらつきつつも、デューはこちらに頭を下げてきた。

「いえ、とんでもありません。依い頼らいを受けて解決するのが、求索士トレイズの仕事ですから」

　カイトが手を振ると、デューはエスティを横目に、

「皆みなさんのおかげで、また幻器クラフトを作ることが出来ます。早速、報ほう酬しゆうをお渡わたししたいところなんですが……」

　と、言葉を切って、迷うように唸うなり声ごえを上げた。

「実は、ああ言ったものの、あんまりぼくはお金を持っていなくて。どうしようかな……。ぼくが出来ることと言えば、精せい々ぜいが、幻器を差し上げることくらいなんですが」

　こちらへ順番に眼まな差ざしを向けてきた後、デューは訊いてくる。

「どうでしょう。皆さんの中で、新しい幻器が欲しいという方はおられますか？」

　カイト達は顔を見合わせた。どうしたものだろう、と全員が物言わずして語っている。

「そう言われてもねえ。わたくし、今使ってるこの弓は気に入っていることだし」

　自分の背中から得物を取り出して、レジーナが唇を曲げた。

「私もこの剣けんは、同じく求索士であった父から譲ゆずり受けたもので、壊れない限りはずっと使っていこうと考えております」

　クロエが続けば、ティアやラミネ、ナナルも一様に首を横に振る。

「そうですか……困ったな。カイトさんはどうです？」

　と、デューから話を振られても、カイトとて同じようなものだ。先日、フレッサから渡された双そう剣けんがある。何か特別な理由が無い限り、使っていくつもりだった。

「……あ、そういえば」

　フレッサのことを連想したところで、カイトはあることを思い出す。

「デューさん、幻器職人なんですよね。だったら、【魔ま剣けん】について聞いたことありませんか？」

「まけん？」

　鸚鵡おうむ返がえしに尋ねてくるデュー。

「ええ。なんでも、どんなに大量の霊素を発揮しても、その全すべてを吸収して固定化させる、すごい幻器があるとのことなんですが」

「へえ、そんなのがあるんだ。すごいね」

　初耳であった様子のティアが、目を丸くした。

「そういうのがあったら、カイトは今よりもっと強くなれるのに」

「え、ちょっと待って。今よりもっと？　今で最高じゃないの!?」

　レジーナが身を反らして、自身の驚おどろきを表現する。

「ああ、まあ、色々あってね。なんていうか……まあ、色々あるのよ」

　どう上手うまく伝えればいいのか分からなくなったらしく、ラミネがひどく曖あい昧まいに説明した。

「なに一つ分からなかったのだけど……」

「お嬢じよう様さま、事情は人それぞれだと申し上げたでしょう。それに今はカイト様がお話をされております。どうかお静かに」

　顔を顰しかめたレジーナだったが、クロエから諭さとされて、一ひと先まずは追つい及きゆうの手を収めた。

「その話を聞いた知り合い曰いわく、魔剣も、それを作った職人自身も行く先が知れないらしくて。どこにあるとかまではいいので、なにか情報とか、噂うわさだけでも聞いたことありませんか？　もしご存じなら、それが報酬ということでも構いませんので」

「魔剣……魔剣ですか」

　カイトの言葉に、デューは顎あごに手を当てて考え込む。しかし、間もなく、

「魔剣かどうかは知りませんが、そういったものに心当たりはあります」

「え、本当ですか？　どこにあるんですか!?」

「ここです」

「……へ？」

「ですから、ここです。ぼくがもってます」

「ええ!?　デューさんが!?」

「ええ。もっているというか……まあ、はい。ぼくが作りました」

　場に、痛いほどの沈黙が降りた。

　しかし、次の瞬間、

『ええええええええええええええええええええええっ!?』

　クロエを除いた、カイト達一同の驚きよう愕がくの声が木こ魂だまする。

「うるさいなー。どうしたのよ、一体」

　いまいち話の流れが把は握あく出来ていないのか、エスティが唇を尖らせた。

「いやいや！　デューさんが幻まぼろしと呼ばれる武器の製作者だったんだよ！　え、でも、どうして!?」

「どうしてもこうしても」カイトの反応にデューは戸惑いつつ、「莫ばく大だいな霊素を半永久的に吸収し、固定化する幻器ですよね。昔、ぼくが作った幻器に、そういう特性を持つ物が何本かありました。その中に、剣もありましたよ」

「じゃあ、それが世に出回って、魔剣と呼ばれるように……？」

「さあ、そうなんですかね。確かに剣を始めとして、作ったいくつかの幻器は誰かに渡したはずですが」

　恐らく、間ま違ちがいないだろう。ありえないほどの偶ぐう然ぜんだ、とカイトは呆あつ気けにとられた。

「いや……しかし、デューさんって凄すごかったんですね」

　見たところ、デューの年ねん齢れいは二十代の半ばか後半ほどだろう。その若さで伝説になるほどの幻器を生み出すとは、並なみ大たい抵ていの才能ではなかった。

「いやあ、ぼくはただの幻器バカですよ。良いものを作ろう、作ろうとしていただけで。ああ、そうだ、ちょっと待っていて下さいね」

　言い残すと、デューは踵きびすを返して、家に入っていく。

「なんだか分からないけど、デューが格好良いってこと？」

　エスティが首を傾かしげた。

「うん、そうだよ。デューさん、格好良いね！」

　ティアが無む邪じや気きに告げると、エスティは「でしょー？」と心底から嬉しそうな表情になる。

「あなた達、デューには敵かなわないけど、人間達の中では結構マシな方かな。気に入ったわ。仲良くしよ！」

　地上に降り立ったエスティが握あく手しゆを求めてくるのに、ティア達は応えた。

「……しかし、この間の焔えん竜りゆうといい、エスティといい、魔物にも色々いるなあ」

　世の中は広いということだろうか、とカイトはしみじみ思う。

「お待たせしました。カイトさん、こちらをどうぞ。以前に作った幻器とほぼ同じ物です」

　戻ってきたデューが渡してきたのは、鍔つばに空劫結晶ユニス・マテリアが嵌はめ込こまれた、一振りの長ちよう剣けんだった。抜ぬいてみると、刃はが鋭するどい光を放つ。

「これは、見事なものですね。名の知れた職人でさえ、このような逸いつ品ぴんを作り出せるかどうか」

　クロエが興味深そうに眺めた。

「いや、要は素材と空劫結晶の相あい性しように、後はそれぞれの配分なんですよ。その辺りさえ気をつければ、腕うでがそこそこでも良いものは出来ます」

　デューは謙けん遜そんしたものの、実際は、それだけではないだろう。第一、使う材料の見極め自体も相当に難しいはずだった。

「これが魔剣……ですか」

　カイトは微かすかに喉のどを鳴らす。なんとなく、見つめているだけで吸い込まれていきそうなほどの危うい魅み力りよくを孕はらんでいる気がした。

「ええ。まあ、作った本人から言わせて頂くと、そう呼ばれる程のものかはちょっと疑問なんですが……」

　デューは腕を組んで片かた眉まゆを上げると、不満げな様子を露あらわにした。

「実は素材の配合にまだ納なつ得とくがいっていなくて。不完全なんですよね」

「これで、ですか。素人しろうと目めには分かりかねますが」

　正直、直すところなど無い気がする。カイトは剣を鞘さやに仕し舞まいながら思った。

「うーん。でも、それはあくまでも試作品に過ぎないですからね。カイトさんが欲しいというのなら差し上げますが……どうでしょう？　ご提案なんですが」

　デューの言葉にカイトが顔を上げると、彼かれは、

「しばらく待って頂けるというのなら、新しい物を作った上で、カイトさん達の拠点ホームへお届けしますよ。この虫があれば街にも行けますしね」

　とんでもないことを言ってのけた。

「え、新しい物って、そんな簡単に出来るんですか」

「出来ますよ？　今お持ちになってるものより、多分、ずっといい幻器を」

　カイトの疑問に対して、デューは事もなげに答える。

「今、渡したものは、去年くらいに作った奴やつでして。それからぼくも研究を重ねましたからね。宜よろしければ、双剣仕様にして差し上げます」

「いや、でも、そこまでしてもらうわけには……」

「大丈夫です。寧むしろ、不完全な物をお渡しする方が、職人にとっては苦痛なんですよ。任せて下さい。とびっきりのものをお作りします」

　胸を叩たたいて、デューは自信に満ちた顔で請うけ合った。

　凄すさまじい人物だ、とカイトは胸中で舌を巻く。

　自分が作ったものが魔剣と呼ばれ、多くの者が求めて止やまないことに、彼はまるで頓とん着ちやくしていなかった。それどころか、もっと優すぐれたものを、更さらに理想の物をと追い求めている。

　少しばかり変わり者ではあるかもしれないが、本物の職人であることは間違いなかった。

「……分かりました。では、お願いします」

　この人ならば信頼できる。必ず、これ以上のものを生み出すだろう。

　そう確信し、カイトは、頭を下げた。

「ええ、安心して下さい。拠点の場所を教えて頂ければ、後でお届けしますよ」

　揺ゆらぎの無い口調のままで、デューは頷く。

「うん。デューだったら、絶対に出来るよ」

　エスティがデューに寄り添い、愛いとおしそうに肌はだを寄せた。

　魔物であるとか、人であるとか、関係ない。

　一つの確かな絆きずなが、そこにはあるように思えた。

（なんだか……少し、オレやティア達に似てるかもしれないな）

　ふとそんな感想を持って、カイトはティアの方へと視線をやる。

　まるで彼女も同じ想いを抱いているかのように、微ほほ笑えみを浮かべていた。







最終章…上でもなく、下でもなく







　初めて別のエメルタと共同で行った依頼は、予定外の行程があったものの、なんとか全てを果たすことが出来た。

　村に帰ってくると、レジーナの部下達の意識は戻っており、怪け我がが癒いえるのを待ってから一番近くの街へと移動。

　そこで同行していたデューと別れ、カイト達は、無事に皇都へと帰き還かんした。

「なるほど。ひょんなことから魔剣を手に入れることが出来たということか。世には色々と面白いこともあるものだな」

　玉座に腰こしかけたフレッサが、全ての話を聞き終えて、感心したように頷く。旅を終えてしばらく経たった頃、カイトはデューのことを報告する為に、皇こう宮きゆうを訪おとずれていた。

「うん。だから、もう魔剣探しはいいよ。ちゃんとデューから届いたからね」

　答えながら、カイトは腰元に差した双剣に触さわる。

　緻ち密みつな彫ちよう刻こくが施ほどこされた鍔つばと、滑なめらかな光こう沢たくを持つ刃を持っており、普ふ通つうの武器として使っても相当の切れ味があった。

「あい分かった。しかし……その魔剣、本当にそんなに凄すごいものなのか？」

　フレッサが疑うのも無理はない。噂うわさには尾ひれがつくものだ。いかに特別な物であったとしても、半分でも事実であれば上等というものだろう。

　カイトとしても、普通の幻器クラフトより丈夫であれば満足だ、と思っていたのだ。

　……先日までは。

「いや、これが、とんでもない代しろ物ものでね」

　フレッサに話しながら、少し前に、早さつ速そく威い力りよくを試ためしてみた時のことを脳のう裏りに蘇よみがえらせた。

　念の為に、以前、イオナを連れて行った荒れ果てた場所まで行って、幾らかの霊素マリアスを放出してみたのだ。

　すると、いつもなら焔ほのおのように立ち昇のぼり、空気中に散ってしまう輝かがやきが、全て瞬またたく間まに双剣に嵌はめ込まれた空劫結晶ユニス・マテリアへと吸い込まれていった。

　カイトは驚きながらも、とりあえずという感じで、得物を振ってみたのだが。

「さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれたよ、あれは」

　たった一振りで、目の前の世界が変へん貌ぼうした。

　まるで天てん変ぺん地ち異いでも起こったかのように爆ばく発はつが起こると、大地が広範囲にわたって深々と削けずり取られ、底が見えない程の大穴が空いたのである。

「単純な破は壊かい目的で使ってあれだ。色々と目的を絞しぼれば、もっと凄いことが出来るかもしれない」

　しかも、幻器には一いつ切さいの異変がなかった。つまり、カイトの常識離ばなれした霊素量に耐たえ切ったのである。

「そ、それは凄いな……さすがというべきかなんというか。しかし、これでお主の幻器に関する問題は解決したということか」

「当面は、ね。さすがに何が起こるか分からないから、全部を出し切ったわけじゃないので、そうなるとどうかは予想できないけど」

「しかし、今までのことを考えれば万ばん々ばん歳ざいだ。いや、めでたいではないか！」

　フレッサは玉座で足をばたつかせ、子どものように喜んだ。実際、彼女はまだ子どもなのだが。

「……時にウリオス殿どの。先さき程ほどの話から察するに、あなたの一いち撃げきは今まで以上の威力をもっていたのだな？」

　不意にザウドが口を開いた。カイトは頷く。

「ええ、やったオレがびっくりしてしまいましたが」

「いや、それはいい。問題は――ウリオス殿の攻撃で、皇国の領地が、また傷つけられたということだ。しかも以前より、相当、派手に」

「……うっ」

　痛い所を突つかれた、とカイトは顔を引きつらせる。

「はっ……そ、そういえば、そうではないか！」

　今更ながらに気が付いたのか、フレッサは玉座の肘ひじ掛かけを叩いた。

「こ、こら、カイト！　お主、またやったな!?　そういうのは気を付けろと言っておいただろう！」

「あ、あはは、ごめん」

　誤ご魔ま化かしたまま終われそうだったのが、そう上手くはいかなかったようだ。カイトは頭を掻いた。

「ちゃんと幻器を使って力を発揮したのが初めてだったからさ。まさか、これほどまでのことになるなんて思ってなくて」

「まったく！　まったくお主ときたら！　また諸国がどーたらこーたらぶーたらぶーたら文句をつけてくるのを、わらわが静めねばならぬのだぞ！」

「いやあ、でも、土の荒れた、特に使い道もなさそうな土地を選んだつもりなんだけど」

「あやつらはそういうのを気にせんのだ。付け入る隙すきがあればどんどん責めてくるのだ。面めん倒どうくさい奴やつ等らなのだ！　皇国に押さえつけられているのが気に食わんので、なんとかわらわの足を掬すくおうとしている連中ばかりなのだぞ！」

「本当、悪かったって。フレッサに申し訳ないけど、あんまりうるさいなら、こらって怒おこっといてよ」

　フレッサは腕を組み、頬ほおを思いきり膨ふくらませると、そっぽを向いた。

「もう、わらわは知らん。この怒いかりはあれだぞ、そう簡単には収まらんぞ。よほど特別なことでもない限り、わらわのほっぺたは、今の状態から戻らん！」

「……分かったよ。お詫わびといってはなんだけど、じゃあ、これを」

　カイトは懐ふところから取り出した袋ふくろを、フレッサに差し出す。

「なんだ、それは。物で釣ろうという魂こん胆たんか。諸国を従える皇王も甘く見られたものだの！」

　ふん、と鼻を鳴らすフレッサに、カイトは袋の紐ひもをほどきながら、

「いや、実は、無事に依頼が解決したお祝いを兼かねて、この間、うちのエメルタで食事会をしてね。その時に、オレ達や子ども達がお菓か子しを作ったんだよ」

　中身を指でつまんで取り出した。

「クッキーなんだけど、バターや卵を沢山使ったから、美味おいしいよ。良かったら、フレッサも食べない？」

「ウリオス殿。皇王様はこの皇国を一手に治める身。かようなものをみだりに食べて、大切な御おん身みにもしものことがあれば取り返しがつかない。申し訳ないがそれは収めて――」

「手作りクッキーだと！」

　フレッサはザウドの言葉を遮さえぎり、身を乗り出してきた。しかも、飛び降りると、長いマントを引きずりながらこちらに向かってくる。

「皇王様！　玉座を離れてはなりませぬ！」

「良いではないか少しくらい。どれ、見せてみるが良い」

　先さき程ほどまでの不ふ機き嫌げんはどこへいったのか、フレッサは胸の高鳴りを抑えられないように、カイトの開けた袋に手を突っ込んだ。

　一枚を取って、しげしげと見つめる。

　子ども達も手伝ったせいか、形はいびつで不ふ揃ぞろいなものばかりだ。フレッサが普ふ段だん口にしているような、洗練されたものとは程ほど遠とおいはずだった。

　しかし、彼女は顔を輝かせながら、クッキーを齧かじった。

「お、おお……！」

　咀そ嚼しやくしている内に、どんどんと、口元が緩んでくる。

「美味うまいではないか！　お主が世話をしている子ども達に会ったことはないが、これほどのものを作ることが出来る程成長していたのだな」

「うん。子どもって大きくなるのが早いよね。ついこの間まで、目が離せないって思ってたのに」

「こういう時にこそ、育ての親の喜びというものを噛み締められるというものだな」

「いや、全くその通り」

　うんうん、とカイトは何度も頷いた。

「なんというか、このクッキーには、既き製せい品ひんにはない温かみのようなものを感じるな。ご機嫌とりの為だけに諸国の王族どもから送られてくる菓子などとは大違いだ」

　袋を抱かかえたままで、フレッサは次々にクッキーを食べていく。

「気に入ったのなら、また作ったら持ってくるよ」

「本当か！　頼たのむぞ！」

　唇くちびるの周りをクッキーの屑くずだらけにして、フレッサは笑った。

「……して、皇王様。ウリオス殿の不注意から来る行動に関しましては？」

　ザウドが低い声を出した。心なしか感情を押おし殺ころしている気もする。いや、実際、押し殺しているのかもしれないが。
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「ん？　なにがだ？」

　フレッサは完全に事を忘れていた。クッキーだけで。

　が、しばらくすると、「あ、ああ、あれのことか」とようやく思い出した。

「……まあ、なんだ。カイトも悪気があってやったことではない。今回のことは不問としよう」

「本当？　ありがとう、フレッサ！」

　まさかクッキーがここまで効果を及およぼすとは、とお礼を述べながらもカイトの心中はやや複雑であった。

「皇王様……」

　ザウドが物言いたげな眼差しをフレッサに送った。

「な、なんだ。別に懐かい柔じゆうされたわけではないぞ」フレッサがたじろいだ。「これは、なんだ。カイトの誠意に応えたのだ。ザウド、お主も普段から言っているだろう。臣民に対して寛かん容ような心を持てと。それを実じつ践せんしたのだ。何が悪い！」

　既すでに後半から開き直りに近くなっていた。

　ザウドは大きく溜ため息いきをつき、少し天てん井じようを見上げ、その後で首を横に振ふる。そして、

「……仰おおせのままに」

　物もの凄すごく、しこりの残る言い方で、頭を下げた。

「う、うむ、分かれば良い。……しかし、このクッキーは美味いな。こうなると焼き立てを食したいものだ。やはりどうにかして今度、城を抜け――」

「皇王様？」

　ぎろり、とザウドから鷹たかのような視線で射抜かれ、フレッサは「ひっ！」と身を竦すくませる。

「な、なんだ、その目は！　王に向ける目ではないぞ！」

　威い厳げんを発揮しようとしたものの、及び腰になったままでは、到とう底てい本来の価値は発揮出来なかった。

「ええと……まあ、そんな感じで。一通りのことは話したから、オレ、もう帰っていいかな？」

　カイトは頭を掻かいた。するとフレッサは、

「うむ。良いぞ。ご苦労だったな」

　クッキーの袋を握にぎり締しめながら、こちらに手を振った。

「……しかし、魔剣か。気になるな」

　だが、踵きびすを返して歩き出した途と端たん、聞こえてきたザウドの声に、カイトは足を止める。

「製作者の口から、そのような幻器が何本か世に出回ったことが明らかになったとなると、誰だれかが今も手にしているということになる。ただ、あれは普通の求索士トレイズには必要ないもの」

　確かに、そうだ。カイトのように尋じん常じようならざる霊素量を誇ほこる人間でなければ、意味を成さないはずだった。

　別れる前、デューに「なぜ魔剣を作ったのか？」と尋たずねたのだが、

『いや、いつか『どんな霊素量にも耐えられる幻器を幾つか作れないか』って依頼を受けまして。面白そうだから実践してみたんですよ』

　という答えは得られた。ただ、誰が仕事を頼んだのかという問いに関しては、数年前のことなのであまり覚えていないという。

『受け取りに来たのは綺き麗れいな女性だったと思います。ただ何なに分ぶん、幻器作り以外のことにはあんまり興味がなくて……。昔から、人の顔や名前を記き憶おくするのが苦手なんです』

　そう言って、デューは申し訳なさそうに頭を掻いたものだった。

　肝心な部分が曖あい昧まいな話ではある。しかし、確実なことが一つだけあった。

「オレみたいに、普通の幻器が使えない奴がデューの作った物を手に入れた――」

　カイトの呟きに、ザウドが答える。

「とは言え、今のところ目立った動きがあるわけではない。今は、あまり気にしないことだ」

「……そうですね」

　尤もつともな話だ。記憶の隅すみにでも留めておくだけにしておこう。

「さて、皇王様。皇王様には少しお話がありますので、こちらに」

　と、そこでザウドがいきなり話の矛ほこ先さきを変えたので、フレッサが焦あせった声を出した。

「え、な、なんだ。あ、さてはお主、わらわに説教するつもりだな!?　分かる、分かるのだぞ、わらわには！　なんだ、クッキーのことか？　これはそういうことではないと言っただろう！」

「まあ、それは置いておいて、お話を」

「嫌いやだ！　怒られるのを知っていて誰がついていくものか！」

「いいえ、来て頂きます。さあ、参りましょうか」

「わ、わー！　嫌だー！　やめろー！　か、カイト、助けてくれー！」

「じゃ、オレはそういうことで」

　このままここに居てはとばっちりを受けかねない。逃げる他はなかった。

「あ、こら、行くな！　行くんじゃない、カイト！」

「フレッサ――すまない。許して！」

　言い残し、カイトは颯さつ爽そうと、走り出すのだった。




「やーっ！」

　抜けるような青天の下、乾かわいた音が鳴った。

「とうっ！　はっ！　ていっ！　うりゃーっ！」

　右手に木もつ剣けんを、左手に同じ素材の盾たてを持ったリキが果か敢かんに攻せめ込んでくる。

　カイトはその全てを、拾った棒切れで受け止め、流しながら、相手していた。

　レジーナ達との依頼から一カ月と少し。拠点ホームの庭で過ごす、平和な一時だった。

「いいぞ、リキ。次は相手の目と、得物のわずかな動きを見て、防ぼう御ぎよするんだ。行くよ」

　踏み込み様ざま、カイトはごく軽い動作で棒切れを振った。慌ててリキが受け止める。

「うん、それでいい。後はさっきの繰くり返かえしだ。常に相手との距きよ離りを保ちながら、隙すきをみて懐ふところに入り込んで」

　言われた通りに、リキは腕を引いて、突っ込んできた。

　とん、と軽い衝撃がして、カイトの胸に彼の得物の切っ先が当たる。

「……お見事。良くやれたね」

　笑えみを浮かべて褒ほめると、リキは瞳ひとみの奥を喜びに輝かせた。

「やった！　カイト兄ちゃんに勝った！　勝ったーっ！」

　木剣を持ったまま何度も跳はねるリキ。これまで何度やっても攻こう撃げきが通らなかったのだから、はしゃぐのも当然だ。

　尤も、先ほどのもあえて受けたものではあるのだが――彼の動きが良くなってきているのは事実だった。

「すごいぞ。リキは求索士の才能があるかもしれないな」

　カイトが頭を撫なでると、リキは「本当？　本当!?」と訊きき返してくる。

「うん。でも、才能っていうのはちゃんと努力しないと開花しないものなんだ。毎日の鍛たん錬れんは欠かさないようにね」

「分かった！　頑張る！　うおっしゃあああ！」

　大声を出し、両手を高々と上げて、嬉うれしさを全身で表現するリキ。

「リキ、リキ、今度はミミ！　ミミがやる！」

　すると、二人のやりとりを羨うらやましく思ったのか、ミミがせがんだ。

「ネネも、ネネもする。カイトとたんれん、する！」

　意味が分かっていないだろうに、ネネも一いつ緒しよになってリキにしがみつく。

「な、なんだよー。おれだってもっとやりたいんだ。まだ交代しないぞ」

　木剣に手を伸のばすミミやネネから、リキはどうにかして逃のがれようとした。

「リキばっかり、ずるい。ミミもするのー！」「ネネもー！」

「いーやーだーっ！」

「こーら。喧けん嘩かするんじゃないの。順番にやりなさい」

　揉もみ合っている三人を、傍そばで洗せん濯たく物ものを干していたラミネが叱しかる。

「そうですよ。それにカイト兄は昼食からずっとあなた達に付き合っているでしょう。少しは休ませてあげて下さい」

　木こ陰かげで本を読んでいたサアラが続くと、三人は「……はぁい」と落ち込んだ様子で顔を伏ふせた。

「ああ！　いや、オレのことはいいんだよ。いくらでも一緒にやるよ！」

　カイトは「さあ、来るんだ、皆！」と両手を広げる。

「え！　やった！　じゃあ、もう一回やろう！」

「ミミも、ミミもやる！」「ネネもー！」

「じゃあ、わたしもやる！」

　しかしいつのまにか一人増えていたことに、カイトは気付いた。

　先程まで、庭先にテーブルを出して、ナナルと一緒にお茶を飲んでいたティアである。

「いや、ティアがやったら本格的なものになっちゃうよ」

「ふふふ。子ども達たちに戦場の現実ってものを教えてあげちゃうぜ」

「いきなり生々しくなるからやめようよ……」

　ティアを相手にすれば、終わる頃ころにはカイト自身も相当に疲ひ弊へいしてしまうであろうことは明白だった。

「ミミ、ネネ、リキ、お菓子食べない？　ケーキを焼いたんだよ……？」

　ナナルが誘さそいをかけると、リキ達はそれまで争っていたことが嘘うそであるかのように、『食べるーっ！』と声を揃そろえて走り寄る。

「お兄ちゃんも、ちょっと休きゆう憩けいしたら、どうかな……？」

「ああ、そうだね。お言葉に甘えようか」

　カイトは棒切れを置くと、歩き出した。だが、

「カイト兄さん、ちょっといいですか？」

　玄げん関かん先さきから回り込んで庭に来たイオナが、声をかけてくる。

「ん？　どうしたの？」

　ナナルから受け取ったカップを傾けていたカイトが問い返すと、イオナは後ろを振ふり向むき、

「カイト兄さん達に会いに来た方がいますよ」

「ん、どなた？　兵士の人かな」

「いえ、レジーナさんです」

　へ、と間の抜けた声が漏れる。彼かの女じよとは旅が終わって以降、依い頼らいの達成を酒場で祝ってから、一度も会っていなかった。仕事が終わったのだから、しばらくはそうなるのも仕方ないのだが――。

　一体なんの用だろう、とカイトは訝いぶかしげな顔をしつつ、玄関へと向かった。レジーナと聞いて興味を引かれたのか、ティアやラミネ、ナナルや子ども達もついてくる。

「あら、久しぶりね、カイト」

　拠点の正面には、出会った時と同じように、大おお股また開きの堂々とした格好をしたレジーナが佇たたずんでいた。隣となりにはクロエも居る。

「やあ。しばらく。元気にしてた？」

「当然よ。完かん璧ぺきなわたくしは、常に何の不調も無く生きているわ！」

　カイトの挨あい拶さつに、腕を組み、ふふん、と得意げに鼻を鳴らすレジーナ。

「まあ、なんとかは風邪かぜを引かないと申しますし」

　クロエが軽く頷うなずいた。

「そうね。そうとも言うわね。だけど、なんとかって、なんだったかしら。なんだか、とても、不ふ愉ゆ快かいな何かだったような気がするのだけれど」

「些さ細さいなことですよ、お嬢様。言うなれば、お嬢様のような方を簡潔に表すものです」

「なるほど！　高貴な人間はってことね！」

「そういうことにしておいた方が、世の中、上手く回ります」

　相変わらずのやりとりだった。カイトは苦く笑しようする。

「ところで、カイト達には今回の依頼では世話になったわね。報ほう酬しゆうは十分だったかしら？」

「うん、十分過ぎるほどだよ。沢たく山さん美味おいしいものも食べたし！」

　ティアが子ども達の方を振り向き、「ねーっ！」と同意を求めた。リキ達は何度も頷き、口々に感想を述べ始める。

「おう、なんとかって鳥の丸焼きとか、なんとかってスープのやつとか、美味しかったぜ！」

「あとね、なんとかの、なんとかのなんとかってのも、なんか、なんとかって感じで、おいしかった！」

「ネネはね、ネネは、あの、なんか、でっかいのが、良かったの……」

「……そう。それは良かったわね。なにか、全部が明確でないから、なに一つ伝わってこないのだけど、満足したようで何よりだわ」

　レジーナは首を傾げたままで、子ども達に応えた。

「いや、それより、聞いてくれないかな、レジーナ、クロエさん」

　カイトはぐっと拳こぶしを握った。

「子ども達に、報酬で新しい玩おも具ちやを買おうって提案したら、なんて言ったと思う？　ねえ、なんて言ったと思う？」

　勢い込んで訊くと、レジーナは若じやつ干かん引いたような体勢で、「な、なにかしら？」と問い返してくる。

「なんとね！　いつも自分達は色々と買ってもらっているから、オレの物を買おうってことで合意したんだよ！　オレは！　オレはこんないい子達を見たことないよ！　そうだろう、レジーナ!?　オレは、皇都一の幸せ者だよっ!!」

「そ……そうね。その通りね」

　涙なみだを流しながら力説するカイトに、レジーナは何故なぜか、気の毒なものを見るような目を向けてきた。

「素す晴ばらしいお子様達ですね。これも、カイト様達の教育の賜たま物ものでしょう」

　クロエが顔を少し綻ほころばせる。

「いや、あたし達は大したことしてませんよ。……それより、レジーナ、今日はどうしたの？」

　ラミネが尋ねると、レジーナは「あ、ああ、そうだったわね」と感動しているカイトを押してきた。

「カイト、あなたの話はよく分かったから。とりあえず、ちょっといいかしら」

「ん？　なんだい？」

　きょとんとしているカイトとティア達を前にして、レジーナは軽く咳せき払ばらいをする。表情と体が硬かたい。珍しく緊きん張ちようしているようだ。

「いえ……。今回の依頼は、【黄金の羊】の次期長おさを担になう者として、大変参考になることばかりだったわ。カイト達と共に旅をして、今まで自分が知らなかった、見えていなかったことがよく分かったの」

　レジーナは真しん剣けんな感情を相そう貌ぼうに宿し、

「今までわたくしは、お父様のように長として相応ふさわしい、誰もが信用し、無条件で従うような人間になろうと努めてきた。その考え自体は間ま違ちがっているとは思わないわ。でも、形を一つに定めてしまったのは間違いだった」

　真まっ直すぐとこちらを見つめてきた。

「世の中の長はお父様のような方だけではない。あの方だけが絶対の正解ではないわ。ティアのように、別の道もある。だから――わたくし、無理をするのはやめたの」

　胸に手を当て、レジーナは、堂々と主張する。

「わたくしは、わたくしとして、自分に出来る最高の形を目指す。まだそれが何なのかは分からないけれど……きっと、【黄金の羊】のような――あなた達の【約束の灯ともし火び】のような、エメルタを作り上げてみせるわ」

「……お嬢じよう様さま」

　クロエが驚おどろいたように息を呑のんだ。どうやらレジーナは、彼女にも詳くわしいことを話さずに来たらしい。

「なによ。またからかうの？　らしくないって」

　頬を朱に染めながら、レジーナが、クロエを横目で見た。

「……いえ。とんでもありません」

　しばらくすると、クロエは目を細めて優しげに微笑む。

「大変に素晴らしいお考えであると思います。わたくしは今、初めて、お嬢様を尊敬致いたしました」

「そ……そう？　な、なによ。あなたから素す直なおに称しよう賛さんされると、逆に変な感じがするわね」

　当とう惑わくしながらも、レジーナはまんざらでもなさそうに表情を緩ゆるめた。が、すぐに何かに気づいたようにはっとする。

「……って、ちょっと待ちなさい。今初めてって言わなかった？　初めてってなによ。じゃあ今までは尊敬していなかったってこと？」

「否定も肯こう定ていも致しません」

「どっちなのよ！　はっきりしなさいよ！」

　憤ふん然ぜんと食って掛かるレジーナにも、クロエは涼しい顔をしたままだった。

「ともあれ、頑がん張ばってください。私も他の部下達も、皆みな、お嬢様が立派になられることを心よりお待ちしております」

「……むう。なんだか上手うまく誤魔化された気もするけど、分かったわ」

　膨ふくれっ面つらをしたままで、レジーナはこちらへと向き直る。

「まあ、そういうわけだから――なんていうか。あなた達と一緒にいると得るものが沢たく山さんあると分かったし。その。あれよ」

「あれ？」

　意味が分からずに、カイトは眉まゆを顰ひそめた。

「だ、だから、あれよ！　その……察しなさいよ！　鈍にぶいわね!?」

「そんなこと言われても……」

「だ、だから……！」

「依い頼らい等とは関係なく、これからも個人的な付き合いを続けさせて欲ほしい。お嬢様はそう仰おつしやっておられます」

　クロエが代わりに解説すると、カイトはようやく理解する。

「ああ、そういうことか。なんだ、それならそうと、早く言ってくれればいいのに」

「面倒くさい性格なもので、申し訳ありません」

「悪かったわね！　面倒な性格で！　と、とにかく！　そういうことだから！　その……ええと、良い……かしら？」

　レジーナは何かを恐おそれるように、上うわ目め遣づかいで見つめてきた。断わられたら、と思っているのかもしれない。普段は尊大なのに、こういう時は殊しゆ勝しような態度を取る。どちらが本当の彼女なのだろう、とカイトは思った。

「もちろん、いいよ！　こちらこそお願いしたいくらいだよ」

　ティアが率そつ先せんして前に出ると、握あく手しゆを求める。レジーナの顔がぱっと明るくなった。

「そうね。今回の依頼、色々あったけど楽しかったし」

「う、うん……宜よろしくお願い、します」

　握り合ったティアとレジーナの手の上に、ラミネやナナルも手を乗せる。すると、意味は分かっていないだろうに、子ども達も笑え顔がおのままで同じような仕草をした。

「カイト兄やティア姉達を宜しくお願いします。この人達、しっかりしているようで、どこか抜けているので」

　サアラが深々とお辞じ儀ぎをした。

「ちょっと、どういう意味よ、それ。あたしのどこが抜けてるって？」

　ラミネが腰に手を当てて、納なつ得とくできないとサアラを見下ろす。

「この間、お酒を飲んで妙みような踊おどりを踊ったまま外に出ようとしたこととかです」

「うぐっ……そ、それは、なんていうか、致し方ないというかね……！」

「ああ……あれは大変だったね。ラミネ姉さん、数人がかりで羽は交がい締じめしても、物凄い力で全員を引っ張っていくから」

　イオナが思い出したのか、やや肩かたを落とした。

「あの踊り、どこで覚えたの？　こんな感じだったよね？」

　ティアが再現して、奇き妙みよう奇き天て烈れつな舞いを披ひ露ろうする。

「ぎゃー！　こら、やめなさい！　あの時のことは忘れなさい！　忘れるの！」

　猫耳をぴんと立てながら、ラミネが顔を赤くした。

「そうは言っても、印象的だったからさあ。こうだっけ。それとも、こう？」

「お、お姉ちゃん、もうやめて……ちょっと……辛つらいから……」

　ナナルがティアの服を掴つかんだまま、俯うつむいて、体を震ふるわせる。完全に笑いが止まらなくなっていた。

　しかも子ども達まで面おも白しろがって真ま似ねし始めるので、場は一気に奇妙な空気に支配される。

「……相変わらず、楽しそうなエメルタで結構ね」

　一連の騒そう動どうを眺ながめながらレジーナが零こぼす。呆あきれたように見せたいようだが、踊りがおかしいのか、頬が痙けい攣れんするように動いていた。

「いやあ、毎日、色々起こって飽あきないよ」

　カイトが返すと、レジーナは「でしょうね」と心底から納得するように頷きつつ、

「……一ひと先まず、あなた達のお蔭かげでお父様にも認めて頂いたわ。この調子でやっていけば、いずれは長の地位を譲られると思う」

「それは良かった。レジーナが長になったら、【黄金の羊】も一層盛り上がりそうだね」

「ふっ――当然よ」

　そこで謙けん遜そんしないのがレジーナらしいところだ、とカイトは頬を掻いた。

「ところで、今回ってそれを言いに来たの？」

「まあ、そうね。あなた達には改めて感謝を伝えたかったところだし。でも、それだけじゃないのよ」

　レジーナは前まえ髪がみを指で掬すくい上げると、

「カイト、あなたにちょっと提案があるわ」

「ん？　オレに？」

「ええ。あなた――良かったら、うちに来ない？」

「……へ？」

　突とつ然ぜんの申し出に、カイトは目を白黒させた。

「あなたの力、正体は分からないけど、凄すさまじいものだった。うちのエメルタへ所属するに充じゆう分ぶん足り得るわ。もちろん、あなたにとってティア達や子ども達が大切なのは百も承知よ。だからここを離れろとは言わない。ただ、わたくしの下もとで依頼をこなして欲しいのよ。【黄金の羊】の求索士としてね」

　それまであった周囲の喧けん騒そうが、ぴたりと止やんだ。場に居た全員の視線がカイトに集まってくるのを感じる。

「ま、形としてはエメルタの掛け持ちをするということになるわね。勿もち論ろん、報酬は破格なものにするわよ。あなた達の生活が一気に楽になるくらいはね。そのせいでここの拠点を空けて、家族と一緒に居られなくなる日が増えるかもしれないけど……悪い話ではないと思うわ。考える時間あげるから、前向きに検討して――」

「――ダメッ！」

　静けさを打ち破ったのは、予想外の人物の声だった。

「ダメ、絶対にダメ！　カイトお兄ちゃんは……わたし達の、お兄ちゃんなの……ッ！」

　顔を真っ赤にしながら、ナナルが必死な様子で叫さけぶ。彼女は駆かけ寄よってくると、カイトの服を強く掴んだ。

「れ、レジーナさんとは仲良くしたいけど、お兄ちゃんは、渡せません……！」

　いつものような大人しい様子とは違い、見て分かるほどに敵意を剥むき出しにしていた。

「そ……そうだぞ！　カイト兄ちゃんはおれたちのだ！」

「ミミたちのお兄ちゃんなの、レジーナさんのじゃないの！」

「ね、ネネも……ネネもそう思う」

　リキ達もまた、同じようにカイトにしがみ付いてくると、レジーナを睨にらみつける。

「あ……う、うん、そうだよ。ダメだよ。カイトは【約束の灯火】の求索士なんだから。いくらレジーナの頼みでも、それはダメ！」

　ナナルの変貌ぶりに呆あつ気けにとられていたティアだったが、はたと我を取とり戻もどしたように、カイトの前に出て手を広げた。
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「……そうですね。最終的にはカイト兄の判断次し第だいですが。ワタシとしても……カイト兄と一緒に居る時間が少なくなるのは、望ましくはないと、思わなくもないです」

　眼鏡めがねの蔓つるを押し上げ、サアラが呟つぶやく。後半は、ぼそぼそと話しているだけなので、上手く聞き取れなかったが。

「……もうちょっと大きい声で言ったら？」

　イオナが笑みを浮うかべながら告げると、サアラはそっぽを向いた。頬がわずかに朱に染まっている。

「な、なによ！　別にくれって言ってるわけじゃないわ。ちょっと貸してって言ってるのよ。いいでしょ、別に！」

「だめだめだめだめー！　絶対にだめだ！」

「レジーナさんはダメ！」「ダメは、レジーナさん！」

　レジーナが食い下がるも、子ども達は頑がんとして譲らなかった。

「ケチね！　いくら家族だからって、カイトを独占していいわけないわ！　ずるいわよ！」

「ううううううううう……」

　カイトの後ろでナナルが犬のように唸うなる。

「あー、ダメよ、レジーナ。この子達に何言っても。カイトにべったりだから」

　ラミネが苦笑気味に手を振った。

「まあ、あたしとしてもうちの大事な求索士を商売敵がたきに渡すわけにはいかないからね。反対は反対だけど」

「そ、そんな！……でも、そうよ、カイトの気持ち次第よ。カイト、どうなの、【黄金の羊】よ。皇都でも一、二を争あらそう程ほどの大手エメルタよ。そこの長の娘むすめがわざわざあなたが欲しいって言ってるのよ。どうなの!?」

「え、ああ、うん。断わるけど」

「即そつ決けつ!?」

　あっさりと言ってのけたカイトに、レジーナは仰のけ反ぞる。

「申し出はありがたいけどね。オレは【約束の灯火】の求索士として、このエメルタを大きく、立派にするって誓ちかったんだ。悪いけど、浮気は出来ないよ」

「む、むむむ……あなたの力を前に、みすみす見過ごすなんて……！」

「諦あきらめましょう、お嬢様」

　歯は噛がみするレジーナの肩に、クロエが手を置いた。

「彼かれらの絆きずなに横よこ入はいりしようとするのは、無粋に過ぎます。また大変な依頼があれば協力を頼む程度に止とどめておくのが得策かと」

「だけど、クロエ！　【黄金の羊】を更さらに発展させる為よ!?」

「他を探しましょう。お嬢様ならきっと出来ます。何も保証はありませんが」

「なんの安心も出来ない言葉を、どうしてあなたは平気で口に出来るの!?」

「性しよう分ぶんなもので」

「嫌な性分ね……！」

　クロエはこちらに一礼すると、口を開いた。

「では、私達はこれで。この度たびは本当にお世話になりました。今後とも、何なに卒とぞ、宜しくお願いします」

「あ、こ、こちらこそ。ありがとうございました」

「ばいばーい！」「またねー！」「ごちそう、呼んでね……」

　カイトが頭を下げると、子ども達が手を振る。クロエは「では、また」と別れを告げると、レジーナを後ろから羽交い締めにする。

「あ、なによ！　なにするのよ！　わたくしはまだ帰らないわよ!?」

「お嬢様、みっともなく足あ掻がくのは次期長の娘として如何いかがなものかと思います」

「こら、離はなしなさい、クロエ！　クロエ！　こらーっ！」

　問答無用で、クロエはレジーナを引きずるようにして下がっていった。

「カイトーーッ！　わたくしは諦めないわ。必ずあなたをうちに引き入れてみせるからーーッ！」

　しばらくはレジーナの大声がしていたが、やがて二人の姿は、遠ざかっていく。

「……最後まで色んな意味で大変な子だったな」

　カイトが感想を漏もらすと、ティア達は揃って頷いた。

「お兄ちゃん……お兄ちゃんは、向こうに行ったりしないよね……？」

　ナナルが不安げに見上げてくる。カイトはそっと彼女の頭を撫でた。

「さっきも言ったように、オレはここから離れたりしないよ。ずっとナナルや他の皆と一緒にいるから」

　しゃがみこんで目を合わせると、ナナルは笑みを浮かべる。

　子ども達がこちらに駆け寄ると、抱だきついてきた。

「さ、それじゃあ、訓練の続きをしようか。順番にね」

　子ども達を抱き寄せながら、カイトが告げると、全員が元気よく返事をする。

「あたしは夕食の買い物でも行こうかな。今日は何にしようかしら」

「一緒に行きますよ、ラミネ姉」

　ラミネが歩き出すと、サアラが後ろを追った。

「わたしは……お夕食の準備をするね」

「じゃあ、僕ぼくも手伝います」

　ナナルの言葉に、イオナが頷く。

「それじゃ、わたしは、お昼ひる寝ねしよう！」

　ティアが宣言して、「あなたはさっきも十分に寝ねてたでしょうが」とラミネに突っ込まれていた。

　いつもの光景。いつもの家族。

　この当たり前の幸せを得続ける為に、カイトは今日も、そしてこれからも、【約束の灯火】にいる。

　彼らを守る為ならば、どんなことであっても、苦もなくやってのけるだろう。

　自分だけではない。ティア達とて、同じ想おもいに違いなかった。

　いつか遠くない未来――レジーナが取り仕切るエメルタも、そんな風になっているのだろうか。

「……なってくれればいいよな」

　心の底から、カイトはそう願った。

　自分やティア達、エスティとデュー。

　守る者が、同時に、守られているというのは――。

　何よりも、大切なことだと思うから。


Ｆｉｎ









あとがき







　強い、とか、頭が良い、とか。常に冷静だ、とか、頼りがいがある、とか。

　人が誰かについていこうと決める時には、様々な理由があります。

　ですが案外とそれはきっかけに過ぎず、長い時が経つと、『その人だから』というただそれだけで、共に居たいと思えるようになるのではないか。

　そんな風に考えながら、「世界最強は家族と仲良く出稼ぎ中！　２」を書いていました。

　お久しぶりです。空そら埜の一かず樹きです。

　今年初めての本ということで、少々……どころではなく遅くなりましたが、明けましておめでとうございます。本年も何卒、よろしくお願いします。

　歳をとるごとに時が経つのは早くなるもので、お正月はお酒を飲んでいるだけでいつのまにか過ぎ去っていまして、この本が出る頃にはもう季節は春です。

　このまま漫まん然ぜんと人生を送っているだけでいいのだろうか。何か新しい試みをするべきではないのだろうか。

　そのようなことをふと思い、今までやったことのないものに挑戦しようと決意。

　そうだ。基本的に部屋の中にこもってばかりいるから、外に出て、爽さわやかにスポーツでもしてみよう。太陽の下で汗を流してみよう！　よし、やるぞぉ！

　……と、思いながら、今日も楽しくゲームのコントローラーを握って、画面の中で汗を流しています。（ぼくの代わりにキャラクターが）

　明日や……明日からや！

　未来のぼくに希望を託しつつ、謝しや辞じへと移ります。

　担当のＮ様。毎度、本当にお世話になっております。あれやこれや、それやどれや、今年も頑張って参りますので、宜しくお願いします。

　挿絵担当の和かず武たけはざの様。いつもありがとうございます。二巻の表紙から感じ取れる雰囲気が、一巻に増してこの作品ぴったりで、思わず感嘆の息が漏れました。

　様々な面でメッセージを下さる方々へ。一言、一言が、日々の糧となっております。

　最後に、もちろん、全ての読者様へ。最大限の、感謝を。

　それでは、また、お会いしましょう。


三月　ＢＧＭ『無し』　空埜一樹

ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp
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